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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章．欲ほつするところ──、




　浅くかかった空の雲間を縫ぬって、陽光が差し込む。

　春、決別と新展の四月も終わり月を跨またいで五月に。新たに手に入れた居場所に、慣れ切った者もそうでない者も、戸と惑まどいを覚える者も歓よろこびを覚える者も、とそんな時季だろう。

「ハハハハハハハハハ────ッ!!」

「ぐあああ！」

　季節の人心に準じたかのように、曇どん天てんと呼ぶに薄うすく、晴天と呼ぶに晴れてはいない空の下、嬉き々きとした笑い声と、蹂じゆう躙りんされる叫さけびが交こう互ごに響ひびく場所があった。

　大笑が空に昇のぼれば、伴ともなって複数の悲鳴があがる。『ハハハハ！』『うわああ！』『ハハハ！』『ぐああ！』と無限ループ。傷の入ったレコードが馬ば鹿かみたいに延々と同じ音を繰くり返すように、笑みが響けば悲鳴が上がる。

　声に追つい随ずいするのは打だ撃げき音の重い連打だった。バスドラムでも叩たたき鳴らすような打撃音が二つの声を彩いろどる。

　笑う、打撃、悲鳴。

　笑う、打撃、悲鳴。

　笑う、打撃、そして悲鳴、輪唱のように音はどこまでも繰り返す。

　そんな音の鳴り場所は、京みやこ学園・高等部の校庭、土の広がった訓練用グラウンドだ。一高等学校としても大きすぎると言って過言でない高校、その総面積の四分の一を占しめようかというグラウンドでは今も訓練、そうとも訓練が行われている──。

　訓練というからには、技術習得や稽けい古こでなくてはならないはず。だというに、グラウンドの様相はあまりに一方的な暴力の行使にしか見えず、しかし行っているのが教師である以上、訓練と思う他ないのだった。

「さあっ、次は誰だれが来るの？」

　グラウンド上、一人の女教師が笑みで問いを周囲に投げかけた。

　彼女、中なか沢ざわ・アーデルハイトはジャージに包んだ身を、びっと軽く振ふって正すと、あらためて彼女へと武器を構える男子生徒たちに視線を送った。

　土の地面を踏ふみ、アーデルハイトを扇おうぎ状じように包囲する男子生徒たち。彼らは皆みんな、実戦用の装そう甲こう服に身を包み、手長銃じゆうであり剣けんであり、各々装備を携たずさえていた。

　徒と手しゆ空くう拳けんの教師に対するは完全武装の男子生徒たち。どうやらアーデルハイトを相手にクラスの男子全員で、という構図らしかった。

　だが今、戦せん闘とうに及およぼうという男子たちにあるのは、士気高く熱を帯びた目ではなく、むしろ青ざめた理り不ふ尽じんを訴うつたえかける目であった。少なくとも、アーデルハイトをのしてやる、という気合の類たぐいは彼らからは見て取れなかった。

　それも次の瞬しゆん間かん、彼らの意い気き消しよう沈ちんっぷりにも納得が出来た。

　アーデルハイトによって舞まい上げられた土が礫つぶてのごとく舞い落ちる。宙へと強引に掘くつ削さくされて文字通り土砂降りが注ぐ──が、それだけではなかった。パラパラと粉ふん塵じんの舞う音には情けない苦痛の声も付いていた。

　声が落下、そして激げき突とつする。どさり、と砂すな袋ぶくろが地面に落ちたような音に見れば──先の一いち撃げきで上空に打ち上げられていたのだろう──D.S.T.の装甲服に身を包んだ男子生徒が数人、分かりやすいまでにＫＯされて地面に落ち伏ふせていた。

「────」

　ぐったりとしてもの語らぬ級友たちが、死し屍し累るい々るいと転がっている光景を前に、未だ生き残った男子生徒たちは皆が揃そろって、

「ひぃいいっ……」

　次は我が身、と柄がらにもない悲鳴を上げた。無理もない。誰だって命は惜おしい。

　生徒たちの誰もがたじろぎながら後退の意思を見せ、前へと動こうとしないなか、機先を制するかのように、アーデルハイトが一歩を踏んだ。

「さあっ、さあさあさあ！　ハリーハリーハリーッ!!」

　構図は簡単、教師アツチが獣けもの、生コ徒ツ達チが獲え物もの。虎とらと猫ねこ、狼おおかみとチワワ、とそんな構図すら思い浮うかぶ。群れても勝ち目が一向に見いだせない分、男子生徒たちの方が泣けてくる。

　拳こぶしの関節を鳴らしながら、歯を剥むき、眼前の獲物たちをどれから狩かってやろうかと女め豹ひようは視線を前へ。次の獲物はどれだ、と自信満々の笑みが男子生徒に向かう。

　教師という名の暴力に退ひく彼らを見み据すえた上で、彼女は声を放った。

「さあさ、そのまま動かなくても結果は変わらないんだから、観念して死ぬ気で来たほうがいいかもしれないわよー。死ぬときは潔いさぎよく死になさーい」

「「もうちょっと自重しろよ教師！」」

　男子一同のツッコミをアーデルハイトは笑ってスルー。

「ようやく本格的な訓練に入れるんだから、皆もっと殺やる気で掛かかって来なさいな」

　向けられた笑みから視線を逸そらすかのように男子生徒たちは互たがいに顔を見合わせ、次の被ひ害がい者しやとなる者の座を押し付けあう。

　そんな醜しゆう態たいを晒さらす男子生徒たちの軍勢の中にいて、一人だけ冷静に物を見み極きわめようと、そんな目をするものがいた。

「まあ待てお前ら──」

　ニヤリと口こう端たんを吊つり上げ、腕うで組ぐみしたまま彼は堂々たる態度で言う。

「トマス……」「馬鹿が動いた……」「役立たずのくせに……」

　男子一同の視線を受け、トマス・ガブリエルはうむ、と頷うなずいた上で目を見開き、

「行け、お前たち！　俺のための盾たてとなる幸福をやろう！」

「「いらねえよ！　お前も前出て戦ええ──ッ!!」」

　男子生徒一同が、トマスに向かって一様に突つっ込こみをいれる。

　その間にも、前線では距きよ離りを詰つめてきたアーデルハイトによって一人、また一人と生徒がボーリングのピンのように軽快に宙を舞まうことになる。

　アーデルハイトはボクサーのように、ガードを固めて走ることもない。せめてものハンデだと言わんばかりに両りよう腕うではだらりと下げたノーガードスタイル。

　速度任せに拳の射程圏けん内ないに獲物を捉とらえると、次々と打撃を加えていく。まさにヒューマンタイフーンといった感じであった。

　アーデルハイトは手当たり次第に生徒たちを叩くと跳ちよう躍やく。次の獲物に狙ねらいを定め、女豹の如ごとく襲おそいかかる。馬鹿、トマス・ガブリエルに向かって。

　トマスは驚きよう愕がくと絶望混じりの顔で、跳躍したアーデルハイトを見て、

「ギャ──ッ、来たァアア──!!」

「失礼なやつね！　人を化物みたいにっ、言うな！」

　女教師に対して、トマスはあえなく退たい避ひを選せん択たく。情けなくも背中を向けて逃にげ出そうとするトマスの背中を、アーデルハイトが打ち据すえに掛かる。

　獣の攻こう撃げきは狙い違たがわずトマスの背中に叩き付けられる──。

「────────…………アレ？」

　が、トマスが疑問の声を上げた通り、アーデルハイトの攻撃は実行されてはいなかった。彼とアーデルハイトの間に、割って入った者がいたからだ。

「キャーステキ姫ひめ也やキューン！　抱だいて──!!」

　トマスの声に、攻撃を防いだ本人は、うんざりとした表情を一いつ瞬しゆん見せるものの、だがアーデルハイトの前に確かに立っていた。アーデルハイトの拳を受け止めてなお、彼は吹ふき飛ばされることもない。受け止め、相対してみせる。

「──へえ……やる気満々って感じでいいじゃない！　姫也！」

　アーデルハイトの楽しいと言うような声に、八や劍つるぎ姫也が小さく頷いた。




　　　　◆




　若じやつ干かんの驚おどろきを得つつ、アーデルハイトは正面の生徒を見た。

　やかましいトマスをぶん殴なぐろうと突き出したアーデルハイトの右拳は、姫也の左ひだり掌てのひらに収まるかたちで、しっかりと受け止められている。

　それを為なした一人の生徒。もはや雑多と言っていいこの世界において頑かたくなに典型的な東洋人の面おも影かげを遺のこしたままの少年。黒くろ髪かみが靡なびけば、目の中にある琥こ珀はくの瞳ひとみが揺ゆれる。

　対たい抗こうの意志がありありと溢あふれるような、鋭い瞳がこちらに視線を返していた。

　挑ちよう戦せん的な、自分の力で相手に挑いどもうという意志ある瞳だ。

　突き出されたアーデルハイトの拳を固く掴つかんだまま、姫也が口を開く。

「トマスはいくらブン殴っても問題ないですけど、せっかくの訓練ですし、すこし真ま面じ目めにお相手仕つかまつりますよ！」

「トマスは後でもブン殴れるし、そこまで言うならデートのお誘さそい、断る理由もないわっ!!」

　姫也の後ろで何か言いたげなトマスは無視して、アーデルハイトは動いた。掴まれた拳を解くべく腕うでを振って、姫也の指を拳から引き剥はがす。

　それを開戦の合図と言うように、二人は動いた。

　さなかアーデルハイトは、先の一撃を思い返す。

　決して、悪い一撃でも、甘い一撃でもなかった。相手が相手だ。容よう赦しやする理由も気持ちもいるまい。渾こん身しん、とまではいかずともそれでも普ふ段だん繰くり出している打撃よりも、威い力りよくのある一撃だったはずだ。

　素直に感心さえする。

　その攻撃を見切られた、ということだろう。生徒に拳を見切られてしまった、という事実に若干の後こう悔かいと自己嫌けん悪おを得つつ、アーデルハイトは後ろに軽くステップ。

　すでにステップしたこちらを逃のがすまいとしてか、姫也が距離を詰めてきている。

　きっ、と絞しぼられた弓のように意志ある瞳がこちらを射い貫ぬく。

　彼の口が小さくすぼめられ、息を吸い込むのがわかった。まるでジェットエンジンが吹かされる前に、大きく稼か動どう音を立てるかのように。

「────行きます」

　小さくつぶやき、姫也は来た。

　身を低く、来る。

　その姿に、アーデルハイトは驚愕を覚えた。

「────ッ!?」

　驚いたのは、彼が男子生徒たちのなかで初めて攻撃の意志を示したからではない。

　アーデルハイトの目が捉えて離はなさないものがあった。

　色。姫也の瞳だった。身を被かぶせるように前に走る姫也の目、その色だ。

（琥珀が……──赤に!?）

　アーデルハイトは一瞬、自分の目を疑った。

　だが瞬またたきのあとにも、色しき彩さいの色調は変わることはない。むしろ濃こくすらなっていた。宝石のようであった静かな琥珀色が、爛らん々らんと揺れる血の通ったような獰どう猛もうな赤へ。

　まさか、という予測がアーデルハイトの頭のなかを過よぎる。

（──……少しだけだけど、八岐ヤマタの力を使っているの？）

　姫也の身体からだの変化に関して言えば、アーデルハイトは初見だ。

　だが──、と分かることもあった。注意深く目を凝こらして見ていなければ、気にならないほどの変化だが、姫也の全身に術素アトモスフイアが充じゆう足そくしている。風を纏まとうように、彼の周囲に微び々びたるものだが気流が発生している。

　何らかの力を使っているのは明白だった。

　そして術式の使用できない姫也に使える力など、聞き知る限り他にない。

　今までの戦闘訓練を顧かえりみても、姫也が使う、というよりも発動していた力はせいぜいが八岐の血に依よる遺伝子レベルの術式での自動的な身体強化だけだ。

　四月頭に一戦交えたときも、その程度。ただ身体が堅かたいという印象だった。

　そのすぐ後に起こった一件から、同じく自分が受け持つことになったアイリス・リンドブルムが、こちらに転入してくるきっかけの事件のとき。あのとき少年の母にして、アーデルハイトにとっては先せん輩ぱいとなる人物の話からすれば、姫也は世界有数の力を持っていることになる。

　日本神話上、神を喰くらい力を増した邪じや龍りゆうにして蛇じや竜りゆう、八岐大蛇ヤマタノオロチ。

　その血を引く悪あ竜くの末まつ裔えいが、彼に当たる。

「──厄やつ介かいね」

　いつしか呟つぶやいていた言葉は、相手に対する賛美だ。

　ヴァルハラ大使館での一件。さらには交流祭における一件を経へて、姫也は自ら、力を使うことを躊躇ためらわなくなった、ということだろうか。

　すくなくとも、意志を感じられる。

　意志というのは大事だ。何かを為なすにおいては、それはまた格段に意味を持ってくる。

『病やまいは気から』という言葉があるように、『死ぬ気でやれ』と言われるように、行動に意志がそぐわなければ、力は発揮できない。

　前ぜん駆くする少年は緩ゆるやかだが、今はまだまだ身体を慣らしているのだろう、力を静かに滾たぎらせながら、来る。

　相手はやる気だ。駆かけてくる生徒に武む者しや震ぶるいすら覚えながら、アーデルハイトは笑む。

　だから、とアーデルハイトは構える。さきほどまでのノーガードスタイルではない。

　拳を胸前まで持ち上げた、迎げい撃げきの構えだ。

「いいでしょう！　来なさい姫也!!」

　声をスタートの号令に、姫也が眼前で加速した。




　　　　◆




　よくも悪くもいつも通りの光景。

　男子たちの様子をすこし離れたグラウンド端で女子たちが見ていた。

「ああーああー先生あんなに煽あおって姫也ったら……また校舎壊こわしたりしても知らないわよ」

　苦笑い混じりでそんなことをつぶやいたのは、女子の集団のなかにいた佐さ坂さか夕ゆうだった。

　グラウンド中央、ほっと一息ついた男子生徒たちを遠巻きに、砂さ塵じんを巻き上げて姫也とアーデルハイトによる高速の攻こう防ぼうが行われている。

　互たがいに不退転。ガチンコの殴り合いだ。

「アーデ先生も今までは、かなり手を抜ぬいていたってことか」

　夕は灰色の髪かみを頭の後ろでポニーテールに。格好も完全武装した男子たちとは違い、こちらは体操服姿のままだ。だが、手足が長く健康美を誇ほこる彼女にとってすれば、制服などよりも薄うすいこちらの方が身体のラインがよくわかり、ある種扇せん情じよう的ですらあった。

　男子とは違い、女子はマラソン。男女で違うことを行っているのも単にアーデルハイトが、攻撃の加減を男女分けてやるのが面めん倒どう、とそんな理由だ。

　首に掛かけたタオルで汗あせを拭ぬぐい、スポーツドリンクのボトルを呷あおって喉のどに流し込む。

　今はまだ授業も二限目、物理戦せん闘とうの訓練だ。

　いつもどおりと言えば、確かにそうなのだが、アーデルハイトも最近は特に授業や訓練に気合が入っているため、普ふ段だんの彼女よりも凶きよう悪あくと言っていい。

　理由は昨今の情勢の変化にある。

　新東京都を、京学園を揺るがした事件。

　ヴァルハラ大使館を破は壊かいするに至ったトーラー・ブランシェットの一件。

　ノイル・アテンドが招いた京学園の混乱、さらにはトーラー・ブランシェットの脱だつ獄ごく。

　６６６教団。魔ま神じん信しん仰こう、悪あく魔ま崇すう拝はいの類たぐいのカルトだが、実際に悪魔が活動していることから危険な、危険過ぎる存在と言ってよかった。

　逆結界ジェネレータという都市の生命線すらも、彼らの思うままにされていることから、事態は個人のレベルで済むものではなく、都市レベルでの警けい戒かいが必要だと最近はD.S.T.でも訓練態勢や組織体制などが見直され、何かと慌あわただしくなってきている。

「今までが平和すぎたのかしら……」

　ぼやくように言うのは、自分の世界に揺らぎが生じたからだろうか。

　だが、時代がそれを許さない、と言われればそれまでだ。

　術式世界テウルギア、科学世界フイロソフイアの二世界の合一から、はや五〇年。世界は未だに混こん沌とんのなかにある。　それから考えれば、日本は今までが平和すぎたのかもしれない。

　術式を扱あつかう術士たちの学び舎やである、ここ京学園にとっては、ともすれば今の状じよう況きようこそ正しい姿なのかもしれない。

「ハッ────」

　ふと考え込んでいた夕の横から、深い息いき遣づかいが聞こえることに気づいた。

　今、夕も含ふくめた女生徒たちがいるのは、グラウンド脇わきの芝しばの斜しや面めんだ。

　マラソンのノルマを終しゆう了りようした者から集合、休きゆう憩けいといった流れであり、今も夕を含めクラスの女子の半分ほどがすでにノルマを終了して、男子の観戦に移行しているのだった。

「は、早いわね、夕……」

　声は、横の斜面に背を預けるように寝ね転ころがる少女のものだ。夕とは対照的に、長く伸のばした髪はそのままに、今は息荒あらく胸を上下させている。

「あらあら、遅おそかったわねアイリス」

　人と竜の混血、竜血人種の末裔の姫ひめ。それが彼女、アイリス・リンドヴルムだ。

　竜血人種、と言われるように身体にすでに竜としての特徴は削そがれて無くなり、術式使用能力に長たけている、といった基本的なステータスが人類を大きく上回っている。

　姫らしいと言えば、普段の態度はきりっとした凜りん然ぜんとしたものがあるが、一度こうして意識が緩むと、そこはやはり自分たちと変わらぬありふれた歳相応の少女だ。

　彼女を見下ろしながら、夕は自分の手に持ったボトルを差し出す。

「まだまだねえ。このぐらいで息を切らしていたら」

　それを受け取ると、一気にアイリスは流しこむ。よほど喉が渇いていたらしい。

「ん────く、だって元いたヴァルハラの学校の体育だって精々が六キロ程度だったのに、いきなり倍の十二キロよ？　無茶よ、ムリよムリ」

　投げやりに言ってアイリスはまた芝の上に寝転ぶと、深く息を吸って、吐はき出す。

「でもだいぶ微び調ちよう整せい出来るようになったじゃない？　身体強化も」

「最近はこればっかりやっているもの。術式砲ほう撃げきのほうも、少しだけど制せい御ぎよできるようになってきたわ」

　身体強化術式、といってもすべて筋力の強化に直結するものではない。循じゆん環かん器き系も含め、体内の調整も行い、本当の意味で身体を強化するものだ。

　夕のように近接戦闘主体の術士にとってすれば、術素アトモスフイアはすべて身体強化に振ふるのであとは戦闘時の持じ久きゆう力と速度の両方が求められる。

　対して、アイリスはお世辞にも近接向きとは言えない。自分たちの分隊に配属されて正式な戦闘訓練もロクに出来てないが、彼女の能力は術素を収束して砲撃する、という術式砲撃のひとつだ。おそらくポジションは後衛。それから鑑かんがみれば、肉体の行使はこれくらいでも十分だろう。

「いつまでも訓練相手にならないような、大規模砲撃ばかりされても困るし」

「……イジワル」

　いまいましいというようにこちらを見上げるアイリスを夕は盛大に笑い飛ばしてやる。

　と、そこで新たにやって来る者がいた。

「夕ちゃんはともかく、アイちゃんもけっこう速いねー」

　声に二人が見れば、片や、体操服を着れば、すらりとした肢し体たいもあってか、陸上競技のランナーかと錯さつ覚かくさせるヱーファ・ガードナー。

　対し、もはや乱れた髪が汗で張り付いて、目線を隠かくしてしまい、呪のろわれた日本人形が体操服を着ているような、そんな倒とう錯さく的なこと甚はなはだしい少女、ゼナイド・ムトニエ・ド・ロード。彼女はふらふらと足取りも不確かにアイリスの横まで来ると、

「満・身・創・痍いッ──……」

　がくり、と身を傾かたむけて揺ゆれると、膝ひざから折れるように前のめりに大だい往おう生じよう。

　そんなゼナイドの姿にヱーファは苦笑いしつつ、

「ゼーちゃんもうちょっと体力つけないと。いっつもグラン・ギニョールに頼たよっているからいざこういう基き礎そ訓練のとき、痛い目見るっていつも言ってるじゃーん」

　ゼナイドに付き合って、速度をセーブして走っていたのだろう、ヱーファはさほど息を切らすこともなく、ゼナイドの横に腰こしを下ろした。

「…………動きたくないでござる」

　ゼナイドの体力のなさも筋金入りである。

「ゼナイドは確かに、もう少し体力つけたほうがいいかもね」

　ふと見れば、すこしは回復したのか、アイリスが視点を遠くに定めた目で、何かを見ていた。場所はグラウンドの向こう、男子たちがいる方向だ。

　と、なれば自おのずと出てくる答えは一つだ。

「姫也が心配？」

　不意を打たれたのか、へ、と口を開いたままアイリスがこちらを見上げる。

「──え？　ばか！　何言ってるの夕」

　両手を身体からだの前で振って慌てるアイリスは実に可愛らしい、眼がん福ぷく眼福。

　が、反応したのは何もアイリスだけではなかった。

「やっぱ二人ってそういう関係なの!?」

「こないだの交流祭のときも二人で歩いてたの見た！」

　斜面に同様に腰こし掛かけていたクラスの女生徒たちが、アイリスに詰つめ寄る。彼女らの顔には〝へヘヘ、イイ獲え物ものだぜ〟と言わんばかりの笑みが張り付いている。こういう話題は触ふれるべきか、否いなかが問われるが、ここはイジっていいものだと判断したらしい。

　アイリスは質しつ問もん攻ぜめのまっただ中に立たされ、集中砲ほう火かを浴びていた。

「ねね、結局のところどうなのよ？　ぶっちゃけ、どこまで行った？」

「どこまで!?」

「まさか──もう二人は行き着くところまで行ってしまったというの？　英語で言うならアダルティ！」

「イヤイヤイヤイヤッ──何もしてない！　どこまでも行ってないわよ！」

「でもまあアレよね。安あん牌ぱいだよね。幼おさな馴な染じみなんでしょ？」

「幼馴染だからって、ただそれだけッ、それだけだってば！」

　拳こぶしを握にぎって、紅潮した頬ほおでアイリスは周囲に訴うつたえる。

「へええ……じゃあー私がちょっかい出しちゃおっかなあ」

　そんな挑ちよう発はつ的な一人の女生徒の言葉に、アイリスが大きく目を見開いた。

「いやっ……だけど──そのそれはっ、そのッ……!!」

「「え、なに？　聞こえない」」

　ニヤニヤと頬肉を吊つり上げる、惚ほれた腫はれたの最新情報に飢うえた女生徒たち。その中央で、うっとたじろぎ気味に、顔を伏ふせると小さく口ごもりながら、

「…………なんか面白く無い」

　言って、小さく涙なみだすら目め端はしに浮うかべ、むくれるアイリスの頬を、夕は、ヱーファとともに左右から突つっついてた。
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「いやあ青春ですなあヱーファ」

「そうですなあ夕ちゃん」

「もうっ二人共！」

　女生徒たちのなかからドッと笑いが起こる。

　でも、と一人の女生徒が言葉を続けた。

「最近八劍くん表情にこうなんて言うか──硬かたさがなくなった？　よね？」

「あーそれは何となく分かるかも。前に比べてなんというかこう、憑つき物ものが落ちたって感じ」

「まあ、男子が頑がん張ばっているって姿は、けっこう好感持てるよ」

　いつの間にやら復帰していたゼナイドがハンディカムを、グラン・ギニョールが大たい砲ほうのようなビデオカメラを構えているのは誰だれも突っ込まない。

　見れば、少なくなった男子のなかには、トマス分隊の三人もいる。未だ生き残っているのは逃にげていたからだろう約一名は除き、最近では積極的に戦闘訓練などもこなすようになってきた少年の背に視線を送る。

「ま、ただでさえ姫也はウジウジしがちなんだから、元気なのは良い事でしょう」

　グラウンドの向こうでは、まだ戦闘が繰くり広げられているようだった。




　　　　◆




　姫也は力を纏まとい、逸はやるように前へと足を走らせた。

「──よし、今日は上う手まくコントロール出来ている……これならッ！」

　八岐ヤマタとしての力は、周囲に明らかな強さを知らしめることのないよう極々抑おさえ目に、微び風ふうを纏う。戦せん闘とうを楽しいと感じることは、我ながらなんとも不ふ謹きん慎しんなことだが、こればっかりは感情から来るものだ。仕方がないし、抑えようもない。

「そういう意味じゃあ、力を扱うことを楽しめている今のほうが、戦闘時の感情としては良いってことか……」

　八岐の力、蛇じや竜りゆうにして自然神の力は、周囲の流体や地形などに影えい響きようをおよぼす。

　風を喚よび、水を集め、地を割る。だが、強大な力も自分の精神状態や周囲の術素アトモスフイア量によって、発現する力の威い力りよくは千差万別、とにかく異なってくる。

　トーラーとの戦闘のときは、怒いかりの感情に任せるがまま、膨ぼう大だいな術素を使用して破は壊かいの限りを尽つくした。

　だが、フラストレーションに苛さいなまれて戦ったノイルとの戦闘時は、技といった程度の能力しか使用できていない。術素の濃のう度どもあったのだろうが、それでもやはり使いきったか、と言われればまだまだ、と思ってしまう。最終形態ともとれる黒々しい化物となった彼女を叩たたき切ったアイリスの一いち撃げきに関しては、自分はただ制御し導いただけだ。

「まだまだ俺もこの力を把は握あくし切れていない、ってことだよな──」

　だが、とやり甲が斐いにか、笑みが自然と零こぼれた。

「こうら姫也あっ、戦闘中にボケっとしない！」

　緩ゆるんでいた意識に、アーデルハイトの叱しつ咤たと共に攻こう撃げきが来る。

　姫也の拳を躱かわしたアーデルハイトが、返すように一撃を。防ぎ、また攻撃、といった高速の攻こう防ぼうがクロスレンジの二人の間で展開される。

　速度に乗り、攻防の展開も加速度的に速くなっていく。

「いくら調子が良かろうが私も一教師！　まだまだ尻しりの青いアンタたちに負けるほどロートルでもないわ！」

「ハハハ流石さすが先生、歳だけは無む駄だにとってないってことですね！」

「ハハハハハッ──、死し刑けい！」

　アーデルハイトの怒りの右ストレートが唸うなりを上げる。術素による身体強化の一撃は、人の繰り出せる打だ撃げきの領域を容易に超こえる。

　空気を無理矢理かち割るように、拳が蒸気を帯びた。

　拳が姫也の身体を取り巻く微風すらも掻かき消すように伸びる。こちらの顔を捉とらえた一撃は鋭するどく、当たればそれまでだ。

「当たればノックダウンは必ひつ至しッ……だが！」

　だからこそ、姫也は前に出た。

　そうでなければ、今ここで八岐ヤマタの力を使った意味がないのだから。

〝──試してみる──〟

　自分の中に沸わき立つようにある、確信にも似たある種の自信に任せ、姫也はいった。

「────クシナダ」

　姫也の呟つぶやくような唱えに応じ、色が姫也の髪かみに差し込まれる。

　金色の簪かんざし。姫也の、八劍のためにある八岐ヤマタの力を制御するためのみに使われる統とう御ぎよ術式クシナダ。一いつ瞬しゆんで形成された金の平打簪は、しかしすぐに金きん粉ぷんとなって散る。

　力の発現のための犠ぎ牲せい。かくして、姫也の拳に力が宿る。

　八岐の力の余波として生まれる微風は、力を灯ともされたことによってスイッチが切り換かわったかのように業ごう風ふうへと、瞬しゆん間かんに成長を遂とげる。

　眼前、アーデルハイトが目を見張るのがわかる。

　力を押し込む。構えた右拳に風を収束、破壊の力にしつつ──。

「行けえッ!!」

　打ち出す。逆巻く風が、姫也の打撃に威力と速度を付ふ与よする。

「────ッ!?」

　右ストレートに対してのカウンター。

　力を纏った拳は受け止めること叶わず、拳はアーデルハイトに触れることはない。だが拳に乗って威い圧あつと化した風が、アーデルハイトを打撃する。

「甘い甘いッ砂糖菓が子しよりも甘いわあっ──!!」

　が、姫也は見る。叫さけびとともに、アーデルハイトが動いた。

　握りこんでいた打撃の途と中ちゆうで、右拳を解いた。手首を折るように、打撃面を拳から掌てのひらに。

　拳による打撃から、掌しよう底ていに攻撃方法を移行したのだ。

　狙ねらい違たがわず、アーデルハイトの鋭い掌底は、姫也の右拳に真っ向から突きこまれる。

　纏っていた風は、純じゆん粋すいに打撃力に押し負け、霧む散さん。

　拳を受け止め、打撃を相そう殺さいし、受け止められる。

「精しよう進じんが足りないわ。付け焼やき刃ばでどうにかなる相手だとでも思われていたのかしら？」

　繰り出した姫也の右拳は、図はからずとも先ほどの姫也がアーデルハイトの拳を受け止めたのと同じ構図で防がれることになった。

「カウンターで入れる一撃としては、けっこう行けると思ったんですけどね」

「拳の周囲に風を展開。螺ら旋せん状に回転させることで空気抵てい抗こうを減らして、銃じゆう弾だんみたいに直進性を増した打撃ってことかしらね。カウンターは速度重視だし、発想はいいと思うわ」

　アーデルハイトは姫也の風の拳を身体強化した掌で、文字通り握り潰つぶしたのだ。

「……けっこう無茶苦茶しますよね、先生」

「アラヤダ今さら気づいたの？　そうじゃなければアンタ達の担任なんて務まらないわ。自分で気づきなさい。無茶苦茶程度で何とかされてしまう攻撃なら、やっぱりまだまだ精進が足りないってことでしょう？」

　言葉の割に、えらく上じよう機き嫌げんにアーデルハイトが言った。

　こちらの拳の拘こう束そくを解くと、彼女は身を翻ひるがえす。

　打撃の感かん触しよくを確かめるように、姫也は解かれた右みぎ腕うでを握り返す。

　今の攻撃を反はん芻すうするように。

「決して悪くない。でも、その程度ってことも理解しなさい。力の原理までは私も知らないけど、使いこなそうとする以上、創意工夫は当たり前」

　校舎の前面に掲かかげられた時計を見て、時間を確認しつつ、アーデルハイトは言った。

　すでに二限も終しゆう了りよう間際、という時間だ。

「力を使うって決めたんだったら、もっと鍛たん錬れんを重ねなさい。今みたいな対人用の技に過ぎない攻撃だけで戦闘なんてそれこそ無茶だっていうのは、アンタが一番痛いほどよくわかっているはずよ」

　告げ、アーデルハイトは周囲一帯を見回し、よく通る声で、

「さあっ、皆みんなこのへんで撤てつ収しゆうするわよー。負傷者は担かついで適当に教室に放り込んどきなさい。手加減しといたから、そのうち目を覚ますでしょうよ！」

　校庭に残っているのは、あからさまに生存者の方が少ない。面めん倒どうだ、と言うようにアーデルハイトにまばらに返事をしつつ男子たちは足取りも重く、級友たちを引きずって行く。

　グラウンドに背を向け、校舎の方にすでに歩き出したアーデルハイトの背を見ながら、ようやく一息、と姫也は息をついた。

　静かに浅く深く、呼気を丁てい寧ねいに吐はき出しながら全身から力を取り除いていく。

　筋肉を弛し緩かんさせるだけに留まらない、身体からだの各部に入っていた熱が消えることで、肌はだ寒ざむくすら感じる奇き妙みような感触。戦闘の余よ韻いんにいまだ浸ひたり続け、熱を帯びようとする八岐ヤマタの闘とう争そう本能を身体から抜ぬいていく。

「力使うと、テンションがやたらめったら上がるのも、困りものだな……」

　そのころには、姫也の目も赤の色が抜け、本来の人らしい虹こう彩さいの色が戻もどる。

「試し行こう錯さく誤ごの最中とは言え、まだまだ、か……手て厳きびしいな」

　アーデルハイトから言われた言葉を思い返しながら、姫也は傷の残る右みぎ拳こぶしを握にぎり込む。

　宿る、確かな力。

　力を抑えていた頃ころの傷。そしてそこに上書きされるように刻まれた、力を使い戦ったときの裂れつ創そう。自分の過去を決して忘れてはならないという、戒いましめのように残る傷にはもはや後こう悔かいの念はない。むしろ好意的な感情すら覚える。

　力を使いこなしているとはまだ言えない。

　莫ばく大だいな力は、身を滅ほろぼすだけではない。

　自分の周りを──、大切な人を──、下手をすれば世界を滅ぼしかねない。

　忘れるな。そして忘れぬままに精進しろ。

「まだまだ鍛錬が足りない、か。確かにな」

　今後の課題をどうしようか、などと考えつつ、姫也は空を見上げた。

　八岐がいかに自然神であるとは言え、流石さすがにこの程度の力の発現なら、雨雲を喚よんだりすることもないのだが、空には浅く雲が掛かかっていた。

　光が雲間から差し込む。雲があるから、と空を見ていれば不意を突つくように雲間からの容よう赦しやない光に目が晒さらされる。

「────雨か」

　力を発現させた後だからだろうか、まだ身体に残る力があるせいか、知覚は普ふ段だんに比べればまだ鋭えい敏びん化しているため、姫也には第六感にも似た感覚があった。

　普段よりも、空気が重い。時折強く吹ふく風は、変化の前まえ触ぶれだろう。

　遠く、西の山向こうまで続く雲海。

「ひっめやく──ん！　助かったぜ愛してるぅ!!　今ならお前に掘ほられてもいい！」

「ああ、その褒ほう賞しようは断固辞退させてもらう」

　空を見上げる姫也の横に軽口を叩くトマスと、眠ねむたげに眉まゆを下げた大おお柄がらな男子生徒、一ひと色いろが並ぶ。

「お前も、もう少しやる気見せたらどうだ一色」

　一色は彼の武装である炎ほのおを操る赤の大たい剣けん、緋ヒ々ヒ色イロ金カネ之ノ剣ツルギ──ではなく訓練用の長ちよう剣けんを片手に、もう片方には、倒たおれ伏ふした他の男子たちを数人、装そう甲こう服の襟えりを引っ掴つかんで運んでいた。

「……自分が調子いいから、とこちらにまで押し付けるな」

　つっけんどんな言葉とは裏腹に、怒おこっているような表情はない。むしろ今も眠たいというように浅く伏せられた目線は、面倒だと倦けん怠たい感を露あらわにしていた。

　トマスは逃にげ惑まどっていただけだろうが、一色に関して言えば、今日は眠くテンションが上がらなかった、とそんなところだろう。やるべきときは、やるべきことをするが、そうでないときは出来うる限り、サボるというのがこの男だ。

　何かを思う姫也の視線に気づいたのか、一色が姫也と同じく西の空に視線を上げる。

「……なにか気になるのか？」

　重く静かな一色の声が、姫也に向かう。

　西の空には、入道雲とまではいかずとも、積層の雲が幾いく重えにも重なる。

「ああ、なんだろうな。正直、俺にもわからない──」

　正直、問われたところではっきりとは答えようがない。

　よくはわからない、姫也にとてわかりはしない。

　ただ濁にごった曇どん天てんがある、ただの日常のなかの一風景、ただ天候が変わりつつあるというそれだけのこと──それだけのはずなのに。

「…………なんでこんなにも気持ち悪い」

　微かすかな懸け念ねん。一いち抹まつの不安が、姫也の内心にじわりと鈍にぶい毒のように染みこむ。

　胸中に湧わいたものは戦せん闘とうの残のこり香がからか、より一層戦闘そちらへと繋つながる何かがあると示し唆さしているようだった。

「なーんだよう、虫の知らせって奴やつか？　お前がらみで悪い予感がする、とか言われると最近洒落しやれになんねえんだから、頼たのむぜ？」

　逆に、今はその容赦のないトマスの言葉の方がありがたかった。

　確かに、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているだけなのかもしれない。今までの平へい穏おん無事な日々が、嵐あらしの前の静けさだったとでも言うように最近は動乱に次ぐ動乱だった。

　戦闘、戦闘の連続で、あるべき日常が変わってしまっていることで、何かにつけて疑うたぐり深くなっているだけだろう。

「……わからない以上、懸念は行動を鈍らせるだけ……不確定要素は削けずるべきだ」

　わかっている、一色に短く返す。

　風が吹く。頬ほおを嘗なめるような温ぬるい風をやはり気持ち悪いとすら思う。

　そこにトマスが割って入った。笑みの口調で、軽く告げる。

「まあ、お前が何をそんなに構えているのかは分からんでもないがなあ」

「どういうことだ？」

　姫也がトマスに小首を傾かしげ、問いを返した。

「なんか季節はずれの台風だそうだ。たしか今はまだ九州の南太平洋沿い位だけど、北上してきて関東直ちよく撃げきっぽいな。台風のときってテンション上がるよな！」

　確かに、時期的に見れば外れもいいところだが、その程度の異常か。

　台風や地じ震しんなど巨きよ大だいな天災は、自然神である八岐大蛇ヤマタノオロチにとっては、何か第六感が働くところがあるのかもしれない。

「そう……ただの嵐か……」

　きっとそうなのだろう。

「そうだよ。それより、今日放課後、久々市内の方まで繰くり出さねえ？　うちの分隊、今日は待機もねえし、完全な非番だろう？　買い物付き合えＹＯ!!」

「「イヤだ」」

　声を揃そろえて返す姫也と一色、そんな二人にトマスは両手の人差し指をそれぞれ向けて、

「ぐああこの冷血漢ども！　そんなんじゃ友達なくしちゃうゾ！」

「……俺は寝ねる」

「お前の買い物って、主に秋葉原とかそういった方向だろうが……俺は止やめとく。図書館でアイリス手伝って調べ物するから」

「テメエ！　図書館でイチャつく気か──!?」

　喚わめくトマスを無視し、姫也は教室に戻ろうと歩き出す。

　背にした空から伝わる言い知れぬ悪寒。内心に生まれたものを隅すみに留めることもせず追いやり、曇天の向こうに感じた怖おぞ気けにも似たものを振ふり払はらうかのように、頭の隅にやった不安を無視して────。

　感じたナニカの兆きざしを掴むこともなく。




　　　　◆




　支柱もない、広く、高い空間。半径一〇メートルほどであろう、プラネタリウムのような半球状の空間。ドーム状の天てん蓋がいは格こう子し状のいくつもの透とう明めいな素材で象かたどられ、昆こん虫ちゆうの眼かなにかのようにその向こうの風景が小さく細分化され一面を飾かざる。

　満たす青の一色が、揺ゆら々ゆらと波立てるように揺らいでいた。

　天に青を、地には黒曜石のような黒々とした床ゆかを配した広間。配色もあるのだろう、荘そう厳ごんというよりも静せい謐ひつといった様相を呈ていす。

　空間には、一人の声のみが反はん響きようしていた。

「助け、て──」

　悲痛な叫さけびを上げるのは、部屋の中心にいる浅黒い肌はだをした少女。さほど高くない鼻の形を見ればポリネシアやメラネシアなどの東南アジア系の民族なのかもしれない。

　少女は頭を振り、拒きよ絶ぜつの意志を叫ぶも、彼女の身体は意志を反映することはなかった。

　空中に磔はりつけられた少女の身体は十字を描えがく。

　伸のばされた四し肢しは、決して動くことはなかった。少女の喉のどや手首、足首などには、手て錠じようのように罪人を囚とらえる円えん環かんのように術式が走る。

　対人用の拘束術式。それが少女から一切の自由を奪うばい去り、なお空間に固定し、遥はるか昔の聖人のように少女は宙に浮ういて動けずにいた。

「やめて……イヤ……やだあ……」

　拒絶の叫びは、しかしどこに届くこともなく空間の広さに呑のまれて消える。

　彼女の下、左右には侍はべる者がいた。黒の貫かん頭とう衣い、頭まですっぽりとフードに覆おおわれ、目線の隠かくされた者たち。それぞれ手に長ちよう杖じようを備えている彼らは、中世のファンタジーから這はい出してきた魔導師のように見えた。

「─────────────」

　少女の悲ひ壮そうを帯びた声に、見える彼らの口元は微び動どうだにしない。

　動く感情を持ちあわせていないと、言うように。

　異様な、異常な光景なのは誰だれが見ても明らかだった。

　磔に合い、理り不ふ尽じんな現状に抗あらがえずに嘆なげく少女。

　側に控ひかえる魔ま術じゆつ師し然とした者たち。

　これから何が始まるのかと問われれば、誰もが口を揃えて魔術的な儀ぎ式しきと答えそうなほどに、悍おぞましいことに舞ぶ台たいは整い過ぎていた。

　口を固く閉ざした二人の黒衣の者の沈ちん黙もくに反して少女の叫び以外の声が、初めて空間を打った。

「──さあ、始めようか。これより神降ろしの儀を執とり行う」

　凜りんと、雑音のない声が恭うやうやしく告げる。

　声の主は部屋の最さい奥おうにいた。部屋の奥、入り口として存在する大扉とびらの真反対側に据すえられた厳いかめしい玉座に座す彼は、何ど処こかの王と呼ぶにはあまりにも若過ぎ──。

　また美し過ぎた。

　モノトーンの色しき彩さいを纏まとう青年。灰銀色の長ちよう髪はつはウェーブし、風ふう雅がな泉せん流りゆうのように彼の肩かたを流れ落ちる。端たん整せいな顔立ちは中性的な、まだ幼さの残る面立ち。だがそれはまるで西洋の一枚の絵画から具現化した聖母のように──男女の隔へだたりを持たぬ天使のように──そういった超ちよう常じようのえも言われぬ嫋しなやかさというものを得ていた。

　細めた眼に載のせた苦く悩のうの色さえも、彼をまた優ゆう艶えんと言わしめる要素にすら見えた。

「「──ハイ、盟主アスタロト」」

　少女の側に侍はべっていた黒衣の二人は、そこで初めて抑よく揚ようのない声を上げた。

　アスタロト、それが青年の名なのだろう。

　黒衣の一人が懐ふところを探って取り出すものは──短たん剣けん、そう見えた。

　だが違ちがう。短剣とは言っても形を構成しているのは金属ではない、文字列だ。

　術素を集積させ、術式を為なす文字列によってその外がい郭かくを形作られた其それ。

　激竜の気吹ドラゴンブレスの〝鍵かぎ〟。

　ダンタリオンを異い形ぎように成さしめた〝鍵〟。

　それらと、酷こく似じしていた。

「盟主、どうぞ鍵を」

〝鍵〟を取り出した黒衣の者は片かた膝ひざをつくと、最奥の玉座に控えるアスタロトに献けん上じようするように両手に載せた術式の塊かたまりを差し出す。

「ああ」

　短く返し、アスタロトはその場から立ち上がることもせず、玉座から頷き返し、指先を、〝鍵〟を掲かかげる黒衣の者へと向けた。

　アスタロトが手を触ふれることもなく、それだけで短剣が持ち上がる。

　まるで意志を持ち、自ら身を持ち上げるかのごとく、不可視の力に持ち上げられた剣は、彫ちよう刻こくのようなアスタロトの指の指揮に従って上じよう昇しようする。

　鍵はある一定の高さで、上昇を止めた。

「ひっ────」

　くるり、と自然な動きで〝鍵〟は回ると少女の胸元に切っ先を向け、止まる。

　少女は息荒あらく、その様子を眺ながめていることしか出来ない。じりじりとすぐ目の前にある恐きよう怖ふが、少女の精神をなじる。

　それに抵てい抗こうすることも出来ず、ただ無力に始まる何かを待つことしか少女には許されない。嗚お咽えつ混じりの荒い呼吸、小さな胸は動どう悸きに忙いそがしく震ふるえていた。

「なんでっ──!?」

　少女は錯さく乱らん混じりに言う。

　疑問も当然、此こ処こは彼女の本来あるべき場所ではない。

　太平洋の小さな島の奥に人目を憚はばかるように存在した小さな村に生を受けた少女の運命は、数すう奇きなものだった。とある過去に起因する特とく殊しゆな血を有する者だった。

　自分は人とは違う。他ひ人とと違う、という意味ではない。一個体ではなく、生物としての、種族としての名状しがたい大きな格差があることを知る。

〝──我らは神子おまえを守り、ひっそりと生き、そして死ぬ。それで良い──〟

　告げられた言葉は、自らにも諭さとし続けた言葉。

　父がいて、母がいて、姉がいた。皆みんなが優しかった。居場所に不満はなかった。

　幸せな日々は突とつ如じよとして終わりを告げる。

　忘れない。目に焼き付けられた光景が消えない。

　轟ごう々ごうと黒こく煙えんを空に立ち昇のぼらせ、誰に知られることもなく、存在が朽くちようとする燃える村のなかで、笑うこの男を。

　今自分の正面に座す男は、殺さつ戮りくのかぎりを尽つくした。

　それでなお──笑っていた。

　青年は足を組み直し、自分の現状に答えを求める少女を見つめた。

　彼の眼はただ真しん摯しで、誠実で、曇くもりない。だがだからこそ余人の不安を駆かり立てる。まるで他の一切の目を気にしていない。他の何者も眼中にない、そんな眼だ。

「さて始めよう。君の本来在あるべき姿をこれから引き出す」

　そして今、アスタロトと呼ばれているこの男は少女に笑むことも、少女に涙なみだすることもなく、牧歌的と言ってもいい穏おだやかな視線を少女へと向けていた。

「東南アジアに流れてきたヒンドゥー教やインド神話を信しん仰こうする君たちにとってすれば、これもまた解げ脱だつに至る途と中ちゆう、輪りん廻ねの運命に従ったということなのかもしれない」

　深みも何もない、感情を示さないアスタロトの瞳ひとみ。

　ただ見ているだけ。目に映る光景の何もかもを受容する目。たとえ今、眼前で人が死のうとも、悲しむことも、怒おこることも、ましてや恐おそれることも、侮ぶ蔑べつすることもしない。

　彼はきっと何の感情も示さず、看過するだろう。

「古き血を引く小さき神み子こよ。願わくは、君が最後にならんことを──」

　言って、アスタロトは少女へと、指を突つきこんだ。少女の胸元に向けられた鍵が、少女の胸に深々と突き刺ささる。血が出ることはない。何かもっと深い、魂たましいに突き刺さるように、鮮せん血けつのように光が溢あふれ散った。

「────────～～～～ッッ!!」

　今こそ、少女は声にならぬ叫びを上げた。

　鍵は外傷なく、しかし確かに少女の胸の真ん中、心臓を貫つらぬくように刺し込まれた。

　少女の胸を裂さき狂くるわせるように、叫びが迸ほとばしる。

　叫びに呼ばれるかのように、青光の収束が始まる。

　術素アトモスフイアの光。青の光は彼女の胸元の剣へと収束を始める。呑まれ、吸い込まれ、彼女の内にある何かに呼ばれるように、術素が少女の小さい体に集まっていく。

　少女の身を光が焦こがし満たす。

「鍵のシステムは順調に稼か働どう中。根源へ至る道を形成。《肉体CORPUS》、《精神SPIRITS》を経へて、最深層たる根源《霊魂ANIMA》へと──到とう達たつします」

　少女の存在を賭かけた叫びも、彼らの耳には届いていないのかもしれない。傍かたわらの黒衣の者が、淡たん々たんと少女の今の状じよう況きようだけを読み上げた。

　青の光が少女の体を包みきり、もはや輪りん郭かくも見えなくなった。光の密度は膨ふくれ上がり、すでに限界に達しようとしているようだった。

　空間を満たしていた光が止やむ。

　じわじわと収束し、弱まって行く光。

　空間に元の厳げん粛しゆくな静せい寂じやくが戻もどる。

「──ここまでは予定通りだね」

　そこで、アスタロトの表情に、初めて感情らしい感情が宿された。

　眉まゆを浅く立て、彼は正面を見る。

　そこにいる者を。

　さっきまで少女がいた場所、今、其そ処こに少女以外のモノが生まれ落ちていた。

「────ォオ」

　不意に喉を鳴らすような音が、空間を震わせた。

　少女の怨えん嗟さの叫びなどよりもよほど獰どう猛もうに、晴れた光のなかに顕あらわれたモノは啼ないた。

「ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッッ!!」

　牙きばをぎらつかせ、大顎あごを開く。

　アスタロトはただ見続けた、少女だったものを。

「…………虹にじ蛇へび。確かに伝承通りだ……なんと雄お々おしくも美しい存在だ」

　それはおよそ科学世界フイロソフイアの生物には有り得ないモノだった。

　長大な巨きよ躯くをうねらせ、とぐろ巻く、巨大な白しろ蛇へび。

　だが、それはただの大だい蛇じやではなかった。

　蛇じや頭とうから身み丈たけの三分の一ほどの長さの場所に、蛇が持ち得るはずの無いものがあった。爬は虫ちゆう類るいが生物進化の過程でいずれ辿たどり着くものを、それはすでに有していた。

　左右に拡げ高く掲げるは、翼つばさ。虫の翅はねを思わせる七色の光を有した羽毛を生やした、翼よく翅しとでも言おうものだった。

　見るものを見み惚とれさせる雄々しさ。そして体表を覆う白い鱗うろこに光を反射して七色の光を有した翼の色が映り、白蛇の身をも美しく見せる。

　さしもの超ちよう然ぜんとした光景に、口を慎つつしんでいた黒衣の者でさえも、惚ほうけるように口を開いていた。

「なんと……美しい……」

　思わず漏もれた黒衣の一人の賛美の言葉が届いたのか、虹蛇はそちらを向く。

　赤々とした目のなか、鋭するどい瞳どう孔こうが黒衣の片方を見た。蛇に睨にらまれた蛙かえる、というよりもこの世の美び醜しゆうを超ちよう越えつした存在を前に、彼は何も出来ないようだった。

　蛇が首を下ろし、片方の黒衣の者の眼前にまで顔を持っていく。動物が己に害の有る無しを疑って恐る恐る訝いぶかしむような、そういった動きだ。

　虹蛇のそんな行動に、気をよくしたのか、彼は嬉き々きとしてアスタロトの方を向くと、

「盟主、第一段階は成功でしょッ────」

　部屋の最奥に構えた男に声を放とうと、黒衣の片方が言いかけ──そして彼の言葉は途中で断たれた。

　当たり前だ。

　頭が無くてどうして声が出せようか。

「え？」

　もう一人の黒衣の者は、現状を理解できていないようだった。相方は声とともに身体からだから首から上がなくなっている。まるでそういう生物であったかのように綺き麗れいサッパリと。制せい御ぎよを失った体の筋肉が弛し緩かんして、その場に崩くずれ落ちた。操り糸を断たれた人形は自分の体さえも平気で地面へと投げ捨てる。

　地面に倒たおれ伏ふした相方の身体が時折震え無様にも身から液体を垂れ流すのみで、彼はそれ以上、何も言えない。もう何も思うことはないだろう。

　そして、次に彼が知覚したのは、何か、腹に重い衝しよう撃げきが加わり、自分が吹ふき飛ばされているという事実だった。腹痛を得たときには遅おそい。痛みも何も五ご臓ぞう六ろつ腑ぷすべてが身体のなかで一つにプレスされる。

　壁かべに背から叩たたき付けられ、声を上げることも許されず、彼もやはり崩れ落ちた。

　ずるり、と微温ぬるいい音。内臓を押しつぶされ背骨が真っ二つにへし折られたのか、上半身と下半身が綺麗に二つ折りの洗せん濯たく物もののように畳たたまれていた。

　大蛇は今しがた一人を吹き飛ばした尾おを戻し、残った者を見た。

　部下二人殺されてなお、眉ひとつ動かそうとしない銀ぎん髪ぱつの男を。

「お疲つかれ様──」

　ただそれだけを呟つぶやくと、彼はついに重い腰こしを上げた。

「────ォオオ」

　威い嚇かくの唸うなりを上げる白蛇も、身を縮め、獲え物ものへの距きよ離りを測る。

　もはやそこに少女だった意志は欠片かけらも残されてはいなかった。あるのは、残ったものは蛇としての弱肉強食の掟おきてと本能ただそれのみ。

「残念だ……残念だよ。君に理性はないようだね……それが君の血の根源。在あるべくして在る魂の限界か」

　少女に対する言葉というよりも、もっと他の何か、少女の運命をこういった方向に導いた自分以外の何かに対して、アスタロトは吐はき出すように言う。

　言葉に憂うれいの色が宿る。軽く一歩を踏ふめば、アスタロトの靴くつが床ゆかを打つ。

「島の神子、キミを連れてきたのは間ま違ちがいだった。我々が至ろうという場所への道は……あまりに長く遠いのか」

　歌うように述べ、白蛇を前にアスタロトは一切の恐れなく前へと歩を進めた。

　そんな彼の頬ほおに、一いち縷るの涙が伝った。

「すまない。だが僕は自分の目的のため、ここで止まるわけにはいかないんだ……」

　涙流す彼の言葉は、白蛇には届かない。

「─────ッ[image: !!!]」

　ついに大蛇は一飲みにせんと、アスタロトへと飛びかかった。速度はもはや彼を飲み込むだけで済むものではない。

　喰くらい潰つぶし、身は引き裂かれそれでまだ余りある。

　それでも彼は動かなかった。

　死が迫せまる。口を開き、地じ獄ごくの深しん淵えんを覗のぞかせる。

　────。

　だが、蛇の顎はアスタロトを捉とらえ切ることはついになかった。

　牙は彼の頬を掠かすめて外れ、勢い余った白蛇の体は縺もつれると横転したトラックのように、床を砕くだき、雄々しかった自らの翼さえもをへし折り、勢い任せにつんのめって転がった。

　轟ごう音おんに次ぐ轟音。部屋奥に備わった玉座を砕き割り、広間の壁に激げき突とつし、白蛇の身はようやく止まる。

「まったく…………」

　破は壊かいの残ざん響きようがいまだ残るなか、アスタロトは声を放った方向へと視線を鋭く向ける。

　入り口の大扉とびらが開かれ、いつの間にか、そこには二人の人物が佇たたずんでいた。

　彼の眼前にひれ伏しも跪ひざまずきもせず、突っ立ったままの二者二様の人物。

「──一体、誰だれが殺せと言った」

　一人は、切断した蛇の頭部をバスケットボールであるかのように、投げてはキャッチして、と繰くり返し弄もてあそんでいる、黒い影かげを自らの周囲に展開させた騎き士し服の男。

　影を鎌かま状の刃はを有した触しよく肢しのように足元から展開させ、彼、トーラー・ブランシェットは言う。

「窮きゆう地ちを救ったんだ。褒ほめられさえすれ、お叱しかりを受ける謂いわれはネエぞ、アスタロト」

「キミはいつも短たん絡らくすぎるベリアル。まだ殺すつもりはなかった」

　対し、侍じ女じよ服の女性、ノイル・アテンドはスカートの裾すそをつまみ、令れい嬢じようのように深く腰を折った。だがその姿勢も、敬意から来るものではなく、芝しば居いじみたものだ。

「お久しぶりです盟主アスタロト。我ダンタリオン、先の一戦より盛大な敗北を喫きつし、囚とらえられていた大おお馬ば鹿か者ベリアルを解放し、颯さつ爽そうと帰き還かんいたしました」

「オイ、喧けん嘩か売ってるだろ？　今なら安く買い取ってやるぞダンタリオン。マァ────……そんな感じだ」

　慇いん懃ぎん無礼とは今の彼のためにある言葉だろう。

　金の長ちよう髪はつを流したままの端たん整せいな顔立ちだが、もはやその顔立ちに清せい廉れん潔けつ白ぱくな騎士の趣おもむきはない。トーラー・ブランシェットはD.S.T.で纏まとっていた囚しゆう人じん服ではなく、またヴァルハラのものでもない、黒地に金の装そう飾しよくの騎士服に身を包んでいた。

　姫也に断たれた右みぎ肩かたから先はなく、バランスが悪いのか、身はやや右側に傾かしいでいた。

　ちらりとアスタロトは視線を自分の後方にやる。

　粉々になった玉座に突つっ伏ぷした白蛇の死し骸がい。翼がへし折れ地に落ちた聖せい獣じゆうのような麗うるわしき化物の死体からは、頭が綺麗に無くなっていた。

　いくら超ちよう常じようの化け身しんと言えど、死はある。

　頭を刈かって生きている術式生物もいくらかいるにはいるが、この場合、即そく死しだろう。

「……輪りん廻ねがあるというのなら、また会おう。名も知らぬ東の少女よ」

　つぶやき、彼は今一度前へと身を返す。

「まったく…………キミたちの帰還はいつも唐とう突とつだ。そしていつも悩なやみの種を持って帰って来る、そうだろう？」

　言葉には窘たしなめる色よりも、間違いを犯した子供をあやすような、そんな色のほうが濃こい。

「知るかよ。俺らがいない間に神喰らいの実験か？　戦力なら俺達だけで十分だろうに」

「相手は血が薄うすれようと、神だ。神に対たい抗こうしうる十二分な戦力を持った上で戦うのが道理。そうだろう？」

　諭さとすようなアスタロトの言葉に、トーラーは文字通り唾だ棄きする。

　対照的に、横に並ぶ侍女服のノイル・アテンドのショートカットの髪かみの間には、微笑を貼はりつけた人ひと懐なつっこい表情があった。

「あーあーあー、こんなに玉座の間荒あらしちゃって……侍女服こそ着ていますけど、これ掃そう除じしませんからね私」

　死体が三つ転がる広間を見て、ノイルは口をへの字に曲げて言う。

「それに預けたとは言っても勝手に〝鍵かぎ〟の実験行って、魂たましいの解放しようとするなんて。まだ試作段階だと言ったじゃないですか」

「すまないな、また生成しておいてくれ」

「今回も実験は失敗だったんだろう？　んで出てきたのがあの馬鹿蛇かよ。良かったなあノイル、お前の実験もまだまだ続けられそうじゃないか」

　切り取った化物の首を、トーラーが地面に放る。

　もはや興味はない、と云うように。

「……君は死者に対する礼れい儀ぎを知らないようだなベリアル」

「お説教する気ならヤメろ。お前は俺のパパか？　ママか？　どこの誰だか知らねえが、こんな姿にしたのもテメエだろ」

　トーラーの放った白蛇の頭を拾い上げ、青年は目を伏せる。

　人の死体にするように、いとおしげに彼はその頭を撫なでた。まるで未だ蛇は少女であるかのように、眠ねむる少女の髪を撫でるように、慈じ愛あいに満ちた目で彼は頭を見る。

「すまない……」

　そのまま彼は歩を進める。

　半はん壊かいした玉座に至ると彼は胸に蛇の頭を抱だいたまま、身を翻ひるがえして座す。

　彼、アスタロトはダンタリオンへと視線を向けた。

「お遊びはこのへんにして──報告を聞こうダンタリオン。詳くわしい話はまだだが、ベリアルが負け、君も敗まけたと聞いたときは肝きもを冷やしたよ」

「ご心配をおかけしました。こちらの破壊快楽主義の馬ば鹿かとは違ちがい、私の方は成果を持ち帰りましたので、ご容よう赦しやのほどを」

「見つけたのだろう？　最優先事じ項こうの一つ、神喰らいを」

　興味深げに言ったアスタロトに、ノイルが前に一歩出る。

「ええ、報告書はこちらに」

　彼女がどこからともなく本を召しよう喚かんする。彼女の、ダンタリオンの持つとされるこの世のすべてを記録するという書だ。ノイルがめくるまでもなく、書はひとりでに動き出したかと思えば、やはり勝手に一つのページに辿たどり着く。

　黒い文字列が魚群のようにひしめき、揺蕩たゆたうページ。そこに刻まれた文字を見れば、そこに何が書かれているかのイメージは十二分に伝わってきた。

【八岐大蛇ヤマタノオロチとその直系たる現あら人ひと神がみに対する考察】
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　彼女が先の戦せん闘とうにおいて、手に入れた情報のすべてだ。

　盛り上がった黒の文字海が、羽虫のように羽ばたき、アスタロトの手元目め掛がけて集まる。

　彼の手に、順次集まる文字たちが、一つの報告書として形を為なす。

「ご苦労。すこし目を通させてくれ」

　労ねぎらいの言葉をつぶやき、アスタロトは手元に揃そろった書面に目を落とす。

　八岐大蛇ヤマタノオロチ、その単語に改めて、感かん慨がい深ぶかげに彼は目を細めた。

「悪あく魔まの僕らが言うのもなんだけど……神に抗あらがう力がこうしてまだ残っているというのは、幸運だね」

「ええ、大敗を喫したトーラーはともかく、私がこの目で確かに確認して能力まで見取りましたので、情報の正否は確かです」

「テメエだって盛大にやられただろうが」

「貴方あなたは一対一ですが、私は最終的に一対多数ですからね。どちらが無様かは語るまでもないというものです」

　互たがいに横目で睨にらみ合う二人を放置し、そのままアスタロトは資料に目を通し終える。

「世界に名だたる神喰らい、神殺しの存在はいくらでもいるというのに、現存が確認されているのは極々僅わずか。こんな極東の地にも生き残りが居ようとは、ね」

　つぶやきに、ノイルが嗚あ呼あ、と思い出したように言う。

「あの方が、京学園高等部の学園長などという冗じよう談だんのような立場になっておりました。そういったことからも情報が外に漏もれぬように、と配はい慮りよしていたのでしょうか？」

「さあ──今は東あずまと名乗っているのか。自分の名は忘れていないようだな……。まったくもって好き勝手やってくれる。らしい、と言えばそれまでだが……皆みんなが皆、個性が強すぎるというのは悪魔の美徳であり欠点だね」

　困ったものだ、と彼アスタロトは甘くため息を漏らす。

「率直に聞こう────」

　アスタロトが言葉とともに、書類を投げ捨てれば、先ほどまでの逆再生のように書類はまた文字と化し、ノイルの手にした本へと帰っていく。

　そのさなか、彼は二人に対し、目線を向ける。

　水面のような涼すずやかな目に、もはや困ったような色はない。

「──件くだんの彼、八岐大蛇ヤマタノオロチを宿した少年、八劍姫也はこちら側に来てくれると思うかい？」

「「ぶっちゃけ、ムリ」」

　対し、即そく答とうだった。しかし、トーラーとノイル、ベリアルとダンタリオン、二柱の悪魔の声を揃えての即答に満足したようにアスタロトは喉のどを鳴らす。

　彼はやや考えを挟はさむように顎あごに手を当て、

「──やはりここはそうだね。ボク自ら行こう」

　だが、そこでノイルが言葉を挟んだ。

「盟主御おん自ら？」

　言葉はしかし諫いさめる意味ではない。むしろ彼女らしい興味の色のほうが強い。

「トーラーがダメで、ダンタリオンは──まあ本気じゃなかったのやもしれんが……お前たちをのすほどの奴やつなのだろう？　ならばより上の者が動くのが当然、盟主として行かねばなるまい」

「謹つつしんでご同道いたします。我が盟主」

　言葉に対し、礼するノイル。しかし、

「オイ──」

　対するように、トーラーはアスタロトに対して身構えていた。彼は先ほどまで弾はじいていた剣けんの柄つかを握にぎりこみ、視線鋭するどく正面のアスタロトを見る。

　眉み間けんにシワをよせた騎士の表情には、納得がいかないと言うように激げき憤ふんがあった。

「──アイツは俺の獲え物ものだ！」

　明らかに敵意を向ける行こう為いに、ノイルが、アスタロトですらも、ため息をつく。

「冷静になれ、とは言わないよ。ベリアルたる君が一度抜ぬき放はなった剣を収めるのは、君の性しよう分ぶんには合わないだろう」

　だから、と言いつつもアスタロトは立ち上がることすらしない。

　するりと伸のばす動きで右手をトーラーへと向ける。先ほど、少女の胸元に〝鍵〟を持ち上げてみせたときと、まるで同じ動き。

　なにもない、そう向けただけだった。

「──従え」

　有無を言わさぬ口調でアスタロトが言い放つのと、トーラーがすべての動きを制されたのは同時だった。何が起きたのかはトーラーにも、横でその様子を見ていたノイルにすら解わからなかった。術式の発動の予兆もなにもない。

「ガァッ────!?」

　ただ打だ撃げき音とともに、トーラーの身体からだが床ゆかに叩たたき付けられた。

　上からの不可視の圧力。白蛇が割り砕くだいた床を、圧力が盛大に叩き割った。

「ッ────ガァッ」

　肉を打つ、というよりももはや果肉を擂すり潰つぶすように、透とう明めいな巨きよ人じんの足裏に詰なじられるようにトーラーの身体は床に押さえつけられていた。

　歯を剥むき食いしばるも、ただ立ち上がることさえ許されない。一体何が起きているのか理解することも許されぬまま、トーラーは耐たえ忍しのぶことしか出来なかった。

「このくらいにしておいてあげるよ。だが何にでも牙きばを突き立てるのは、感心しないなベリアル。君は弱い」

「テメエッ……!!」

　打ち伏ぶせた部下もそのままに、アスタロトは見上げる。

　揺蕩う、世界を囲む青の色を。

　青は時折波立ち、揺らぐ。それは空ではない、海だ。

「悪あ竜くの直系である大罪の神み子こ、か────なんとも数すう奇きなめぐり合わせだな」

　世界の色。青く拡ひろがる大海を見上げながら、彼は小さく呟つぶやいた。

「待っていてくれ、竜よ」

　６６６教団東アジア方面の盟主アスタロトの住まう居城。ヴァルハラのように空に浮ういた無人浮ふ遊ゆう島であるはず、の島。

　名を──〝万魔殿パンデモニウム〟。ギリシア語ですべての神々の意をもつ、パンテオンとは真逆に在ある存在。すべて遠き神々のおわす地ではなく、親しくも悪しき隣りん人じんどもの住まう魔ま性しようの館やかた。

　島の下面に居城が存在する。天地が逆転した不可思議な移動要よう塞さい。

　今は轟ごう々ごうと吹ふきすさぶ嵐あらしを外がい縁えんに身を隠かくすように纏まとい、魔の居城は進む。

　これは檻おり、主あるじの欲よくを満たすため捉とらえるための檻。

　これは蓑みの、外部に邪じや魔まをさせぬための蓑。

　島の主の意志の赴おもむくまま、嵐を纏った魔性の城は、極東の島に進路をとる。








　第二章．求める者求め──、




　静せい寂じやくがその場に満ちていた。

　時折響ひびくのは誰だれかの靴くつの音。ページの擦さつ過か音。音量を伏ふせたか細い話し声。

　誰もが極力、音を立てまいとしているのがわかる。

　音を抑おさえられた静寂の空間を、しかし無ぶ遠えん慮りよに声が打った。

「へっ────!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げ、制服姿のアイリス・リンドヴルムは即そく座ざに周囲を見回した。

　と、いうのも場所が場所だ。

　見回すアイリスの周囲は、人ひと影かげのない、ほの暗い空間だった。

　あるのは、数メートルもある天てん井じよういっぱいいっぱいまでの高さの木製の本ほん棚だなと、そこに分野によって区分分けされ整然と並べられたありとあらゆる書物だけだ。

　アイリスが周囲を気にしたのは、場所をわきまえたからだ。

　今、彼女がいるのは京みやこ学園高等部ではない。京学園大学部のキャンパスとの境ほどにある大図書館である。

　京学園の敷しき地ち内に存在するものは総じて、巨きよ大だいだが、ここもそういった意味では例に漏もれない。あまりの蔵書量に上に、ではなく地下までも書庫に改築されており、今や地下部分はどこまでが図書館になっているのか、知るものも少なくなってしまっているのが実情だった。

　資料として魔ま術じゆつ的アーティファクトなども多数地下に在あるため、その影えい響きようにより地下空間は歪ゆがみや建築物の変形により、精せい霊れいが住み着くようになってしまい、もはや完全にダンジョンと化してしまっている。

　なので──、

『救難信号。ええーエマージェンシーコールです。対象者の状じよう況きようは不明。図書館警けい邏ら隊は、ただちに地下第三階層まで降下準備をしてください。現在、対象のデータ照合中──』

　時折、という気軽さで行方ゆくえ不明者などが当然のように発生する。

　そんな事態も慣れたもの。利用者は何事もないように自分の作業を続行、図書館関係者はまたか、とはた迷めい惑わくな物種に頭を悩なやませる。

　物ぶつ騒そうな館内放送をバックに、自分の目的地は地表部分で良かったと心底思うアイリスは改めて話し相手を見た。

　なにか放送に引っかかるものを覚えたが、それが何なのか、ということよりも彼女は返答を優先した。

「で──何言ってるの!?　ヱーファ！」

　極力抑えた声が向かうのは上だ。アイリスの問いの先、同じく本棚の棚と棚の間にいるヱーファ・ガードナーだった。

　しかしヱーファは、アイリスと同じく床に立っているわけではない。

　彼女は今、宙にいた。

　ヱーファ・ガードナーは自身の魔ま女じよとしての航空用装備、箒ほうき型飛ひ翔しよう機Shooting Starに横向きに腰こし掛かけ、高い棚の上の方で本を物色していた。

　大人の腕うでほどの厚さはあろう本から顔を上げるとヱーファは、くすりと可愛らしく笑って、先ほどと同じ問いを上空から繰くり返す。

「だから、姫ひめちゃんとは結局どこまで行ったの──ってさ。昼のときははぐらかすだけだったから、実際のところはどうなのかなあってさー」

　どこか嬉うれしげとすらとれる軽い口調で、ヱーファが言う。

　視線を右、左、と周囲に誰もいないことを確認した上で、アイリスは、
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「だから言ったでしょう！　どこまでも何も、デデデ、デートしただけよ！」

　やはり混乱した調子っ外ぱずれな声でヱーファに言うのだった。

「あーデートのつもりはあったんだ。うん、まあそれだけ確認できれば十分かなあ」

　何気ない表情を浮かべ、ヱーファは本棚から本を引き抜いては、中をぱらぱらとめくり──求めているものとは違ちがうと見るやいなや、本を元の場所へ。

　ヱーファの作業はその繰り返しだ。抜いては戻もどし、必要とあらばそのまますでに手元に積んだ書しよ籍せきの上に載のせていく。自分の求める情報を有する本だけを引き抜いていく。

　とくにそれ以上の興味も見せぬまま、また自分の作業に没ぼつ頭とうしていくヱーファの姿を見て、半ば呆あきれ気味にアイリスは自分の作業を再開した。

「なんだってのよもう……」

「いやあ資料集めっても暇ひまだしねー」

　上から軽い音が落ちてくる。どうやら本当に他意はないようだ。

　それを責めるでもなく、むしろ申し訳なさからアイリスは口を開いた。

「ごめんね。付きあわせて」

「うんにゃあ。どーせ今日ウチの分隊非番だし。時には自分のこと以外の調べ物も楽しいものだよ」

　アイリスが今こうして大図書館に来ているのは、ひとつ目的があってのことだった。

「【悪あく魔ま】【鍵かぎ】【激竜の気吹ドラゴンブレス】の三つの符号がどう一致するのか……」

　これらを繋つなぎ得る何か、それを知りたいのだった。

　勿もち論ろん、戦せん闘とう訓練にようやく指先を掛かけ、世界の汚きたない部分にもようやく目を向けたばかりのような自分が、今日明日調べたところで分かることなど在りはしないだろう。

　だけど、だからと立ち止まって座り込んで答えを待っているほど、アイリスは行ぎよう儀ぎの良い少女ではない。ベリアルと名乗ったトーラー・ブランシェットにしろ、ダンタリオンを名乗ったノイル・アテンドにしろ、両者ともにヴァルハラの関係者だ。

　むしろ、自分が姫という立場であることを自覚するというのならば、尚なおの事自分がここで足を止めるわけにはいかない。

　相手は自分たち以上に超ちよう常じようの存在、だとしても、結果としてその災さい厄やくを持ち込んだ原因と責任が自分にあるとアイリスは感じていた。だからこそ自分の出来る範はん囲いで、出来ることをやろうと、彼女は心に決め、行動に移したのだ。

　弱く在りたくはないとして。

「まあ〝鍵〟と〝悪魔〟──ね……前者二つに関して言えば、私にも思うところはあるんだけど、それは下に行った二人の帰りを待とうか。いちおう現物あったはずだし」

　アイリスには分からないが、その思うところ、という物自体がこの図書館にあるらしい。　そして今、資料集めを手伝ってくれている姫ひめ也やがゼナイドを引き連れ、図書館の地下部分に降りている。本来ならアイリス自身が降りて探すのが道理なのだろうが、不慣れなのは危険だとして今は上で集められるだけの資料を集めている。

　術式世界テウルギアと科学世界フイロソフイア。眼前の本棚にあるのは、両世界の創世からの著本の数々。二世界の国々の発展を示した歴史書たちだ。

　神々の子孫たちの世界と、神々のいなくなった世界。二世界の共通項こうからの調べ物のなかに、【悪魔】というキーワードの情報はあまりに少ない。インターネットなどを駆く使ししたとしても、せいぜいがゲームやサブカルチャーの情報しか得られまい。

「難航しそうねえ……もう面めん倒どうだから、堂々と表に出てきてマニフェストでも公開してくれないかしら……」

「それはラクチンでいいね。世界を征せい服ふくするのだー、って感じ？」

　くだらないやり取りに二人揃そろって笑みを浮かべる。

「ヱーファは、その……いいの？」

　作業のさなか、何となくとアイリスの心のなかに生まれた疑問だった。ん？　と小首を傾かしげるヱーファにアイリスは続けた。

「ゼナイドだっているのに……」

　言いにくそうにしているアイリスの心中を察したのか、ヱーファはお構いなしに笑い飛ばした。ヱーファにとって仲が良いゼナイドはあえて言うまでもなく、姫也に好意以上のものを持っている。そんな彼女にとって、アイリスが姫也と仲良くしているという事実はいいのか、という質問だ。

「──ああ、そういうことか。アイちゃん、恋こいは戦争。略りやく奪だつ愛あいだよ！」

　ガッツだ、とヱーファは胸前で手を握にぎり締しめ、本を取り落としかけて慌あわてて胸元で押さえていた。

「こんな時代だし、皆みんなもっと好きなように生きていいと思うんだよね」

　はっきりとした口調でヱーファは言葉を続けた。

「好きも嫌きらいも、伝えるも伝えないも本人の自由だけどさ。私達がいるのは、やっぱり時代の最さい先せん端たんなんだよ──まあ、私もそれは最近痛いほど自覚させられているけどさ」

　上の方の棚の探策が終わったのか、言葉とともにエーファを載せた飛翔機がゆっくりと降りてきた。

　軽い着地で、数冊の本を片かた腕うでに抱かかえたまま、ヱーファはアイリスの方へと向き直る。

「ま、私としてはどっちがくっついてもいいと思うし、なんなら私が姫ちゃん奪うばっちゃおうかなー♪」

「もうっヱーファったら」

　くく、と喉のどを鳴らしてアイリスが笑う。

　そんな二人の後ろ、図書館内部の各所では先ほどの緊きん急きゆう信号のせいか、慌ただしさが増していた。そこで、不意にアイリスの表情に曇くもりが宿る。引っかかっていたものがなんだったのか、ここでようやく彼女のなかで繋がったからだ。

「…………ねえ、ヱーファ？」

「んー？　どったのアイちゃん？　なにか忘れていた厄やつ介かいなものが今いま頃ごろになって這はい出てきやがった、みたいな顔して」

「……姫也たちが探しに言った魔術書の写本って、第三階層じゃなかったっけ？　さっき放送があったのも──」

「…………」

　目を白黒させるアイリス。

「……ねえ？」

「ううん！　何事も深く気にしちゃダメだよアイちゃん！　うん大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　汗あせをかきながら、ヱーファが目をそらす。そこはかとないでは済まされない、大きな不安がアイリスの心中を過よぎるのだった。

　タイミングよく、館内放送を告げる短いチャイムが鳴る。

『えぇ──対象は高等部二年、八や劍つるぎ姫也、ゼナイド・ムトニエ・ド・ロード両名。えー男女ー男女が二人っきり。吊つり橋ばし効果発生の可能性アリ。絶対阻そ止し。断固阻止、今月の図書館のスローガンは〝図書館はデート場所ではない〟皆みな様さま、徹てつ底てい阻止態勢で臨のぞんで下さい』

　放送に間かん髪はつ入れず、図書館内が慌ただしくなる。

「「「ヒャッハー!!　男は消毒だァー!!」」」

　なぜか尽ことごとく限定空間用の戦闘装備を持ったD.S.T.隊員たちが降下用装備とともに横を駆かけ抜ぬけて行った。そんな光景を目に、焦あせり気味にアイリスはヱーファを見た。

「……姫ちゃんが危ないねこれ……貞てい操そう的にも、肉体的にも……」

　ヱーファの言葉どおり、静せい寂じやくを旨むねとするはずの図書館がにわかに喧けん騒そうを帯び始める。




　　　　◆




「なんだってこんなことに……」

　姫也は今こそ、自分の危機を感じていた。

　何が悪かったのか、と言えば運が悪かったとしか言いようがない。

　気軽に受けたアイリスの調べ物の資料集め。地下階層は、不慣れなアイリスには向かないとして、まだ少しは心得がある自分が降りて来たというのに──。

　恥はずかしいやら情けないやら、自責の念に苛さいなまれる。

「遭そう難なんしたあっ────!!」

　叫さけびが、反はん響きようして吸い込まれていった。

　冗じよう談だんのようだが、本当だ。

　今、姫也たちは学校の敷しき地ち内、それも図書館の地下で遭難していた。

　周囲を照らしだす人工灯の類たぐいは、この深層にはないらしい、一帯は夜でもないのに真っ暗だった。

「…………姫也、遭難したら裸はだかで体を温めあう。これ遭難した男女の鉄則」

　闇やみの中から聞こえる声に姫也は半眼の視線を返しながら、

「ああ、それは天候が雪だったり雨だったりで体温が低下しそうな場合だ。すくなくとも此こ処こでは必要ないし、何より俺は我が身が可愛い」

　正確には貞操の危機というヤツだろう。

　なおも闇の中から声が続けた。

「ふへへ初夜を知らぬ生き娘むすめでもあるまいて……ほれ近う寄れ」

「どこの代官様だ」

　尚も誘ゆう惑わくを掛ける闇の住人に対して軽口を叩たたきつつ、姫也は現状確認を開始する。

　制服のポケットに手を突つっ込こんで取り出すのは、D.S.T.で支給された通信機だ。

「通信は入るようだし……いちおう緊急時の救難信号は出したが──図書館の警けい邏ら隊がちゃんと信号を拾ってくれるといいんだが……」

　幸いなことに警邏隊も図書館内での遭難者救助には定評がある。何故か、こと男女が共に落ちた場合など、迅じん速そく過ぎる対応だと高評価を得ている。

　今、自分の頭上では、武装したD.S.T.隊員たちが悪い男はどこだとナマハゲよろしく駆かけずり回っていようとは、露つゆほども思わない姫也だった。

「……救助はしばらく来ない。大人しく私と肌はだトゥ肌で温めあうべき」

「俺は現状に目め眩まいを覚えるよ」

「それはイケない……マウス・トゥ・マウスで酸素の供給をっ！」

「あれ素人がやっちゃいけないんだぞ？」

　まったく、とため息混じりに姫也は周囲を見み渡わたした。

　闇は深く、あるものはただただ押おし黙だまるように整列した書物たち。自分たち二人以外は誰だれもいないはずだが、何もいないとは言い切れないのが怖こわいところだ。

　闇の中をほのかに照らすのは、古い場所に好んで住み着く精せい霊れい。闇を好む光霊たちだ。蛍ほたる火びのようにふよふよと浮ういては沈しずみを繰くり返し、あたりを飛んでいた。

「これが唯ゆい一いつの頼たよりだな」

　人の気配を察してだろう。すぐに二人の周囲からは光霊が離はなれ、遠くの場所に幾いくつかの群れを為なすように飛び回っている。

「だが──自力でどうにかなるのか？」

　今、姫也たちがいるのは大図書館地下部分第三階層──実際はそれよりもさらに下。

　図書館が下に延のびている、というのは魔ま術じゆつ書の写本などを封ふうじこめるためだ。

　隔かく絶ぜつし、外界から遠ざける、人の目の付かないところに隠かくすことで盗とう難なんを防ぐだけでなく、魔術書の術式の暴発を封じるのだ。が、この大図書館の製作者たちも知ってか、知らずか、いつの間にか魔術本の影えい響きようで図書館自体が変質していってしまった。

　そうして歪ゆがんだ部分を修しゆう繕ぜん[image: ]変形[image: ]修繕[image: ]歪わい曲きよく[image: ]修繕……と無限のいたちごっこをしているウチに、地下部分は蟻あり塚づかのような巨きよ大だいな迷宮と化してしまっていた。

　もはやミノタウロスか何かが手ぐすね引いて待っていても、誰も驚おどろくことはないだろう。

「運が悪い……運が悪いとしかいいようがないな……」

　いつの間にか闇の中から這い出したゼナイドが側に寄っていた。

　共に落ちてしまったゼナイドは、今はグラン・ギニョールを連れていない。黒のロングヘアは闇のなかにあって闇よりも艶つややかで、静かな瞳ひとみがこちらの目を真っ直ぐに見ていた。黙っていれば十二分に可愛いと称しようしていいはずなのだが。

　一いつ瞬しゆん、見入ってしまっていた自分がいたことに、気づき、姫也は勢い良く目線を外す。

「……きゃーひめやーまっくらでわたしこわーい」

「お前自体が闇の権ごん化げみたいな雰ふん囲い気きのくせに何言ってやがる。棒読みヤメロ」

「……そんなことない」

　小さく頬ほおを膨ふくらましているようなので、姫也は放っておいた。今、二人してこうして暗あん中ちゆうにいるのは偶ぐう然ぜんの産物か、はたまた神か悪あく魔まのいたずらか。求めた本を探して、第三階層まで降りてきたのは良かった。

　探している本ほん棚だなを発見した、ここまでも良かった。

　だが、そこから先だ。いつの間にか、自分たちの立っていた床ゆかが天地逆になっていることに気づいたときには、何もかもが遅おそかった。

　悲しいかな、地球に生きる物の定め、重力にしたがってあとは落ちるだけ。どんがらがっしゃん。落下した先で今はこうして二人闇の中、暗中模も索さく。

　それが事の顛てん末まつだった。

　此こ処この本は術式的に守られているのか、単に年季が入って付つく喪も神がみと化して神性を強めているのか、防護の加護が入っているらしく、落ちた場所の本も傷ついたりはしていない。

　まったく、と姫也は一人ごちる。

　はっきりと周囲を照らすほどの光源がないのも問題だが、それよりこのまま此処でじっとしていても仕方あるまい。

　思い、動こうとした姫也は、しかし自分が引っ張られていることに気づく。

「…………ゼナイド？」

　返答はない。だが、自分の右袖そで。そこが摘つまみ引かれていることがわかった。暗闇にもようやく目が慣れ始める。少女の白い指が、しっかと摘んで動かない。

「ゼナイド、行くぞ。ここにいても埒らちが明かない……」

　ため息混じりに、駄だ々だっ子をあやすように姫也は言う。しかしそれでも、ただ袖を引くだけで、ゼナイドは顔を臥ふせているばかりだ。

　自分の今の状じよう況きよう。その不ふ甲が斐いなさや、馬ば鹿か馬ば鹿かしい現状への苛いら立だちか、姫也はとっさにこちらの袖を引くゼナイドの手を掴つかんだ。

　だが、

「離しちゃ、ヤダ……」

　その手が冷たく、そして小さく震ふるえていることに気づくのは直すぐだった。

「────ヤダ」

　いつもの彼女の声自体、静かではあるが、弱々しくはない。だが、今の彼女の声は普ふ段だんの彼女らしからぬ、震えた声だった。

　闇に怯おびえているのか、何かを恐おそれているのか、姫也にはすぐには思い至らなかった。ようやく姫也は至る、いつもの彼女にあって、今はない、明確なもの。

「……グラン・ギニョールが、いないからか？」

　問いにこくり、と顔を臥せたままゼナイドは小さく頷うなずく。

　ああ、と姫也も納得する。闇のなかにあっていつも以上に、どこか饒じよう舌ぜつだったというのも、しきりにこちらに触ふれようとしたのも、

　──寂さびしかったのか。

　結果として、残された選せん択たく肢しは一つだ。

　このままゼナイドが動かない以上、彼女一人置いて、自分が動くわけにもいかない。ここはまだ迷宮のなか。どこまで落ちたかも分からない以上、たとえ姫也ひとり助かったとしても、またすぐにゼナイドの元に来ることが出来る保証もないし、それ以上に、このままの彼女を一人残して行くわけにもいかない。

　はあ、と短くため息一つ。もはや気付けなかった自分への呆あきれを清算するように姫也は吐はき出した。自分のことで手て一いつ杯ぱいなのか、そこまで他者に気が回らない。自分がいつも周囲に迷めい惑わくをかけているような気さえしてくるから、またいただけない。

　今日が非番で良かったとつくづく思いながら、姫也は大人しく腰こしを下ろした。

「姫也──」

　浅くゼナイドの背に手を回す。

「…………誰か来るまでな」

　幸い、肩口には衣服の感かん触しよくがあった。裸だなんだとのたまっていたから、素す肌はだの感触があるのでは、と緊きん張ちようしていた自分が馬ば鹿かのようだ。

「このままもう少し待つか……」

　言葉に、ん、とだけ小さく返すと、ゼナイドが擦すり寄るように、身を姫也に密着させる。

　結果、二人は向かい合い、姫也の膝ひざの間にゼナイドを入れる形になる。

　どうやら震えは収まったらしい。

　否が応でも彼女の体温が伝わる。感じるな、と言う方に無理がある。

　いつもはグラン・ギニョールと共にあるためか、なんとなくワンセットで感じていたためか、どことなくいつも以上にゼナイドの体が小さく感じる。

　だがこうして抱だいてみれば、ゼナイドがいかに華きや奢しやであるかが解わかった。

「姫也」

　こちらの体温に安心してか、ゼナイドの声からも震えはとれたようだった。

　呼ばれていることに、姫也は遅おくれてぎこちなく応答を放った。

「ああ、すまん。どうしたゼナイド」

「呼んでみただけ」

「……この期ごに及およんで……けっこう元気だな」

　くく、と暗闇で喉のどを鳴らして笑っているのがわかった。すくなくとも先ほどよりも回復したようだ。

　ねえ、とゼナイドはさらに声を放った。

「誰も迎むかえに来なかったらどうする？」

「安心しろ。白骨死体になる前には見つけてくれるさ」

「私たち、ここでの新生活を考えないといけないのかも」

「無人島じゃないから確実に助けは来る、安心しろ」

「子供は三人がいい」

「お前本当は元気だろ!?」

「ねえ──」

　助けが来る前に、気き疲づかれしてしまいそうだ、と思いながらも黙っていても恐きよう怖ふが増すだけだ、と姫也は口を開いた。

「なんだよ」

　やや投げやりな言葉に、ゼナイドはじゃあ、と言う言葉とともに、

「!!」

　さらに身を寄せてきた。

　もはや姫也の胸に自分の体を添そえ、押し付けるような体勢だ。

「ゼナ──」

　言いつつ、姫也が後ろへと退さがろうとする。

「ダメ」

　それを制したのは、ゼナイドの短い不可の応答と、こちらの衣服を握にぎりこんで逃にがさないゼナイドの手だった。

　心臓が一層高く音を立てるのがわかった。

　目の前のゼナイドに気付かれまいと、姫也は冷静たろうと努つとめることに精せい一いつ杯ぱいだった。
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「ヴァルハラ大使館のとき、姫也は何をしたの？」

　それは、と言いよどむ姫也に追おい打うちを掛かけるようにゼナイドは矢や継つぎ早ばやに質問した。

「ノイル・アテンドとの戦せん闘とうのとき、姫也はアイリスに何をしたの？」

　ゼナイドの言葉には有無を言わさぬ迫はく力りよくがあった。

　余計な言葉はいらない、と暗にそう言われているようで。

　胸元を見下ろせば、ゼナイドの目が、こちらの視線とぶつかる。

　答えて、とそう言うように、強い目は姫也の胸底までもを見通しているようだった。

「────」

　互たがいに、何も言わない時間がすぎる。

　姫也にとって八岐ヤマタの力は、万ばん人にんに公言していいのか、躊躇ためらうものだ。

　それはただ彼が過去に神を食らった蛇じや竜りゆうの末まつ裔えいだからということや、自分の力を決して制せい御ぎよし切っているとは言えないところ。それだけの問題には留まらないかもしれないからだ。姫也には関係ないと決して言い切れない、もの。

　母から聞き知っているものの。

　これだけは、と口を噤つぐんでしまうものがある。

「だ──」

　ダメだ。そう言おうとして、焦あせりを帯びた姫也の唇くちびるに感触が触れる。

「──!?」

「キスかと思った？」

　それはゼナイドの指だった。

　喋しやべらなくていい、と言うように、彼女の指が、こちらの唇に添えられていた。

「姫也が話さないのは、話す必要がないんじゃなくて、話すと色々面めん倒どうだから」

　でしょ、と目の前でゼナイドが小首を傾かしげた。

「…………いつか話す」

「いつでも待ってる」

　言って、ゼナイドはどこか機き嫌げん良さ気げに姫也の身に、自分の体を添わせるのだった。

　暗闇に落ちて、しばらく経たって体が冷め始めたからなのか、今いま更さらながら体を寄せ合うということは温かいのだと思う、姫也だった。

　救きゆう援えんが来たのは、ほどなくしてからのことだった。

「姫ちゃーん！　ゼーちゃん！　無事かーい？」

　声は上から、そこに光があった。

　光がゆっくりと降りてくれば、そこにいるのはヱーファと、一緒に彼女の箒ほうきに跨またがったアイリスだった。二人はこちらを見て、安あん堵どしたのか一様に笑みを浮うかべていた、が。

「…………」

「……姫也、はっきりと答えなさい？」

「？」

　なぜか、アイリスとヱーファの表情が一いつ瞬しゆんのうちに固まった。

　こめかみをひくつかせ、アイリスは視線を姫也の方に向ける。

「何な故ぜ半はん裸らのゼナイドを抱きしめているのかしら？」

「……？」

　言葉に理解が追いつかなかった姫也は、緩かん慢まんな動きで自分の腕うでの中を見た。

　制服を半分脱ぬぎ、しかし見せるべきところは見せないというふうに、肌はだを露ろ出しゆつしたゼナイドの姿がそこにはあった。

「…………」「…………」

　ゼナイド、姫也、二人して向かい合いわずかな沈ちん黙もくの後──、

「いやん」

　やはり棒読みでゼナイドが告げるのであった。

「いやんじゃねえええ！　ゼナイドさっきまで確実に着ていたはずだ!!　いつの間に脱いだんだよ!?」

「脱ぐのは得意です。でも、脱がすのはもっと得意です」

「自信満々に言うな！」

「……姫也が暗がりで、強引にっ……」

「ゼナイドォオ──!!」

　今こそ、姫也は叫さけびを上げた。

　その間にも、頭上の二人の視線はさらに冷ややかなものになっていく。

「あーあ、わざわざ危ないと思って急いで助けに来たのが馬鹿みたいだね」

　そうね、とヱーファの言葉に頷き返し、アイリスはすっと腕を上に上げた。

「皆みなさん、情なさけ容よう赦しやはいらないので、思う存分やっちゃってください」

　アイリスがパチン、と指を鳴らしたのと同時、

「各分隊ッ戦術リンク確認っ。敵は小こ僧ぞう一いつ匹ぴき、徹てつ底ていして独わ身れ貴わ族れの恐ろしさを骨の髄ずいまで教えこんでやれ糞くそ野や郎ろうども！」

「「サーイエッサーッ!!」」

　声が勢いよく、降ってくる。

「八劍ィイッ貴様ァアア────!!」

「図書館で不ふ埒らちな淫いん行こう三ざん昧まいッ死すべし！」

　D.S.T.の装備を身につけた男たちが特とく殊しゆ部隊よろしくロープ降下、容赦なく手にした武器を構え姫也に襲おそいかかった。




　　　　◆




　図書館での一騒そう動どうのあと、一同が会かいしたのは、開発部のヱーファとゼナイド両名の研究室であった。技術系の二人にとってはホームにあたる此こ処こを集合場所にしたのは、他でもない部屋の主の一人のヱーファだった。

　すでに窓の外に陽の光はなく、外の夜闇やみのなかで街灯が点々と存在を示していた。近づきつつある台風のものだろう、時折嵐あらしの兆きざしとして豪ごう風ふうが外の木々を撫なでる。

　煽あおられ、まさにざわつくように木々が身を震ふるわせ、風かざ切きりの口笛のような音ねを立てる屋外に対たい抗こうするかのごとく、研究室の中は静せい寂じやくを保っていた。

「「…………」」

　机にパソコンが並び、部屋の中程には人一人が横になれそうなほどの長方形の厳いかめしい作業台が配された部屋。トマス・ガブリエル率いる分隊の全員がすでに集合し、机や部屋の隅すみなど適当に陣じん取どって腰こし掛かけていた。

　そんな部屋のなかでは、机を挟はさんで男女が分かれている。

　入り口側に陣取るのはトマス、姫也、一色の男子、奥側パソコンの並んだデスクを背にして夕ゆう、ヱーファ、アイリス、ゼナイドの女子が並んでいる。

　見ようによっては男女の合コンのようにも見えなくもないが、今、女子全員の視線を熱ねつ烈れつに受けているのは男子の中央に座した姫也だった。

「……俺が一体何をしたというんだ」

　机に備え付けられた椅い子すに腰掛け、ため息混じりに力なく肩かたを落としてうなだれる姫也。先の図書館での一件により、その身体からだはそこかしこに絆ばん創そう膏こうを貼られた軽傷だが傷がいくつも見てとれた。そんな姫也に対し、作業台を挟んで反対側にいる女子たちは同様に無言の半眼を向けて、

「変態」「痴ち漢かん」「バカ」「エッチ♡」

　夕[image: ]ヱーファ[image: ]アイリス[image: ]止とどめにゼナイドと順に罵ば倒とうを浴びせかけるのだった。

　しかし、それに姫也も黙だまってはいなかった。

「待てゼナイドッ、お前に言われるのだけは納得が行かんぞ！」

　見やるのは机の対岸右みぎ端はし。そこに今、黒鉄色の甲かつち冑ゆう人形グラン・ギニョールの腰こしを落とさせ、椅子代わりにしてその膝ひざの上にゼナイドは座っていた。

　先ほどまでの動どう揺ようなども演技だったのでは、と姫也の心に疑念が過よぎるほどに今の彼女はいつも通りの静かな口調で、

「でも最初にあのポジションに誘ゆう導どうしたのは姫也」

　にやり、としてやったりの笑みも露あらわに姫也に流し目を送る。

「ぐぬう…………ッ」

　痛いところを突つかれ、押おし黙る。確かにそれは事実ではあるものの、どこか納得のいかない姫也だった。そんな彼の横では、トマスと一色の二人が顔を寄せ合い、

「アラヤダ奥さん聞きまして？　事実らしいですことヨ」

「……姫也、学校中に痴ち漢かん行こう為いを言いふらされたくなければ食券三食ひと月分で手を打とう」

「痴漢はやってねえよ！　冤えん罪ざいだっ!!　裁判所に出しゆ廷つていして徹てつ底てい抗こう戦せんの用意があるぞ！」

　あっさりと男の友情を切り捨てにかかるトマスたちに姫也は左右それぞれ二人を見比べながら声を上げた。

「もう少し同じ男子として責められている奴やつを助けようとか、女子に抗あらがったりとかないのかお前らは！」

「フハハ残念だったな！　俺は長いものには巻かれる現実派だ！」

「俺は弱い者は責める弱肉強食派だ」

　二人して胸の前で自信満々に腕うで組ぐみして言うのだから救いようがない。

「味方はいないのかぁ──!?」

「さて、姫也イジるのもほどほどにするとして──」

　そう言って切り出したのはヱーファだった。ヱーファはもっと早く本題に入れよ、と恨うらめしそうに見る姫也を無視して、机の上に無造作に置いてあったものを手にとる。

「さて──っと、まあ姫ちゃんのセクハラとか色々とあったけど、目的のものは無事見つけてきてくれんだから、結果オーライだよね！」

「イエーちゃんと仕事した。結果オーライ。利益イッパーイ」

「…………姫也」

　無表情にサムズアップするゼナイドは心なしか満足気に、反比例するように横のアイリスの目がどんどんと冷ややかなものになってきて、もはやその背景にはブリザードかなにかの光景が姫也には見えた。

「もういいから……話を進めてくれ……」

　打ちのめされたようにがくりと姫也が力を抜ぬいて机に寄りかかる。金属製の天板はとても冷たく気持ちが良かった。

　うん、とヱーファはようやくそれを取り上げ、皆みんなに見せるように掲かかげる。それはおよそ無機物が支配する工学系の空間にあってどこか異質な存在だった。

「…………本？」

　疑問を素直に口にしたのは、アイリスだった。

　ヱーファの手には、彼女の疑問どおりのものがあった。アイリスは怪け訝げんそうに表情を濁にごし、ヱーファの手に持ち上げられている一冊の古書を見る。

　古い様式だが未だ布の赤も色あせていない丁てい寧ねいな装丁。そこに金糸の刺し繍しゆうによって文字が縫ぬい留とめられていた。見た目にも古めかしいと思わされるのは、一冊の本の有する荘そう厳ごんさ、その雰ふん囲い気きによるものだった。ものの良し悪しや価値はわからずとも、それがもつ古さといったものは感覚でわかる。

〝Lemegeton Clavicula Salomonis〟本の表紙には確かに、そう刻まれていた。

「う──ん、惜おしい本なのは正解だね！」

　もったいぶった口調でヱーファはこめかみに手を当てる。

「実は本というのは仮かり初そめの姿、本当はちょーすごい戦術兵器だとか？」

　アイリスが指を立て、クイズ番組の解答者のようにそれに返す。

「う──ん、まあ間ま違ちがってはいないんだけどおー……」

「実は本というのは建て前で──」

「はーいアイリスストップ。ヱーファもそのへんに。一色が眠ねむりかけているわ」

　ヱーファとアイリスのやりとりが二周を回ろうとしたところで、夕が二人のやりとりに口を挟んだ。見れば、確かに正面で、胸前で腕組みした一色が今まさに寝ね入いってしまおうと舟を漕こいでいた。

　ハッと一色は口の端はじから垂れようとしていた涎よだれを拭ぬぐう。

「……まだ寝ていない」

「ええ犯罪者も決まってそういうわね、まだやっていないって」

　そんな一色に夕が拳こぶしの関節を鳴らしてみせれば、一色も渋しぶ々しぶといった様子で身を起こす。呆あきれるような皆の視線を受けつつも、やはりまぶたは重く閉じられようとする一色はともかく、皆はもう一度ヱーファの手の本に視線を集めた。

「半分答え言っちゃうとグリモワだろ？　一体それがどうしたって言うんだよ？」

　答えたのは以外にもトマスだった。彼は心底つまらないものを見るように、椅子に体重を預け、ダルそうにしていた。

「（……バカのくせになんでそんなことは気づくのかしら）」

「（多分あれだよ。エロゲとかで得た偏かたよった知識だよ。これ手に入れれば女の子好きにできたりだとか、触しよく手しゆ操あやつって触手モノとか、企たくらむんだよきっと）」

　二人して手で口元を覆おおうようにして、ひそひそと話す夕とヱーファ。

「聞こえるようにわざと言うんじゃねえよ！　しないよ！　思ってもないよ!!」

「トマスさんでも解わかるようなことだったなんてッ」

　さらにその横でひどく悔くやしそうに、くっと歯は噛がみして言うアイリスにトマスが焦あせり気味に言う。

「ちょっとアイリスッ!?　今さらりとひどいこと言ったな！　なんで俺だけ未だにさん付けなのかな!?　すっげー距きよ離り感かん感じるよ俺！」

「あ、すみません隊長殿どの」

「あれれーおっかしいなあ距離が遠のいたような気がするぞ！」

　アイリスが来てしばらく経たつが、このふたりのコミュニケーションはずっとこんな感じな気がする。

　やれやれと強引に姫也は話を引き戻もどす。

「ともかく話を進めようぜ、ヱーファ。まあ大体タイトル見れば何なのかは分かるんだけどよ」

「姫也さっき自分は男同士の協力がどうとか言ってたくせにッ！」

　嘘うそ泣きして訴うつたえるバカは無視してやった。

『グリモワ』

　端たん的てきに言えば、それは魔ま術じゆつ書。

　術式の使用方法がもはや文化圏けんによって異なるのみで世界を形成していた術式世界テウルギア側においては極々当たり前の教科書にして指南書。対し、科学世界フイロソフイア側において言えば近代になって秘密結社など極少数になっていた術士たちの生き残りによって流る布ふされた魔術書の総そう称しようだ。

　そして今、ヱーファの手にあるものもそういった類たぐいの一冊である。

　皆の視線が集まっているのを感じ、どこか得意げにヱーファは告げた。

「さてっと──今日のこの集つどいはアイちゃんと──まあ姫ちゃんも無関係じゃないのかな。二回も悪あく魔まぶっ飛ばしているんだし、二人の要望によるもので、遅おそかれ早かれD.S.T.の情報部からもまとめたものがある程度は情報開示されるだろうけど──まあぶっちゃけどうせ上は自分たちでさっさとなんとかしたい、学生は下がって後こう援えんしていろって見栄張るからね。私たちも出来る限りのことはしとこうってことさっ」

　その言葉に、皆が神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

「まあぶっちゃけ取り出したるはってこの本で、今の私達で行き着けるところには行き着いちゃっているんだけどね」

　言って、ヱーファは視線をアイリスに向ける。

「アイちゃんは途と中ちゆう編入だから一いつ般ぱん教養はともかく、術式関連とか神話関係はまだ補習とかで習った分だけで全然だろうけど、グリモワは分かるよね？」

「ええ、まあ大体のことは……まだ正直浅学甚はなはだしいって言わなきゃならないけど」

「どちらかと言えば神話学の方面だしD.S.T.もないような国だったら知らなくても当然なのかしら」

　夕の問いにどこか申し訳なさそうにアイリスは頷く。

　当然と言えば当然だ。すべての人間が、術式を使えるわけでもなければ、皆が皆相反しあって徹底抗戦しているわけではない。

　単純に戦せん闘とうにかかわらず一生を終えるものもいるし、また戦闘に浸つかりっぱなしの一生を過ごすものもいる。要は世界が合一しようが、人は自分の意志で決めた方向にいまだ進み続けることが出来るということだ。そういう意味で言えば、アイリスはずっと戦闘に関わらない生き方のなかにあるはずだった。

「不ふ甲が斐いない以上に歯がゆいわね……こうして誰だれかに迷めい惑わくをかけながらワガママを通すというのは……」

　いいんだよー、とヱーファはそれに笑ってみせる。

「うんうん、平和が一番だよアイちゃん、この表紙の文字、なんて書いてあるかわかる？」

　笑みのままのヱーファに問いを向けられ、

「えっと──……れめげとん　くらびきゅら　さろもにうす？」

「ふふふ見事なローマ字読み。アイリス可愛いわー」

　横でにやりと笑みに口元を曲げた夕がアイリスの顔を覗のぞき込む。

「わかんないわよ！　これ何語よ！　ラテン語!?」

　恥はずかしがるアイリスをよそに、ヱーファが流りゆう暢ちように紡つむいだ。

「まあそうだよねー。フランス語なら〝Les Clavicules de Salomon〟素直に英語なら〝The Clavicle or Key of Solomon〟ほーら、ここまで来たら誰の関連書物かけっこうわかりそうなものじゃない？」

　ヱーファが問いを向けるのはやはりアイリス。この件はアイリスが持ち込み調べたいと言い出したこと、本人にある程度は触ふれさせようとしているらしい。

「──ソロモンって……もしかして、あのソロモン王のソロモン？」

「正解！」

　ようやくアイリスが辿たどりついたことにか、嬉うれしげにヱーファが表情をほころばせた。

「まあぶっちゃけ他の皆はわかると思う──ってかわからないとアーデ先生にブレンバスター掛かけられて強制的に思い出させられるレベルだけど、鍵かぎ＋悪魔＝で結びつくものって言えば、もうこれしかないよね」

　一冊のグリモワ。科学世界フイロソフイアにおいて今から六〇〇年ほど前に欧おう州しゆうで流通したものだ。

「〝鍵〟そして〝悪魔〟」

　静かにヱーファが告げた。

「端的に結論だけ言えば、その二つで真っ先に思い浮うかぶのはひとつだよ」

「ソロモンの鍵。今、ヱーファが持っているのは、小鍵のほうの『レメゲトン』だな」

　言葉を挟はさんだのは姫也だった。その言葉にアイリスも反はん芻すうするように言葉を繋つないだ。

「ソロモンの鍵……」

「ああ、実際は起源よりも二五〇〇年も後に作られたものだな。本物のソロモン王は紀元前千年前に至る、古代イスラエルの偉い大だいな王様だ」

　ソロモン王の歴史は紀元前千年前にまでも遡さかのぼる。イスラエルの王ダビデと、家臣の妻との間に儲もうけられた二人目の子として生を受ける。そして彼は父王の死後、王位継けい承しようを争い自らの血の繋がった親族を殺し王位を得る。

　そんな彼の伝説の一つに、天使、悪魔を従えたという荒こう唐とう無む稽けいな逸いつ話わがある。

　七二柱の悪魔の強大な軍団。神に離り反はんし、反乱しようとした者たちの成なれの果て。

　口を挟んだのは夕だった。

「ソロモン王はカバラの記された天使からの贈りもの、これもユダヤ教の観念カバラの記された幾いくつもの派生や分派があるラジエルの書なども所有していたと言われるね」

「それほどまでに偉大な王様だったんだろ？　清せい濁だく併あわせ呑のむというか、悪魔はともかくなんで天使まで居たのかは知らねえけどさ」

「違ちがうそれは別……悪魔も天使も、じゃない。二つは相反当たり前。二つともを統すべる技わざを持っていたが正しい」

　トマスの言葉に付け足すようにゼナイドが静かに言った。

　ソロモン王は本来対立の関係にあろう正せい邪じや、天使と悪魔の両方を従えていた。それほどまでに強大な王だったのだろう、昔は科学世界テウルギアでもおとぎ話の題材にされる程度だった存在が、今はしかし存在していた事実も現実味を帯びてくる。

　なにもかもは世界の統合により、向こうの世界との答え合わせが出来たことに依よるところが大きい。ソロモンの書物は数々あるが、悪魔召しよう喚かんなどの召喚術こそシステムとして破は綻たんしていたが、それは過去にいた悪魔なる存在と召喚契けい約やくを王が結んでいたというだけで、相手さえいれば可能ということで、彼の遺のこした御み業わざは今も召喚術や降こう霊れい術などの基き礎そになっている。

「ソロモン王に起因する書物なんてのは腐くさるほどある。代表的なもので〝大鍵〟〝小鍵〟〝ゼコルベニ〟や〝真の鍵〟〝知識の鍵〟とか大量も大量」

　それもこれもソロモン王の到とう達たつした秘ひ奥おうがあまりにも〝ルール〟に近すぎたせいだ。

「根源、事象、法則、森しん羅ら万ばん象しよう、四大元素や因いん果が律りつ、アカシックレコードにも近しい、〝星〟の、ひいては世界のルールのすぐ側まで近づいた法則。そんなものはもはや術式とは言わないよ」

　ヱーファの言う通りだった。

　人が千の苦く悩のうと万の努力によってようやく一部を解することが出来た。そうすることで、ソロモンの強大な力は、徐じよ々じよにとしてしか、一いつ介かいの魔ま術じゆつ師したちには到とう底てい解読し得るものではなかった。だからこそ、ソロモンには本来あるべき姿の術式から派生した、数多くの魔術書が存在する。

「単純に分けると大きな鍵は、七星の星せい霊れいの力を借りた魔術術式を、小さな鍵は、聖せい霊れいや悪あく霊りように至るまで、善悪両方の高位存在の召喚、使し役えき術について著あらわされたものなんだ。

　ソロモン王っていうと、どうしてもソロモンの七二柱の悪魔が浮かびがちだけど、彼は今よりもっと大別されていないより真理に近づいた精せい霊れい術に長たけた人だったんだ」

「すごい人物だったのね……」

　アイリスが感心するように言う。古き世界において一国を統べた強大な魔術王。その存在は竜血人種ドラゴノイドの姫ひめにあたる彼女にとってすれば、思うところは大きいのかもしれない。

「それはわかる」

　短く告げたのは、眠ねむたげに目め尻じりを下げた一色だった。彼は眠気から来る苛いら立だちからなのか──それもいつもどおりではあるが──やや不ふ遜そんげにヱーファに言う。

「それは悪魔と鍵という二つのキーワードで、直接弾はじきだしたものだろう。その本だって所しよ詮せんは五〇〇年ほど前にかけて流通した写本の一つに過ぎない。たしかに価値あるものではあるが、それが現実問題と結びついた上で、なんの意味をなすのかが問題だろう」

　一色の言葉ももっともだ、と皆みんなが頷きを見せる。

　言うまでもなく、ソロモンの鍵程度なら、D.S.T.に、京学園に所属している以上、一度は座学で触れているし、なにより有名過ぎる話だ。

　知識として出てくるのは誰にだって出てくる、問題はその先だ。

　ベリアルが〝鍵〟なるものを求め、激竜の気吹ドラゴンブレスによる破は滅めつを求め──。

　ダンタリオンがその〝鍵〟を用いて、異い形ぎようへと変じたように──。

　問題はそこだ。

　奴やつらにとっての鍵の意味だ。

　憶おく測そくの域は脱だつしない、そうであったとしても、一つ答えをもってことに臨のぞむのと、何もなく相対するのでは、違う。

　皆の視線を受け、ヱーファは語るように言う。

「今現在の研究において、科学世界における彼の逸話が、寓ぐう話わじゃなかったということね」

「それは術式がいろいろな分派の源流になったということで、わかっていたんじゃないの？」

　問い返すアイリスの言葉に、ヱーファは正しいというように笑みを返した。

「でもね、アイちゃん。ソロモン王は確かにすごい人だけど、それは術式世界テウルギアだけの話なんだよ」

「──それって、どういうこと？」

　アイリスが眉まゆを浅く立てる。

「術式世界の過去の歴史を記したものが、科学世界の神話だって話は知っているよね？」

「ええ、それは……世界の統合における重要な部分だし、両世界には必ずどこかに繋がりがあったってのが最重要説だしね」

「そう、そしてここで重要なのが悪あく魔まは堕天した天使であり、各々が地じ獄ごくにて封ふうじられていたというのがあるよね」

　そこまではわかる、とアイリスは頷く。

「術式世界の過去の話ってのは、邪よこしまな神々に、最高神が勝つことによって世界の終末が訪れる伝承が多い。それは純じゆん粋すいに一時代が終わりを告げるようになるだけ──」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、ヱーファは思わせぶりに、

「──悪神は殺され、最高神は王として国を統治する。絵に描いたようなハッピーエンドだよね」

　どういうことだ、と疑念を抱いだくのはなにもアイリスだけではなかった。部屋にいた分隊の皆が同様に、困こん惑わくの表情を浮かべていた。

「これはね。世界統合のあと唱えられたひとつの理論で、元よりあった答えのひとつなんだけど……」

　ヱーファの視線が、皆を見る。

「彼らの語る地獄や封じられた場所っていうのは、この世界、科学世界じゃないのか、というのが最近の捉とらえ方なんだよ」

「────」

　誰もが、言葉を失った。

　自分たちが生きている術式世界こそが、地獄であったと、そう言われれば誰だって困惑する。

「鍵、とは彼にとってその辺りの真実を解き明かす上で、必要になるものじゃないのかな」

　ヱーファは持論を展開した。

「現に、激竜の気吹ドラゴンブレスもそうした彼らが鍵と呼ぶシステムを使用しているのかもしれない。ソロモンの小さな鍵、五部からなる最後はArs Novaというんだ」

「あるすのヴぁ？」

　トマスが聞こえた音を繰くり返して、オウム返しにヱーファに問う。

　ヱーファはそれに対して、手に持ったソロモンの小さな鍵の写本を掲かかげる。

「これには載のってないんだけど、レメゲトンの一つ、訳すと〝新しき術〟これが何を指すのか、それはわからないけど術式とはまた違う、新たな法への扉とびら。鍵、とはそれを開くための鍵、なのかもしれないね」

「でも──ならどうして、ヴァルハラに鍵なんてものが眠っていたの？」

「まあ正直、これ以上はなんとも言えない、かな……」

　ヱーファは困り顔で言う。

「結局のところ、今のところわかっているのは、彼らの存在と鍵がかなり危ない代しろ物ものってところかな」

　ヱーファの言葉に誰だれともなく黙だまりこくる。

　だが、と口を開いたのはほかでもない姫也だった。

「……それでも、来るというなら戦うのみだろう。ダンタリオンは俺を調べに来たという。真意は見えなくとも、奴らの言うところの真実がなんであろうと、俺達にはこの場所を護まもる義務がある」

「それもそうね」

　言うのは夕だ。

「戦せん闘とう行こう為いが行われているのは、なにも日本支部だけじゃない。こんなに短期間で悪魔なんて冗じよう談だんみたいな存在に二度も襲しゆう撃げきされたのは珍めずらしいかもしれないけど、ありえないことじゃない、でしょ？」

　彼女は横のアイリスに身体からだを添そわせながら、

「まあ、アイリスだって心配でしょうけど、D.S.T.だって無能じゃないし、アイリスだけで出来ることだって限られているんだから、ムリはしないの」

「そうだねっ。あんまり無理してるとどっかのムッツリ痴ち漢かん野や郎ろうみたいになるよー」

「夕っ、ヱーファ、まだそれ引きずるか！」

　姫也の叫さけびに、皆が一様に笑ってみせる。

「なにはともあれ少しわかったことと、まだわからないこともある。ま、ここで全部わかったら苦労はしないわな」

　トマスが立ち上がり、彼は窓の外に目を移し、

「風が荒あれてきたな……季節はずれの台風のワリに足が速いな……」

　トマスの言うとおり、外の風の様相は、先ほどよりも気持ち、強さが増しているようであった。

「今日のところはさっさと帰ろうぜー明日あしたは俺たちも昼から本部待機だろ」

　トマスの言葉に、皆が頷き、彼らは一人、また一人と研究室をあとにしようとする。

　ふと、皆が部屋を出ようとするなか姫也は窓の外にまだ視線を向けていた。

「姫也──？」

　窓の側で、外の様子を見ていた姫也は、横に来たアイリスの心配そうな声にはっとする。

「どうしたの？　皆食堂行くよ？」

「いや──……」

　そうだな、と姫也も部屋を後にする。

　妙みようにざわつく胸中。

　けっきょく姫也はそれに気づくことはなかった。近づきつつある、濃のう厚こうな悪意に、姫也は気づくことも出来ずに、悪意は至る。

　悪あく竜りゆうの望む場所に、悪竜を望む者が来る。




　　　　◆




　遠くの場所に、風雨越ごしにも陸地が見えた。

　きっと注意して見ていなければ、海うな原ばらのなかに消えて、見失ってしまいそうなほどの距きよ離り。小さな島国だ。

　世界のすべてを知り尽つくしているわけではない自分が、そう言うのも傲ごう慢まんか、とアスタロトは自じ嘲ちようする。座した玉座から、遠く水平線にようやく見えた小さな大地に、アスタロトは歓かん喜きすら覚えた。同時、思う。

「せめて穏おん便びんにすめばいいのだが……」

　それは部下を労ねぎらってか、あるいは自分に降ふりかかる面めん倒どう事を思っての言葉だったのか。

　悪魔の軍団長は、ただひたすら島を見つめ思う。

　其その言葉とは裏腹に彼自身も笑みを浮うかべていることに気付かぬまま。

「始めよう。僕は責任を果たさなくてはならない。盟主としての責任を──」

　行く。ゆるりと風に溶とけ込み、誰に気付かせることもなく、アスタロトは笑む。








　第三章．至る望み、潰える希望




　暗く、昏くらい空は混こん沌とんが満ちていた。

　荒れ狂くるう風は気流などを無視するかのように、縦じゆう横おう無む尽じんに大地、天を切りつける。

　波は陸地に、新たな支配域を拡かく充じゆうせんとするかのように押おし迫せまり沿岸部を容よう赦しやなく削けずり、津つ波なみは巨きよ大だいな腕うでのように、大地にあるものすべてを押しては倒たおし、引いては薙なぎ呑のみ込んで行く。

　地割れ、天裂さける。

　まさに天の災いと呼ぶに相応ふさわしい、この世の終わりのような光景であった。

　神々の怒いかりと言うように星は瓦が解かいし、連れん鎖さ的に破は壊かいされていく。

　始まりの時に、それは身を起こす。

　発現はゆるやかに、始まりは小さな小さな胎たい動どうだった。天地が崩くずれるなか、それはだが世界に自分の誕生を告げるように、大きく脈を打つ。

　生まれる。いや──再誕する。

　焦こがれるままに身を伸のばす。

　一山を押し潰つぶすほどの、それはもはや身と呼ぶのが憚はばかられるほどの巨きよ躯くは、確かに生きていた。

　──ズクン。胎動と呼ぶに獰どう猛もうに、鼓こ動どうと呼ぶに遥はるかに響ひびき渡わたる音。

　生きていることを知らしめるように命の音が天に吸い込まれ、地を震ふるわせた。

　身を伸ばす。

　身体からだから伸びる八つの尾お。一薙ぎで地上の建築物ごみを払はらい、元の更さら地ちに帰す。それがまるで必要のない、悪しきものだと言うように。

　睥へい睨げいする瞳ひとみが怒りに赤く揺ゆれる。

　朱あか、赤、赫あか──血が通っている色が汚よごれ、爛ただれる。

　血けつ涙るいに揺れる瞳は地上を見ない。

　睥睨するは天。雲を破り、空から近づく何かに、それは声を上げる。

　八頭悉ことごとく顎あぎとを開く。

「───────────────────────────────────」

　星の再誕。世界の再編。

　ゆるやかに始まる破壊のときに、悲しみにくれてか、怒りに燃えてか、声が伸びる。




　　　　◆




「ッ────!?」

　姫ひめ也やが目を覚ましたのは、フラッシュバックの終しゆう了りようとほぼ同じだった。

「なんだ──」

　なんだ、あれは。

　抱いだいた疑問が、また脳を叩たたくようだった。今まで寝ねていたというのが嘘うそのように脈みやく拍はくが速い。急激に覚かく醒せいさせた脳が、ひどく痛む。荒あらい呼吸で肺に空気を入れ、落ち着け、と自分に言い聞かせるように姫也は自分のあるべき日常、自分の部屋を見み渡わたす。

　いつもの部屋だ。決して荒こう涼りようとした、あの風景ではない。

　あれはきっと、世界の終しゆう焉えん。

　世に言うところの、すべての胎動の瞬しゆん間かん。

　旧世界が終わり、新世界が生まれた瞬間の産うぶ声ごえ。

　夢──……いや違ちがう。

　すぐに忘れてしまいそうになる夢を、姫也は無理矢理にたぐり寄せる。

　なんだ。なんなんだ。

　そう思うのは、何も分からないからではない。分からないのではなく、姫也は分かりたくないのだ。認めたくないのだ。

　やがて自分の両手を見て、姫也はぽつりと自分の心のなかにあった言葉をこぼした。

「あれは────記き憶おく？」

　動どう揺よう気味に姫也は呟つぶやいた。

　汗あせに湿しめったＴシャツが体にまとわりついて、ひどく気持ち悪い。

　自分でもわからない。自分が言った記憶とはどういうことか、と。

　必死で思い出そうとぐしゃぐしゃと頭を掻かいた。

　あの瞬間、自分は何をしていた。焦しよう燥そうを必死に呑み込んで、姫也は努めて冷静に、さっきまでの自分の網もう膜まくに焼き付いた光景を順に思い出す。

　何もかもを呑み込む、嵐あらしと豪ごう雨うを外がい殻かくのように纏まとい、地上を蹂じゆう躙りんする自然の力の化け身しん。八頭八はち尾びの化物は、何もかもを恨うらむように天を仰あおぎ──、




「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ[image: !!!]」




「っうぅあ──ッ」

　ずきん、と一ひと際きわ大きな痛みが姫也の頭を襲おそった。

　叫びの耳鳴りが、また脳に強い頭痛を叩きこむ。

　慟どう哭こく。悲鳴。怨えん嗟さ。悲ひ嘆たん。哀あい哭こく、咆ほう哮こう。叫きよう喚かん──怒り。

　狂ったかのように渦うず巻まく恨み辛つらみ。地上を蹂躙する獣じゆう声せいが天に上げられた。

　天そこにいる何かに対する、濃こい敵意の視線。

「──っく」

　視界が揺らぐ。熱を帯びるようになっている今の自分の眼は赤く染まっているのではないか。そんな風に思ってしまうのはさっきまでの光景、視界一いつ杯ぱいに広がった曇どん天てんのせい。

　あの瞬間────姫也の眼は、自分の眼は天を見ていた。

　視界があまりにも悪い。竜りゆうの恨み声が未だ脳裏に残ざん響きようを残していた。頭がひどく痛む。

　力が騒さわぐ。首輪を付けられた犬が、乱暴に飼い主を引き剥はがそうと走り回っているように身体からだの中で奔ほん走そうする。

　はっと息を吐はき出し、姫也は窓の外を見る。

　なんとか落ち着こうと、それ以外に意図はない行動だった。

　だが、と姫也の意志は裏切られることになる。

　カーテンを引いて、開いた景色の向こうに広がっていたのは、図はからずとも先ほどまで見ていた夢とまったく同じ光景だったのだから。しかし、それでも現実味を帯びた今の外の景色の方が、姫也を落ち着かせるには十分だった。

「──台風、か。関東直ちよく撃げきってのはどうにも本当らしいな」

　昨日の昼に太平洋上に確認されていた台風はコースを逸そらすこともなく北上し、すでに関東を直撃していた。強風に煽あおられた木々は身を倒しながらも、なんとか葉を散らすだけに留まっていた。

　だが、空の色はなんとも乱雑なものだった。

　直すぐ真上には青空が見えるが、遠くの空には未だ暗雲が立ち込めているのだ。

「……台風の目に入ったのか？」

　おそらく、と考えは達する。台風の目の中心は晴れていたとしても、その周囲は最も暴風雨の強いところだ。青空に対照的に濃く灰色の立ち込める空は台風の目の周囲だろう。

　しばらくすれば、また吹ふき返しの風が轟ごう々ごうと荒すさび始めるだろう。

「台風だけで、こうもざわつくのかよ……」

　八や劍つるぎの力が台風の、蹂躙する力に喜んでいるのかもしれない。

　天候の大きな変化によっては気圧や気流、湿しつ度ど温度と同様に術素アトモスフイアの濃のう淡たんもまた変化してくる。これもまたそういった変化に対して、自然神でもある八岐ヤマタがざわついているのだろう。

　そこで、姫也の部屋に一つの音が生まれた。

　短い間かん隔かくで鳴なり響くのは、D.S.T.からの相そう互ご通信機器だ。携けい帯たい電でん話わなどもあるにはあるが、正直大体のところはこちらでこと足りてしまうので、持ち歩かないのが常だ。

　電子音はなにも起き床しよう用のアラームだとか、そういったものではない。だが、がなりたてるように存在を誇こ張ちようしていた。

　聞けば、音は自分の部屋だけではない。壁かべを挟はさんだ向こうからも、同様の音が幾いく重えにも鳴り響いていた。

「緊きん急きゆう召集──？」

　アラームに続き、寮りよう室に館内放送を告げる音が鳴った。

『放送委員から京みやこ学園高等部、全生徒にお知らせします。ただいま本部のほうより緊急召集令が発されました。各実じつ働どう部隊員は各自の分隊長の指示に従い、第一級警けい戒かい態勢に移行してください。なお、非戦せん闘とう員は教職員の指示に従い、体育館へと──』

「第一級だと？」

　姫也の漏もらした言葉と同じくして、寮内が慌あわただしくなる。第一級とは、要するに一番の警戒。戦闘警戒や災害時においてのみ発せられるものだ。

　外の様子を見ていた姫也は、しかしそのまま通信機の音が変化したのを聞いた。待機音から声へと音は移行する。

『全員放送聞いてたな？　各自戦闘用装備一式整えて警戒態勢に入るぞ。校庭集合な』

　トマスのやや険を帯びた声に、姫也は放られていた装そう甲こう服をひっつかみ、袖そでを通しながら部屋を後にする。

「何もなければ──、で済む状じよう況きようではなさそうだなッ」

　外では一時的に、晴れている空から生温かい風が吹き付けていた。




　　　　◆




　京学園のグラウンドに生徒と、また彼らを前にして教員たちが並ぶ。

『──以上が、今我々が置かれている状況です』

　京学園の高等部の校庭において戦闘服を着た上で、装備を整えた生徒たちがまばらに広がって、一人に視線を集めていた。

　教師たちの側にいて、中央に立つ一人の青年。鋭するどい視線は、どこか怒おこっているようにすら見える。

　困ったように目を空に向けるスーツ姿の男、こんな事態に際しても彼は冷静であり、むしろそんな彼の声は事態に相反するように間が抜ぬけているとも捉とらえられかねないものだった。

『えー正直信じられないでしょうが、今告げたことは事実です』

　彼、京学園の高等部を預かる東あずま学園長は顔横に展開した拡声用の術式を介かいして、生徒たちの通信機に直じかに自分の声を放つ。

　しかし周囲で嘘だろ、と真しん偽ぎを確かめるように声と息を呑のむ音が響く。嘘だろ、とまた誰だれかがつぶやき、そんな一人の学生隊員は言葉を続けた。

「──台風が此こ処こを中心に止まっているなんて……」

　先に東から校庭に集合した全D.S.T.隊員の生徒たちに告げられたことを、彼は反はん芻すうした。

　それが聞こえたのか、東はしっかりと生徒たち全員に通る声で告げた。

『信じられないかも知れませんが事実です。台風の目の中心は半径三〇キロメートル弱と、台風にしては小さいサイズですが、これは気象衛星からも確認されたことです。

　現在、今日の朝の段階で関東西部、ここ京学園上空に差し掛かかった台風は、一時間経たった今も移動することなく、停てい滞たいしたままになっています』

「先生ッ周辺への調査はっ!?」

　声は生徒たちのなかにいた一人の女生徒のものだった。

　悲鳴じみた彼女の声に、ひとつ頷うなずき東はやはり全体に声を放った。

『すでにD.S.T.実働部の方々が調査を開始していますが、現段階では不明、としか。この台風の目の外に出ようとすると、強きよう靭じんな風によって中に押しとどめられてしまうそうです』

　そんな、と生徒たちのなかに不安が走った。

『率直に言います、皆みなさん緊急事態です。我々教員はこの学園を護まもる義務が在ありますが、それ以上に皆さんにはこの学園だけでなく他の力ない生徒たちを護る義務が在るはずです』

　東の声は、諭さとすような口調だった。

　そんななか、姫也たちはグラウンドの後方でそんな皆みんなの様子を見守っていた。

「まぁーたお前絡がらみじゃねえだろうな」

「知るか。そう何度もあってたまるか」

　からかうようにトマスが姫也に視線を向けるが、軽い口調とは裏腹に、トマスの額にも焦あせりを帯びた汗が一筋伝う。

　当たり前だ。こんな異常事態、平気でいられるほうがおかしい。

　それは姫也や、アイリスが一番よく思い知っている。

　腹の奥底に、金属の塊かたまりでも置かれたかのように、気が重い。

「だが二度あって、そのあと逃とう亡ぼうされてんだ。三度目があると思うほうが自然だろうが」

「それもそうだな……」

　無理矢理に笑みを浮うかべてみせながら姫也は横を見た。姫也のすぐ横では、アイリスが神しん妙みような面おも持もちでじっと地面を睨にらみつけていた。

「アイリス、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ姫也こそ。今度は何目当てなのかしらね……」

　固かたいながらも笑みを浮かべ、アイリスは姫也を見た。そのどこか挑ちよう戦せん的な笑みに、姫也は内心で安あん堵どする。

　コレなら何があっても、とひとまず安心を得かけて、姫也はそこでようやく気付いた。

　周囲から音がなくなっていることに、また他の皆が一様に、空を見上げていることに。

　なにが、と姫也も顎あごを上げる。

「オイ……上……」

　誰かの漏らすような声を聞いた。

　青天へ向かって伸のびる風雲の道。台風の目である中心点であるここから見上げれば、光を背景に降下してくるそれは、まさに天高くに在る神々の住まう場所を思わせた。

　だが、今、青の色の一切を塞ふさぐものがあった。

「嘘うそ──」

「冗じよう談だんだろ──」

「なんだよ……」

　誰もが繰くり返すように問う。だが、降りてくるそれは、存在を明確に視界に示しても、答えを述べることはなかった。

　降りてくる。確かに近づいてくる。

　見上げた空から、降りてくる都市があった。

「──ヴァルハラ？　いや違ちがう。そんなわけはない」

　姫也とて、その光景に目を疑う。

　違う。島には、城があった。

　それも天地を逆に、島の底の部分に、だ。あたかもそれが正しい姿であるように。

　非常識なんて次元のものじゃない。これはもはや非条理だ。無論、物理法則に従えば、そんなところに人が住めるはずがない。

「なんだあれは──」

『まあ僕の居城だ。先に驚おどろかせといてなんだけど、あまり驚かないでくれ』

　差し迫せまる異常に誰もが目線を奪うばわれるなか、拡声器を通したような声が上空から都市に降り注いだ。東の使っていたものとは違う、より広こう範はん囲いに声を響ひびき渡わたらせるためのものだ。

　誰もがその凜りんとした声に意識を奪われ、空を見る。

　同時、空に広がるウィンドウ。術式を使った術素に映像を投射するものだ。常時術素を消費していくため、家庭用などには用いられない。一国の王や元首が、広く国民に映像を届けるために開発されたもの。

　曇どん天てんに、逆さまの島を背景におき、展開された巨きよ大だいなウィンドウには一人の青年が微笑を浮かべて映っていた。

　ともすれば美人と形容してしまいそうな、しかし声によって、それが男だと気付かされる。

　一体何が起きているのか、わからずにいる校庭の者、さらにいえば都市の中、嵐あらしによって囚とらえられている者に対し、彼は微笑を崩くずさぬままに口を開いた。

『──さて、日本D.S.T.本部の諸君、ならびに学生の諸君、まずは不都合をしいていることを詫わびよう』

　ともすれば不ふ遜そんな物言いで、彼は言う。だがその一言で、誰もが察した。

『迷めい惑わくをかける。この外の嵐は私が創ったものだ。こうでもしないと外からさらに余計な茶々を入れられてしまうからね』

　仕方ないのだよ、と彼は困ったというふうにため息をつく。

　そんな彼の様子に、誰一人として反応を返すものはいなかった。

　いや何も返すことができなかった。

　皆が思うことは一つだ。

　一体、コイツは何を考えているのかと。

『？　おかしいな諸君、そう構えられていても困る。私とてはじめから戦闘するつもりはないのだから──ん？　ぬ、そうだな。早々に本題に入ろうか。まったく君たちはせっかちでいけないな』

　傍かたわらに誰かいるのか、彼はそちらに対して二、三、言葉を放つと、あらためて空に展開したウィンドウをまっすぐに見つめた上で、

『自己紹しよう介かいがまだだったね。僕の名前はアスタロト。此この国では先に名乗るのが礼れい儀ぎというものだったな。６６６教団のアジア方面支部の盟主をさせてもらっている者だ』

　まるで取引先と名めい刺し交こう換かんでもするかのような気軽さで、空に映された青年は自分の正体を告げてきた。

「──６６６教団って……悪あく魔ま、なの？」

　誰かのつぶやきに、声が届いているのか、アスタロトと名乗った青年はひとつ頷いた上で、

『そうだね。正直自分で言うのはこれひどく馬ば鹿からしくて嫌いやなのだけれど──悪魔だ』

　だが、と彼は少しの間もなく言葉を続ける。

『だが安心してくれ。私の今回の目的は何も侵しん略りやくだとか、魂たましい寄よ越こせとかそんなことじゃあないからさ』

　そして彼、アスタロトの視線が動いた。

　上空に展開されたウィンドウの美しい青年は、視線を一いつ箇か所しよに落とした。

　視線の落ちる先は、都市のとある場所、それは京学園の高等部であり、そのグラウンドであり、そこに集まった生徒たちであり──、

『今回私が訪れたのはほかでもない、一人、たった一人の人間を迎むかえに赴おもむいただけだよ』

　──その中にいる一人の少年へと視線が合う。

『そう、君だよ。ベリアルを破り、ダンタリオンに最後の一ひと太た刀ちを浴びせた少年』

　視線に応じたからだろうか、上空の青年は、表情の笑みを強めた。

『──八劍姫也』




　　　　◆




　上空からの指名を受けた姫也の周囲から他の生徒たちが下がる。

　生徒たちのなかで一人だけ、空からの視線を返す姫也は、内心穏おだやかではなかった。

「…………いやな予感ってのは当たるもんなんだな」

　ウィンドウにある巨大な瞳ひとみは慈いつくしむように確かに、姫也に視線を落としていた。

「姫也──」

　横のアイリスが切せつ羽ぱ詰つまった声を上げるが、姫也はそれを片手で制して、

「大丈夫だ。目的が何かは知らないが、な」

　言って、周囲から一歩引かれ、一人だけ孤こ立りつした姫也は空を仰あおぎ、

「話を聞こう。６６６教団の盟主、アスタロトとやら」

「うん──そうだね。まずは会えて嬉うれしいよ、と言っておこうか」

　だが、声に姫也は見る。上空、先ほどまでウィンドウのなかにあった少年の顔と声がゆっくりと降りてきていた。翼つばさでも生えているかのように、何もない虚こ空くうに浮かび降下して来た銀ぎん髪ぱつの青年は、生徒たちのなか、姫也と二メートルほどの距きよ離りをとった場所に悠ゆう然ぜんと降り立った。

「６６６教団の盟主自ら出向くとは、一体どのようなご用件で？」

　姫也に警けい戒かいの色が強まる。

　眼前の青年は自身の名を、アスタロトとそう名乗った。

　アスタロト。悪魔たちの支配者階級にあると言われているほどの有力な悪魔。四〇の軍団を率いる大公こう爵しやく。しかし大奥おう義ぎ書や真正奥義書においては、ルシファーやベルゼブブなどに並ぶ者として挙げられる。伝承に習うのなら、それほどまでの実力者。

　ちらりと姫也は後方を見た。

　自分だけでなく、周囲の生徒たちも手にした武器を握にぎる手に力がこもるようだった。

　姫也の後方では、すでに緋ヒ々ヒ色イロ金カネ之ノ剣ツルギを展開した一ひと色いろが足を肩かた幅はばまでに開き構え、同じく、戦せん鎚つい・大おお月げつ判ばんをその手に構えた夕ゆうが、いざというときのために備えていた。

　それを確認して姫也はあらためて正面の相手を見み据すえた。

　微笑を浮かべる銀髪の青年。ゆるやかにウェーブした銀の髪かみは、アイリスのものとも夕のものとも違う。いっそ創りものではないかと疑いたくなるほどだ。

　それほどまでに超ちよう常じよう的に美しかった。

　肌はだには染みなど微み塵じんもなく、況いわんや傷きず跡あとなど。

　何もかもが出来過ぎなほどに、出来上がっていた。

「そんなに警戒しないでくれ。これでは話すことも話せない」

　くすりと目を細め、青年、アスタロトは笑う。

「……さっきお前は、アジア方面の盟主だと言ったな？」

　うん、と彼はそのまま頸くびを縦に振ふり、肯こう定ていの意思を示した。

「お前がトーラーとダンタリオンを動かしていたのか」

「いや、否定する。残念なことにあの二人の快楽信者は僕のいうことなど微塵も聞いてくれなくてね、先日もダンタリオンを引き連れて帰ってきたベリアルに一いち撃げき叩たたきこんできたところさ」

　つまり、と姫也は言う。

「ダンタリオンはまだ生きているのか!?」

「殺した、とまさかそんなことを思っていたのかい？」

「っ──」

「化物だから、と簡単に殺せるのは人間の、いや感情を有する生物の重い罪だね」

　何か思うところがあるのだろうか、アスタロトは上の自らの居城を見上げてそう言った。

「彼女が言っていたとおりなら、ベリアルを助けダンタリオンは帰き還かんを果たしたよ。いいねしぶといというのは」

「まったく……どこまでもしぶとい連中だな」

　吐はき捨てるように姫也は言った。アイリスを危険な目に遭あわせた二人が、まだ生きている。その事実だけでも姫也の心臓を掻かき毟むしるものがあった。

「本題に入っていいかな？　姫也くん？」

「馴なれ馴れしく呼ぶなよ」

「君もベリアルと同じで、つれないな」

　笑ってそして彼はまっすぐに右手を突つき出した。彫ちよう像ぞうのような滑なめらかな指が、たしかに姫也を指し示す。

「僕の目的は一つだ。姫也くん」

　アスタロトはにこりと笑みを浮うかべて、

「僕は、君が欲しい」

　告げた言葉に、空間から音がなくなった。

　欲しい──ほしい──ホシイ──……。

　残ざん響きようの耳鳴りとともに、誰だれもが自分の耳を疑い、皆みんなが何が起きたのかを理解できなかった。

　事態を加速させた本人だけが何かおかしなことを言ったのだろうかと頸を傾かしげるなか、皆が頭の中に思い浮かべたことを、すぅと息を大きく吸い込んだ上で、

「「ヘンタイだァ──[image: !!!]」」

　一いつ斉せいに叫さけんだ。




　　　　◆




　姫也の後方では、アイリスが地面に膝ひざをついてうなだれ、

「まさか……ゼナイドとどーのこーのの前に、突とつ然ぜん出てきたぽっと出の悪魔に横からかっさらわれるなんて……」

「アイリスッまだ大だい丈じよう夫ぶよ！　姫也はオーケイしてないからっ気を確かに！」

　夕がその肩かたに手を掛かけ、揺ゆさぶっていた。

「フフフフフフフまさかの泥どろ棒ぼう猫ねこ。異性のライバルはトマスだけで十分なのに──ッ」

　フフフと不ふ穏おんに、口を曲げて笑みを漏もらすゼナイドの後ろでは、グラン・ギニョールが今まさに飛び出さんと身を前ぜん傾けいに倒たおそうとしていた。

「ゼーちゃん待った、まだ姫也はイエスって答えてないよ！　まだね！　まだだよね!?」

　ヱーファがゼナイドを止めようとしながら、まったく違ちがう何かを期待した目で、姫也の方を見ていた。

「ヱーファッ何期待した目で見てやがる！」

　何故か、頬ほおを赤らめながら、周囲の生徒たちの半眼の視線を受け、姫也は弁明の声を放った。

「俺にソッチのけはねえ──!!」

　叫びを上げる姫也の後ろで、トマスが不意に崩くずれ落ち、どこからともなく取り出したハンカチを歯は噛がみして、

「私とはッ……遊びだったのねっ」

「お前さっきまで神しん妙みような面持ちしていたのに、けっこう元気だよなっ!?」

「いや、僕は至って本気なんだがな」

　そんな周囲の光景に若じやつ干かんの戸と惑まどいを覚えつつか、アスタロトは頬をかきながら姫也に改めて手を差し伸のべた。

「もう一度言おうか。僕は本気で君のことを欲ほつしている」

「「ホンモノだあああああ」」

　何か違った方向に色めく周囲をよそに、姫也はアスタロトに向かって言い放つ。

「一体どういうつもりだ!?」

「どういうも何も、そのままの意味さ。それ以上でもそれ以下でもない。コレ以上になく端たん的てきに伝えたつもりだったのだけど……はて、何かおかしかっただろうか……」

「それがどういうつもりだと聞いている。俺をスカウトでもしに来たつもりかよ!?」

「だからさっきからそう言っているよ。八劍姫也？」

「ッ──」

「それとも他に何かあるのかい？」

　心底わかっていない、という顔で姫也に笑みの視線を向けるアスタロトに対し、正面から睨にらみつけた。

「本気で言っているのか？」

「当たり前──」

　当然だと言わんばかりのアスタロトの言葉を、しかし姫也が大きな声で遮さえぎった。

「お前はッ、お前たちが何をしたか分かった上で言っているのか!?」

　ふざけるな。もはやコレ以上、相手の戯たわ言ごとを聞く気も、そんな余よ裕ゆうも姫也にはなかった。アイリスを悲しませたトーラーがいる。自分を研究対象だと嘲あざ笑わらって、此こ処こを混乱に陥おとしいれたノイルがいる。コレ以上ないくらい、その提案はふざけている。

「お前の部下がいうことを聞こうと聞かなかろうとっ、それで悲しんだ者がいる！」

　ああそうだ、と姫也は滾たぎるように燃える自分の胸に手を置き、言う。

「お前はそれを見て見ぬ振りして、そのあげく俺に何を求めるつもりだ！」

　姫也の叫びが、怒いかりが空間を叩たたく。だがその烈れつ帛ぱくの怒りに晒さらされても、アスタロトは微笑を浮かべたまま口を開いた。

「──何を、だと？　それこそまさか聞かれようとは僕も思っていなかったよ姫也くん。君に有って他者にないもの。君だけに有るものなんて言うまでもないだろうにっ！」

　まずい、と言いかけ、姫也は言葉に詰つまった。

　何を言うつもりだ、ともはや問うても止められはしない。

　ははっ、と軽快にアスタロトは笑う。

　笑って、しかし彼は姫也が表情を硬かたくしているのを、見み逃のがしはしなかった。さらに姫也以外の生徒たちが顔を見合わせ、何かを囁ささやいているのにも。

　周囲の生徒たちのなかに生まれた疑問。姫也の持つものとは一体なんだという風に、皆が皆目配せしては、しきりに顔を横に振る。

　それはトマスの分隊にあっても。

　この場において言えば、東やアーデルハイト、そしてアイリスを除いて。

　他の誰にも、アスタロトが言っていることは理解ができなかった。

「────そうか。そういうことか…………知らないのだな？」

　俄が然ぜん、合が点てんがいったという風にアスタロトは姫也を、一いち瞥べつするような目線を向けた。

　そして笑う。知らぬならば、と言う風に。

　やめろ。自然心のなかに溢あふれだしたのは、制止の声だ。

　何を言おうとしてやがるッ──!!

　胸を掻き毟るかのような焦しよう燥そうに蹴けりだされたかのように、姫也は突っ走ぱしった。

「アスタロトォオオ──!!」

　土を蹴って、焦燥に背を押し出され、姫也は飛び出した。

　その姿がアスタロトにはどう映ったのか、滑こつ稽けいだとでも言うように彼は今までにない、嘲あざけりを口元に浮かべていた。

「聞かれて別段困るわけでもあるまい。我々とてそういったあらぬ猜さい疑ぎをかけられもしたし、迫はく害がいもされた。君にとっても当たり前に付きまとうものだろう？　君とていずれ通らねばならないやもしれん、これはそういうことだろう」

　確かにそうだ。

　だが、と今ここで何の準備もなく知られていいことか。

　ゼナイドに問われたときもそうだ。

　言えなかった。言えずにいた。

　自分は危ない存在です、などとどうして他人に、何よりも自分の欲した場所で言うことができるだろうか。

　姫也は言い淀よどんだ。それほどまでに人によっては姫也のことを恨うらみかねないことだ。

「させるかッ……」

　だからこそ、心の整理のつかぬ今、他者からそれを口にされることに、姫也は拒きよ絶ぜつを覚える。いつか、と先延ばしにしていた事象が目の前に忽こつ然ぜんと生まれ落ちる。

　二メートルほどしかない距きよ離りを、しかし姫也は縮めることが出来なかった。

　眼前に、まさに降って湧わいた黒い影かげが姫也の進しん攻こうを遮ったのだ。

「ヨウ──」

「!!」

　短く告げる言葉の端はし々ばしから、狂きよう気きが聞き取れる。

　姫也とアスタロトの間、アスタロトの影から湧くように、姿を現したのは、騎き士し服に身を包んだ長ちよう髪はつの隻せき腕わんの男。肩かた幅はばほどに足を開き、ただ獰どう猛もうな視線は見開かれ、その眼光はギラギラと。狂気に満ちた笑顔を姫也に向けていた。

「久しぶり、って言ってやろうじゃねえか。そして、この舞ぶ台たいに感謝するぜアスタロト！」

「ああ、だが調子に乗って殺してはダメだぞ」

　男の後方からアスタロトは有無を言わせぬ口調で放つ。男はそれを鼻で小さく笑い飛ばした上で、姫也に相対した。

　姫也の体に男の視線が突き刺ささる。

「待ちかねたぜオイッ!!」

　男の名を、姫也が叫ぶ。

「ベリアルッ……トーラー・ブランシェットっ……似え非せ騎士が邪じや魔まをするな──!!」

　狂きよう乱らんじみた姫也の叫びに、トーラーはしかし頬肉を吊つり上げた。

「つれねえじゃねえか！　騎士らしく恥はじを偲しのんで帰って参りましたと言ってやらあっ、再戦といこうぜ悪あく竜りゆう!!」

　景色を置き去りに姫也は加速した。自分の周囲に風を発生して、もはや取り繕つくろったり形なり振ふり構っている場合でもなかった。眼前トーラー・ブランシェットの向こうにいる今まさに口を開こうとしている男に向かい、行く。

　だが、

「悪いな。無くなっちまった右みぎ腕うでのお礼にボコボコにしてヤリてえところだがよ。今回ばかりはそうもいかねえんでなッ!!」

「退どけえっ!!」

　姫也が拳こぶしを構えるのと、トーラーが自分の周囲に影を沸わき立たせるのは同時。

　その様相は、いつかの戦闘を想起させる。だがその進行も、トーラーの戦車チヤリオツト、影の多た刃じんによって阻はばまれることになる。

「痛ッ────」

　打ち込んだ拳が捉とらえきれない影が頬をかすめた。さらに、その間かん隙げきを縫ぬって姫也の身に刃が殺さつ到とうする。

　逸はやる気持ちが、姫也の行動から冷静さを奪うばう。

　波は濤とうのような連撃の前に、ひとつのミスをすれば、それがまたミスに繋つながり、進む速度は徐じよ々じよに落ちていく。

　急ごうと前へと踏ふむ足が、逆に邪魔になる。

　集中しきれていない意識では、多角的に攻め立てるトーラーの影を追いきれなかった。

「ちっくしょおッ!!」

「オォイオイオイオイ、どうしたどうした悪あく竜りゆうッ!!」

「っ──俺をそう呼ぶなあ！」

「そうだっ来いよ！」

　足を攫さらうように刻むように来る影を踏み砕くだき、進行方向から覆おおうように来る影を打ち砕く。乱暴に、強引に姫也はがむしゃらに影を砕く。

　トーラーに阻まれた向こう、アスタロトが口を開く。

「ならば教えてやろう──」




　　　　◆




　笑みで周囲を見み渡わたしながら、アスタロトは言う。

『──諸君、君たちには家族はいるかい？』

　辺りにいるD.S.T.の隊員たちにだけではない。

『いるのだろうな、父が、母が、兄が、弟が、姉が、妹が、親類がいて、友人がいて、恋こい人びとがいる。きっと君たちは幸福になるために生まれてきたのだと言われ続け、そして今ここにいるのだろう。皆みんなが皆幸福な良い場所だ』

　嵐あらしのなかに居るすべての人に向けて、空から声が降り注ぐ。

　再度、空には巨きよ大だいなウィンドウが展開され彼の顔が映しだされる。

『諸君、最初に言っておくことがある。それは我々、悪あく魔まという滑稽な存在のことだ。時代に迫害され、抗あらがい、そして世界から追いやられ、自分の在り方を憎にくみ、他者を憎み、そして自分の在り方を暴力に置き換かえることしか出来なくなった我々はひどく哀あわれで厄やつ介かいな存在と思われるだろう。厭いとわれるだろう』

　彼の顔に満ちた笑みは、自分の声を放てることへの歓よろこびか。

『率直に言おう。僕たちは、悪魔は皆、術式世界テウルギア側の存在ではない──』

　より多くの者に知らせようとするかのように、彼は空に自らの声を響ひびかせた。

『──科学世界フイロソフイア側の人間だっ!!』




　　　　◆




「なっ──!?」

　姫也はその言葉に驚きよう愕がくを覚える。

「ハハハッ──今いま頃ごろ驚おどろいてんじゃねえよ！　俺達が魔ま術じゆつっぽい技使ったことなんてあるかよ？　ダンタリオンですらあれは自分の実力の範はん疇ちゆうで、アイツがそういう存在だからだ！」

　だが、その一瞬の間すらも命取りだ。ベリアル、トーラー・ブランシェットは自らに影を纏まとわせ、姫也への距離を詰めた。

　トーラーが来る。姫也に断たれた右腕に影を宿らせ、今は一本の黒い巨剣けんと成していた。

　追い縋すがったトーラーが剣を薙なぐ。

　姫也はそれを、風を纏わせた右腕で叩いた。

　唸うなりを上げた右腕が、剣けん身しんと打ぶつかる。

　衝しよう撃げきが突つっ走った後、快音。

　まるで金属であるかのごとき硬い音を響かせながら影と拳が、交差する。

　黒い影は霧む散さんして、砕けた影が姫也の側に飛び散る。

　姫也の風も剣圧に押し負け、解ほどけるようにトーラーの頬ほおを撫でる。

　斬きり合い、撃うちあう。

　その刹せつ那なに、姫也は前方へと進もうと、焦あせりを帯びた声で言う。

「アイツの言っていることは本当か！」

「最初っから疑ってかかった上に敵に聞くんじゃねえよ！　この短期間でどこまで腑ふ抜ぬけてやがるよっ、ええ!?」

「テメエの上司が言うことだから信用がおけないんだろうが！」

　叫さけびに宿る焦りが怒いかりに変じて、目の前のトーラーに向かう。

「俺もテメエも似たもの同士だ！」

「俺はお前とは違ちがう！」

　剣けん戟げきと拳けん撃げきが交わり、音を無限に響かせた。




　　　　◆




『我々は自分たちの系けい譜ふをここで晒さらすことに、なんら躊躇ためらいを覚えない。何故ならば、それはいずれ分かること。知られたところで我々に何ら不都合はないのだから』

　姫也とトーラーの攻こう防ぼうがアスタロトの放送からＢＧＭとして聞こえる。

　それでもなお、彼は表情を崩くずさない。

『我々が活動しているのは、一つの目的のためだ。そしてそのためには一つ君たちにも歴史の仮説を示して置く必要がある』

　アスタロトは、彼を見ている皆に深くうなずき、

『おそらく科学世界の先人類は皆みんな迫はく害がいされた、術式世界の棄き民みん政策の果ての世界の落とし子だ』

　誰もが空の男を見上げる。

　神々の捨て去った者が、科学世界の人類になった？

　時代に迷う者たちに、アスタロトはなおも声を続けた。

『これはもはや正史にも乗らぬ話。我々の世界とは本来術式世界であったのではないか、というのが我々のたどり着いた仮説の果てだ。彼らは悪しき者と断じた我々の遠い先祖、悪魔であり邪じや神しんでありといった強大な存在を打ち倒たおし、しかし、強大で生死をも操り、事象に干かん渉しようする存在をただ囚とらえておくことも出来ず、おそらく科学世界と名付けられた偽にせの世界へと封ふう印いんした。これが神話でいうところの地じ獄ごくであり、様々な悪とされたものが封印された場所だ』

　アスタロトは語る。

『術式世界に魔ま法ほうが、術式が、静かに息づいたというのもそういうことだ。正しくは違う、封印されてしまった力ゆえ、血で薄うすまり弱体化を繰くり返し、それはいつしか大多数から見れば異質なものとして迫はく害がいの対象になったのだ！』

　しかし、と彼はそこで声のトーンを落とす。

『そして我々は目覚める。目覚めの日、産うぶ声ごえの日。世界統合と飾かざり立ててすら言われる新世界成立のあの忌いまわしき日だ！　力を失った科学世界の我々に、世界を合一させるなどという真ま似ねがどうして出来る！』

　笑みを浮うかべていた彼の眼に、はじめて怒りが宿った。

『眠ねむっていた我々を世界が蹴けり起こしたあの日以来、我々は自分たちの居場所を探している。迫害され、文字通り悪魔の子とさえ呼ばれ、悪魔の血族ゆえに血に宿るその遺伝子レベルの力は術式の使用を阻そ害がいする。人の力を、人でない者がどうして扱あつかえようか』

　だから、と。

『我々６６６教団が救う。欲ほつするのは我らの安住の地と過去の清算、責任の所在を問うことだ！　世界を合一した術式世界の神が何者かを知らしめる、真実を我らが明かす！』

　アスタロトは両りよう腕うでを天へと掲かかげ、仰あおぎ見る。

　天に坐ざす──と言われるように、一種族なのかはたまた世界を見下ろしほくそ笑む者がいるのか。

『未だ姿見せぬ神々の子孫たちよ！　術式世界の神を名乗る者よ！　神というのなら、我々の声を聞け！　神というのなら、この世に安息を齎もたらせ！』

　彼は空に声を上げた。

『我々はその過程で、力を欲している──』

　空の視線が正面を向く。

　いや、見ているのは地上にいるアスタロトだ。

　そして彼は見る。ベリアルと戦闘を繰り返す少年の姿を。

『故ゆえに、君を迎むかえ入れるために来た。八劍姫也』




　　　　◆




　現状からグラウンドにいた皆は置き去りにされていた。

　姫也が欲しいとアスタロトが述べ、何かを悟さとったアスタロトを止めようと、姫也が駆かけ、そしてそれをトーラー・ブランシェットという、投とう獄ごくされていた悪魔が妨ぼう害がいしている。

「──あれが姫也かよ……」

　ぽつりとトマスが漏もらした。日ひ頃ごろのアーデルハイトとの戦闘時のように、気軽に見守っている態度ではない。姫也の背中を見守る皆の姿は、なにかに焦っている姫也とそれに愉ゆ悦えつの笑みを浮かべるアスタロト、とその対立がわかっているだけだった。

　アスタロトの言葉に、夕が絞しぼりだすように声を上げた。

「ならっ──……故にって──でもっならどうして姫也を！」

　アスタロトが夕を見る。

　人の根幹を舐なめるような、何もかも見み透すかしたような視線。

　夕だけではない。まだ何かしらの力を誇こ示じしたわけでもないのに、その異様な雰ふん囲い気きだけで、この男が人とはどこか違う存在なのだと思わせられる。

　結論に達したというように、アスタロトは肩かたから力を抜ぬくと、

「どうして？　とは君の横の人物に尋たずねたほうがいいのではないか？　そうだろう竜りゆう国こくの姫ひめ君ぎみ」

「え──？」

　夕だけでなく、周囲の皆が視線を集めるのは、アイリスだった。

　神しん妙みような面持ちで、しかし敵対の意志だけははっきりと、アイリスはアスタロトに対して視線を返す。

「──ッ」

　だが、その唇くちびるには強く噛かみ締しめた痕あとがはっきりと残り、うっすらと血すら浮かんでいた。

　痛みを我が慢まんするように、無力な自分を抑おさえこむように。

　一体なにが、と夕が思うものの、わからない。

　アスタロトが、今度はそんなアイリスに向かって言葉を放つ。

「お初にお目にかかるね。竜国の姫君。君にも多大な迷めい惑わくをかけた」

　視線がアスタロトに突き刺ささる。

「そして今またここでっこんなッ──……姫也がそこまで欲しいわけ!?」

「欲しいさ！　当然だろう！」

　声高々とアスタロトは言った。まるで欲しかった物が眼前に落ちて来たかのような、そんな嬉き々きとした声が先ほどの演説などよりも流々とグラウンドに響き渡わたった。

「僕が欲しいのは、君の大切な人の力なのだから！」

　視線をアイリスから、また民衆に演説するように、周囲に戻す。

　一人一人に視線を送る彼の眼はどこまでも無む邪じや気きで、何も知らぬ大人に自分の秘密を朗ほがらかに語る少年のようですらあった。

　直すぐ側で戦せん闘とうが未だ続いている。自分も巻き添ぞえを食うことになるかもしれない、そんな危険性など彼の眼には微み塵じんも映っていない。

　彼はちらりと視線を泳がせる。

　大衆に自分の相棒を紹しよう介かいするように、彼は姫也へと平手を向け、

「この世界に、科学世界に生まれた者は少なからずとも、術式世界の血を受け継ついでいる。だからこそ科学世界の者でも、術式を使えるものがいるのだ」

　姫也が一いつ瞬しゆんの間で目を見開く。

「我々のように、過去の亡者の血を濃こく受け継いだ者もまた少なからずいるのだよ！

　八劍姫也。旧ふるい神々の血を、日本神話の強大なる蛇じや神しん、八岐大蛇ヤマタノオロチの血を引く、悪あく竜りゆうの血族よ!!」

　──え、と誰もが声に驚おどろきを隠かくせずにいた。

「彼こそが世界統合の折り、災害をまき散らして日本というこの国を揺ゆるがした破は壊かいの大龍、八岐大蛇の血を引くものだよ！　豪ごう雨うに暴風、地じ震しんに津つ波なみ、都市を蹂じゆう躙りんしたのは何も世界統合だけのせいではないのだよ。災害を引き起こしたのは、八劍の家系、自然神としての八岐の暴走によってこの国の術素アトモスフイアの流れや地脈といったものがすべて崩れたからだ！」

　何も出来ず、皆みんなは目線を姫也に送る。

「ハハハッ僕達の危険性など、そこにいる一人のうら若き悪竜に比べれば、矮わい小しようなものさ！　恐おそれ入るね！　小国といえど流石さすがは竜りゆう神じんだ！」

　それは皆の姫也に対する認識とは大きくかけ離れたものだった。

　姫也はトーラーとの戦闘を、詳くわしくは語りたがらなかった。ダンタリオンの戦闘はアイリスの功労として、彼は一歩退ひいたところから賛美の言葉を受け取った。

　術式も使えない。だが何かしらの、姫也曰いわく『血から来る加護』というものがここでようやく何だったのか、分かる。

　隠してきた、誰もが隠そうとして来た何かが繋つながる。

「姫也──……」

　そして今、彼は、

「アスタロトォ──!!」

　怒りにまかせ叫ぶ。




　　　　◆




　姫也はすでに頭に力を宿していた。

　形なり振ふり構かまわぬ、とそういうように。灯ともされた金の色は、今まさに姫也の心臓に流れ込む感情の濁だく流りゆうに呼応して、煌こう々こうと輝かがやきを放っていた。

「クシナダあッ!!」

　眼前に飛び交う黒の斬撃を前に姫也は初めて、退さがった。

　トーラーに対して、距きよ離りをとったのだ。

　振りかぶる影かげの向こうで、ベリアルが歯は噛がみする。

「逃にげるのかよ！　だらしねえな。この間みたいに食い破ってみせろよ！」

「お前の相手をしている場合じゃないと、そう言ったはずだ！」

　たしかに間ま違ちがってはいない。奴やつの言いたいことは、よくわかる。

　これはそういうことだ。

　──悲劇。そんな時代の一幕。

　そして、自分の力に付きまとう、追及されても仕方がないと割り切る他ない責任だ。

　凜りん、と声が耳を打った。

「さて──これが彼の全てだ」

　何がさて、だ。

　ばらされた、それも自分の最も黙だまっておきたかったことを、だ。

　八劍の力は危険なものだ。それは過去が記し、姫也に刻まれている。

　だが、と姫也の心に浮かび上がるのは、怒いかりとともに、悲しみであった。

　俺は此こ処こに──。

　思う言葉を口にはせず、飲み込み、怒りの視線を薄うつすら笑うもう一人の悪あく魔まに向ける。

　着地と同時、姫也は足を踏ふみ込んだ。力を伝える先に、神経を伝えるかのように、意志を流れ込ませる。

　大地へと、自分の爆ばく発はつしそうな怒りを染み渡らせる。

　意志の発現場所は、自分の眼前、トーラーとの間。

　そこを貫つらぬく！

　もはや手段は選んでいられなかった。

「──威い貫ぬけ大地よ！」

　言の葉に載のせ、威い力りよくを発現させる。

　追つい随ずいしようとするトーラーの間に、変化が生じた。

　踏み込んだトーラーの機先を制するように、二人の間に剣けん山ざんと字に書くが如ごとく、地面が盛り上がり一瞬にして尖せん鋭えいな巌がん山ざんを形成する。

「そこで止まっていろ！」

「俺の右みぎ腕うで奪うばった奴か！　二度同じネタは通用しねえ！」

　三さん角かく錐すい状に尖とがった土色の地面が、二人の間に発生。

　両者を分かった。

　トーラーが其それを、切り刻む。

　鋭えい利りな巌山は、まるでジオラマで作られた脆もろいおもちゃのように剣けん閃せん一いつ蹴しゆう、ばらばらと切り刻まれた。

　だが、姫也にとってはその一瞬の間こそ重要であり、それで十分だった。

　厄やつ介かいな相手の足は止めた。

　姫也は向きを変える。

　未だ顔色一つ変えぬ、アスタロトに向かって。

「クシナダ！」

　さらに自発を呼びかけるように、姫也は叫さけぶ。自分の力の発現、その二つ目を。

　金の色を頭に差し込んだ上で、姫也は飛ぶような一歩で跳ちよう躍やく。

　身をひとつの弾だん丸がんのようにして宙を滑すべる。

「──まったく足止めくらいしっかりしてくれ」

　トーラーの不ふ甲が斐いなさにか、困ったように頸くびを振るアスタロトに狙ねらいを定さだめる。

　他の一切は見えなかった。

　アスタロトは無手。何かしらの武装もしていない。ならば警けい戒かいすべきは術式のみ。

　彼ひ我がの戦力を頭の中で計算とも言えぬ、乱雑な思考で片付けた。

　詠えい唱しようする隙すきもやらない。

　怒りの点ともった真っ赤な瞳ひとみが、揺れた。

「掻かき削けずれッ──」

　呼び掛かけに、掻き削るための力が姫也の右みぎ腕うでに宿る。

　姫也の右腕が爆発したかのように、辺りに風を飛ばした。

　右腕に掘くつ削さく機のように風が回る。空気が塊かたまりとなって高速回転することで、蒸気が白く風に乗る。打だ撃げきではない。

　嵐あらしを誘ゆう導どうして風の圧力で敵の一切を無理矢理に掻き削り、毟むしり取る、純じゆん粋すいな破壊力。

　術式など使わせない。こちらは力ずくでねじ伏ふせるだけだ。

「喰くらえ──!!」

　もはや半ば錯さく乱らんしたかのような叫び。心が発する怒りの熱を全身に滾たぎらせ、一切の自制を振り切って込められた力が、牙きばを剥むく。

　その薄うすら笑いを浮うかべたことを後こう悔かいさせてやると言うように、果たされる私し怨えんの復ふく讐しゆうに姫也は歓かん喜きの笑みを浮かべた。

　だが、アスタロトの声が姫也の思い上がりを砕くだくことになった。

「──力持っていても、志こころざし無いものには無用の牙か。力が啼なくぞ」

　姫也は見た。射い貫ぬくように睥へい睨げいする視線が正面にあるのを。

　アスタロトが初めて、姫也に対して敵意らしい敵意を向けたことを悟さとる。

「──!?」
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　姫也は次の瞬しゆん間かん、自分の体がアスタロトの眼前で地面に伏せられている事実に気づく。

「カッ──」

　肺が圧あつ迫ぱくされ、口から空気が漏もれる。

　なにが、と思うよりほかない。

　自分の身に上からの荷重を感じた次の瞬間には、自分の身は撃うち落おとされ、地面に叩たたき付けられた。

　今も全身を荷重が襲おそっている。

「何を……ッ」

　四し肢しを地面に投げ出した状態から、なんとか踏ん張ばって、肘ひじを地面につき、膝ひざを立てる。

　姫也の体は、今は八岐の力を使っている、それでなおこれなのだ。

　ぎちりと無理矢理な体勢で力を入れた筋肉が軋きしみ、全身の骨が本来支えることが出来る荷重以上の重しにミシミシとか細い悲鳴を上げる。

「攻こう撃げき的なのは構わないが、彼我の実力差というものをはっきりと見たほうがいいと思うね」

　声がすぐ頭上から降ってくる。

　かっと息を吐はきだし、無理矢理に吸い込む。

　そして力を入れれば、ようやく眼前にアスタロトの足があるのがわかった。

「ッ──どう、いうっつもりだ……!!」

「無理矢理にでも連れて行く、そういうことだ」

　がくりと姫也の頭からだけ、荷重がとれ、今まで入れていた力の分か、姫也の顎あごが地面に落ちる。

「君はこんなところで腐くさらせておくに惜おしい人材だ」

　言葉とともに、アスタロトの靴くつが顎下に差し込まれた。

　そして下から持ち上げるように顔が上げられる。

「────」

「────」

　二人の視線が交こう錯さくする。笑みの視線と、怒りの視線。

「さて答えを聞こう。おとなしく従ついて来てくれるね」

　正直、顎を上げてくれるのは助かる。もはや強がる余裕もなく、全身がひどい倦けん怠たい感に襲われている。力に為なす術すべもなく、コレ以上はとすら思える。

　だが、姫也のなかに諦あきらめるという感情はなかった。

　絶対に──そうとも絶対だ。

　自然と、ふへ、と無様にも笑みが漏れた。

　それにアスタロトの表情に疑問の色が宿る。

　ザマアミロ。なんでもかんでも思い通りになると思うな。

「──死んでも御ご免めんだ」

　最後の力を振り絞しぼって、姫也は叫んだ。

「そうか──残念だ」

　短い言葉とともに、瞬間的な打撃が上から注いだ。

　容よう赦しやなく、背骨が軋む。頭だけ力が緩ゆるんでいたせいもあってか、姫也にその重圧を受けきることは出来なかった。

「────」

　視界の隅すみに、人ひと影かげが入る。それは目を見開いたトマスであり、夕であり、一色であり、ゼナイドであり、ヱーファであり、一人こちらに駆かけ寄ろうとするアイリスの姿だ。

　嗚あ呼あ──、とこんな時なのにとひどい後悔が脳内を渦うず巻まいた。あんなにも近くにあったものが、こんなにも遠く感じる。ここで自分の居場所で得てきたものを、すべ喪失するような、自分のすべてが内臓とともに身体からすっぽり抜ぬけ落ちるような感かん触しよく。

　四肢の感覚はとうにない。

　だが刹せつ那なというときのなか、頭のなかでだけはぐるぐると目まぐるしく意識が回る。

　力が足りないのではない。自分の不甲斐なさが頭に来る。

　自分が呼び込んだ存在が、皆みんなに迷めい惑わくを掛けている。それでもなお自分の素す性じようを隠かくしたいと思う。

〝きっとそれでも〟

　使いこなそうとそれでも荒あらぶる感情のままに任せた力は相手に届くこともなく。

〝自分が何者であろうとも〟

　今はこうして醜しゆう態たいを晒さらしている。そんな自分が妙みように恥はずかしく、照れるような笑みさえ浮かんでくる。

〝それでもなお〟

　だが、と最後まで姫也の心のなかにあり続けるものがあった。

〝こんな自分でも──〟

　がむしゃらに怒いかりまかせに、もはや諦めに意識が沈しずみかけてなお、最後に言葉が口こう端たんからこぼれ落ちた。

「────此処に居たかったんだ……」

　自責とともに不可視の力に姫也の体が最後に鳴る。

　意識を喰われ、姫也の意識は白の海に沈んだ。




　　　　◆




　最後の盛大な打撃音とともに、一帯を静せい寂じやくが包んだ。

「さて────」

　そういうのは、足元に姫也を叩き伏せたアスタロト。

　彼は重圧の叩き付けの余波に、風ふう雅がな髪かみを舞まわせながら、視線を一点に向けた。

　自分をまっすぐに見る少女の元に。

「姫也をどうするつもり」

　声は震ふるえを帯びていた。

　それでもなお鋭するどく伏せた目には敵意が宿る。

　護まもる、と言うように。

　……あの少女の時もこうだった。先のただの蛇へびと化し、トーラーによって切り殺され命を絶たれた少女、彼女を村から連れてきたときのことが頭を過よぎる。

　彼女は守られ、そして護られなかった。

　自分と同じ存在だったはずなのに、だ。

　何が違ちがうと言われれば、環かん境きようが違ったとしか言い様のない問題、だがそれが、アスタロトの精神を逆さか撫なでする。

　自分たちは迫はく害がいされ、こうして集つどったというのに、だというのに希少な、しかも破は壊かいし尽つくすような暴力的な力を有しているはずのものが、庇ひ護ごされている。

　その事実がどうしようもなく、そしてどうしようもない感情をアスタロトの心内に湧わかせるのだった。

「言ったはずだよ。竜の姫。彼はもらっていく。敗者の亡なき骸がらは勝者のものだろう」

「────」

　淡たん々たんと告げた言葉に、少女は視線を逸そらさない。

　どうしても連れて行くのか、とそう言う風にだ。

「君の意思は固いようだね。だが──他の者はどうかな？　君一人で言うのは容易たやすいさ。だが、君一人で何が出来る」

「貴方あなたに抗あらがうこと」

　きつく絞られた視線がアスタロトを射貫く。まっすぐに視線を返すものの、そこには揺ゆるがぬ意志がある。

　どうしてだ。

　コイツは此こ処こにいてはならないはずだ。

　自分たちと同じ存在のはずだ。

　弱肉強食と世界は言う。だがしかし、人の世界の様相はそうはいかない。強さが一いつ般ぱん的ならばいい。だが突とつ出しゆつし過ぎたまさに抜ばつ群ぐんの強さは、人の反感を買う。

　いじめ、などという可愛いもので済めばいい。だが世界はそうはいかない。人が思った以上に、人の世界は脆ぜい弱じやくで心は陰いん湿しつだ。

　触ふれて初めてわかるその有り様。

　アスタロトとてその一人だ。だからこそ自らの力を自覚し、６６６教団に招き入れられてからは、こうして盟主などと祭り上げられ皆みなを率いている。

　率いている以上、いくら犠ぎ牲せいを払はらってでも自分は成し遂とげなければならない。彼らの、虐しいたげられてきた者たちの望む世界を創り上げるのが自分の成さねばならないことなのだから。

　だというのに、と彼は正面を見た。

「姫也は連れて行かせないっ!!」

「それは君たち少数派のワガママだ。現に後ろの彼らは動かない──動けない。これがどういう意味かわからない君ではないだろう。一国の姫としてある君ならっ」
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　どうしてわからない。一国の姫である少女ならばなおのこと、少数派は切り捨てるべき存在のはずだ。それが危険分子となりかねない存在なら尚なおの事だ。

　アイリスが口を開く。

「申し訳ないけど、此処に居るのは竜国ヴァルハラのアイリス・リンドヴルムかもしれないけれど──」

　もはや物もの怖おじせず、アスタロトに真っ向から立ち向かい竜の血族の少女は言う。

「此処に立つ意志は、姫としてではない、私アイリス・リンドヴルムとしての意志よ」

「───────────馬ば鹿かがッ……──!?」

　胸中に不意に湧いた感情が思わずしてアスタロトの口から漏れた。そのことにアスタロト自身が一番驚おどろいていた。

　何な故ぜだと自分に問いかける。

　さらに、

「まあアイリスがそうまで言うんじゃ、ちょっとここは引けないよな」

　軽けい薄はくな声が自分のすぐ前に来て、続いたのだ。

「──君は……さきほど馬鹿をやっていた馬鹿のような少年……」

「敵からもそんな扱あつかいかよ！」

　先ほど八劍姫也がトマスと呼んでいた少年だろうか。彼はアイリスの後ろに隠れるようにしてひどく頼たよりなく、しかし言葉だけは一丁前に前に出ていた。

「まあ、あれだ。そこで踏ふみ潰つぶされた蛙かえるみたいにのされている馬鹿野や郎ろうだけど、アイツはアイツだし、ぶっちゃけ八岐大蛇ヤマタノオロチだなんだって言われたって実感わかねえんだよ？」

「まあねえ。正直姫也がいなくなると悲しむ子が若じやつ干かん二名いるし」

　言って、また声が続く。銀ぎん髪ぱつの少女は手に戦せん鎚ついを携たずさえ、アイリス・リンドヴルムの横に並び立つ。彼女もまた恐おそれはない。

「ちょっと夕！」

　赤面してアイリスが新たな少女の名を呼べば、また一人大たい剣けんを携えた男子生徒がそこに加わる。

「あいつがいなくなると……張り合いがなくなる……」

「うわーひーちゃん、それなんとも途と中ちゆうから味方になるライバルキャラっぽいよ」

　大剣の男子に笑みを送る少女の声が連なり、

「姫也がたとえ稀き代だいの性犯罪者だって……」

「いやゼーちゃんそこはもうちょい付き合い改めようよ……」

　そこにさらに声が加わる。

「すくなくともそうだよね。姫也くん悪いことしたわけじゃないんでしょ？」

　新たな声は足早にしかし数多く、一人、二人と集う人数は徐じよ々じよに増えていく。

　後ろで見ていたD.S.T.の制服を着た他生徒たちのなかからも足早に来る。

　誰だれもが仕方ない、とそういうように笑みを浮うかべながらだ。

「まあでも正直なんか、ねえ？」

「──気に喰くわないな」

「だよなあ。ちょっと癪しやくに障さわるよな」

「ああやって人の素性を嬉き々きとして晒すってのは……」

「ちょっと人としてどうかと思う」

「あれ悪あく魔まならそれいいんじゃね？」

「いや、なおのこと正義はこちらにあるでしょ」

「そりゃ姫也も怒って暴走するって」

「まあその結果そこでぺしゃんこの情けない姿だけどな」

　男子も女子も、ゆっくりと集った生徒たちは皆が笑う。

「ちょっと皆ッ──!?」

　アイリスの驚く声に彼らは笑みを返す。

　だがそこにさらに生徒が続き、笑みが続く。

　顔かお触ぶれを見るからには、彼らとは同学年ではない。すこし大人びていることを見れば、上級生だろうか。彼らもまた口々に言う。

「そうね。でもま、最近けっこういいかなーとか思っていた男子がこうやって地面に張り付いていると……ちょっと引くわね」

「あああんたああいうのもイケる口だったんだ」

「「ヨッシャア──!!　姫也自分でフラグ潰しやがった！」」

「コラそこ男子一同、喜ばない。もっと緊きん張ちよう感かんを持ちなさい。この間もあんたたちは男子寮りようで……」

「まあ名前も初めて知った後こう輩はいだけど、後輩はやっぱ先せん輩ぱいが守ったげないとでしょ」

「でもこの間の戦せん闘とうもコイツ目当てだったんだろ？」

「んじゃさっさと相手に渡わたしちまえって？　ひっでえ先輩だな？」

　トマスの言葉に、一部の男子たちが口をそろえて、

「トマス！　テメエ前貸したお宝の件、機動部全員許してねえからな!?」

　人が人を呼ぶ。誰もが何な故ぜか笑顔でいる。




「何故だ──……」




　自分だけが逆に今は世界に取り残されたようであった。

　アスタロトにとっては理解が出来ない。

「愚おろかな──」

　今やグラウンドにいた生徒たち全員が、アスタロトの前に集まっていた。視線の多さそれだけでアスタロトは動じない。

　だが誰も彼も、後こう悔かいはしていないと言うようにまっすぐな目をしていた。

「ならば──ッ」

　彼は手を掲かかげる。

　それを合図に、グラウンドに新たに上空から落ちる影かげたちがあった。

　彼もローブ状の黒衣のフードを目深にかぶった、アスタロトの軍勢。

　全員が上空から降下して来た黒衣の軍勢は、黒の戦闘服を纏まとったD.S.T.の隊員たちの真正面、アスタロトの後ろに降り立つ。

　手に手に、剣や槍やり、術式媒ばい体たいとしての長ちよう杖じようを装備した者たちが、一様にアスタロトの後ろに音もなく降り立った。

　その姿にわずかにD.S.T.の生徒たちに驚きの色が走った。

「まさか……６６６教団の……」

「そうとも。僕が率いる軍勢だ。皆みんな何かしらの迫害を受けて集った僕の部下たちだ」

　あら、とその言葉に声を漏もらしたのは、アイリス・リンドヴルムの横で彼女に夕と呼ばれていた少女だ。彼女はアイリスにしなだれかかるようにしながらなおも物怖じした様子はなく、

「愚かかどうかはこちらが決めることよ。それにこっちが人集めたからってビビって自分も人呼ぶような臆おく病びよう者に言われてもねえ」

「夕くんでよかったか、君は──」

「不幸自じ慢まんじゃ私達だって負けてないわよ」

　ねえ、と彼女はそのまま胸元に寄せたアイリスに言う。

「私だって姫也だって、誰だれ一人ひとりとして背負っていない物がない人なんていない。だからこそ人は集まるの。だからこそそこから欠けないようにと手を差し伸のべるの」

　そうだ、とあいも変わらず少女の後ろに隠かくれていた少年が──アイリスに身を寄せる少女に蹴けりだされ、無理矢理に前へと押し出される。

「前で言いなさいヘタレ」

「うるせえな！　えっとそれでなんだっけ？　そう！　人には誰しも万ばん人にんに理解されぬ性せい癖へきがあるもんなんだよ！」

「うっわーゼーちゃん隊長史上最悪の誤ご爆ばくかましてるから見ちゃだめだよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。姫也の目にしか入らない」

　彼は後ろに一度向き直り、親指だけ立てた拳こぶしを下に向け、皆に見えるようにする。

　そして意い気き揚よう々ようと向き直り、胸を張ると、

「アイツは渡さねえ。利害だけじゃどうこう出来ないもんがあるだろうよ、感情とかな」

　感情──？

　いかにも弱そうな少年は、言葉を返さぬこちらをよそに尚も言葉を続けた。

「すくなくともアイツは稀代の犯罪者で、俺達だまくらかしてひっそりとここで生きているって感じじゃねえ。俺らはあいつを信じる。俺達はあいつを見捨てない！」

　その言葉に、皆が一様に頷うなずく。

　強く、強くだ。

　……一体なんだと言うんだ。

　いっそのことこの場で皆みんな叩たたきのめそうかと、そんな思考すら脳裏に僅わずかに差し込まれた瞬しゆん間かんだった。

「アスタロトそこまでにしとけ。正直何言ってもこいつら引かねえぞ？」

「ベリアル──」

　影を仕し舞まい、倒たおれ伏した八劍姫也に視線を合わせながら、騎き士し服をなびかせ、ベリアルが横に並ぶ。

　彼は歯を剥むくような笑みとともに、生徒たちの先頭にいる少女を見て、

「よう姫様。お久しぶりでございます」

「…………」

「オヤオヤ、冷たいことで……」

　肩かたすかしをくらったというように、ため息をつく。

　ふざけている場合か。トーラーに向かって放ちかけた罵ば倒とうを、アスタロトは無理矢理呑のみ込んだ。

　頭が痛む。なぜにこんなにも痛む。

　後ろにいるはずの彼の軍勢がひどくかすかに感じられるのに対し、目の前の若い、まだ幼いと言ってもいい意志を見せる生徒たちの軍がとても大きく見えた。

「ッ──……すこし時間をあげよう。僕とてことを性急に推おし進めようとは言わない。君たちの意志はそうでも、他の皆がどういった選せん択たくを下すかはわからないだろう」

　その言葉に、誰も何も返しはしなかった。

　ただ視線を返す彼らに背を向け、アスタロトが向かうのは自らの居城の方向だ。

　肩かた越ごしに、倒れ伏した少年を見やり、

「本日13:00。学園の昼休み終しゆう了りようの鐘かねの音とともに、我々は八劍姫也を目標として、京学園を目指し進しん攻こうを開始する。逃にげ場はない。無む駄だに一いつ般ぱん人の被ひ害がい者しやを増やしたくなくば、彼をどこかに隠したりなどという馬ば鹿かな真ま似ねはしないように」

　背を返し、逃げるように、彼は歩む。

　この胸に宿る感情はなんだ、と自分の落ち着かぬ胸に手を添そえて。











　第四章．竜りゆう臨のぞむ戦場




　──アイリスにとって、彼は救世主であり英えい雄ゆうだった──




　京みやこ学園は普ふ段だんとは違ちがう喧けん騒そうに包まれていた。右に左にと生徒たちが慌あわただしく走り回るのは、何も校舎内だけではなく、グラウンドも同様であり、視線を伸ばせばそれは市街地の方にも及およんでいる。

　青の色は円形に切り取られ、その外側では未だ壁かべのような濁にごった空が回る。

　窓の外の光景を横目に、学園のなかをアイリスは一人歩いていた。髪かみも何も普段通りだが、身に纏まとうのは装そう甲こう服のままだ。

　姫ひめ也やがあんな状じよう況きようだから──と、サムズアップとともに、厄やつ介かいともいえる誤解を受け作業から除外されたのだった。

「まったく……どういう意味よ。どう見たらそういうことになるのよっ」

　本当はわかっていることを呟つぶやき、アイリスは小さく吐と息いきを漏らす。赤面しながら歩きまわるなど、より恥はずかしい。

　頬ほおに点ともった熱気をあおぎながら、通り過ぎる教室に掲げられた時計を見ると、その針はすでに正午を回ろうとしていた。

　やがて至るのは、自分の普段いる教室だ。見れば、中には数人の生徒たちが残っていた。逆に、此こ処こにいない生徒たちは外で忙せわしなくやがて来る攻こう撃げきに備えているのだろう。

　教室内に踏ふみ入れば、黒板の前に集合していた生徒たちの中から、夕ゆうが顔を出した。

「あらアイリス、こっち、こっち来なさいなー」

　軽い口調で手招きする夕の元に行けば、黒板前に立つトマスと数人の級友たちが口々に意見を交こう換かんしていた。

「だから東部側は首しゆ都と圏けんとのライフラインがある以上、戦域を拡大するわけにもいかないだろうが！」

　トマスの言葉に、一ひと色いろが応じた。

「不幸中の幸いと言うべきか、前回のダンタリオン……ノイル・アテンドとの戦闘を参考にして、防衛戦の対応策は新たに組まれているだろうな」

　おお、と他の皆から希望に満ちた感かん嘆たんの声が漏れる。

「まあぶっちゃけ向こうの本ほん拠きよ地ちが島だとすると、戦闘を想定するならルートは大きくわけて三つだろうな」

「高等部前の車道か……南北にぶった切るカタチであるわけだから当然よね……」

　談話しつつも、ううむと皆が頭を悩なやませる。

「あの──」

　ふと上げた声に、しかし皆の注目を思わずして集めてしまっていた。

「いやっ、あのねそのっ────」

　多数の視線を感じて、アイリスは焦あせってしまう。姫として慣れているはずなのに、親しい人たちからそういった視線を集中されるのは何か違う。

　言うべきことは色々ある、アイリスは用意していた言葉を素直に口にした。

「──皆、ありがとうね」

　そうだ、自分はあの時、アスタロトの前に立ったとき決して一人ではなかった。

　皆が来てくれたからこそ、自分はあの場に立ち続けることが出来たのだから。

　うん、と頷きアイリスが見れば、

　──え？

　皆が笑っていた。しょうがない、とそういう風にだ。

「「バーカ」」

　皆が一度顔を見合わせ、声を揃そろえて言う。

「当たり前でしょ。あんなのに姫也あげるわけにもいかないでしょう？」

「フフ、ごめん。あと、それは私の口くち癖ぐせよ」

　皆の言葉に、アイリスは心の不安がすこし軽くなるのを感じた。誰だれかがいるというのはいいものだと、そう思う。

　きっと姫也も、だからこそ姫也も──。

　思いかけたと同時、夕が声を掛かけた。

「アイリス、あんたそういやヱーファに呼ばれていたんじゃなかったっけ？」

　言葉に、心の底から湧わき上がる笑顔で、アイリスはひとつ頷きを返し、教室をあとにしようと彼らに背を向けた。

「姫也のトコ寄っとかなくていいのー？」

　声は夕のものだが、ニヤリとした意地の悪い笑みは彼女のものだけでなく、教室内にいた全員のものが揃ってアイリスの方に向けられていた。

「う、うるさいわよ！　バカ！」




　──彼がいない学園は、どこか落ち着かない──




　ヱーファたちの研究室は学園の敷しき地ち内であっても、高等部の校舎から直接行ける場所にはない。外に出ようと一階に降りて、偶然にも通りかかった職員室の前で、アイリスはアーデルハイトと出会った。

　彼女は職員室の廊ろう下か側の窓を開き、そこからだらりと上半身を外に傾け、なにかぼんやりとしていた。

「あらアイリス？　あんた姫也のトコにいなくていいの？」

　そんな彼女はアイリスの姿を見留め、軽く手を振ふってみせた。

「先生まで……」

　うんざりした顔で言えば、なぜかアーデルハイトまで、彼女にしては珍めずらしくうんざりという風に力なく笑ってみせた。彼女はそのままの姿勢で、自分の後ろを指差す。

　近づけば彼女の後ろ、職員室はひどく騒さわがしかった。

「だァ──かァ──らァ──此処はどう考えても空くう挺てい部隊でしょ！　上抑おさえてんだから！」

「先生馬鹿ですか？　馬鹿なんですね!?　上抑えてるからって、今の時代地対空砲ほう撃げきなんて当たり前じゃないですか！」

「俺なら左右の街道から二つの大隊と──……」

　といった様子で、なかでは教員たちが図式を描えがいたり、握にぎりこぶしを握ったりで大激論を繰くり広げていた。この学園が良くも悪くも騒がしいのはなにも生徒たちだけに問題があるのではないな、とその光景を見ながらアイリスは思う。

「……けっこう皆みなさんノリノリですね」

「そうよねえ。皆みんな血の気け多くて先生困っちゃうわー」

　などと手の平を返しながらアーデルハイトが言うと、

「「お前が言うな！」」

　職員室の教員全員からツッコミが入る。

「アーデちゃんまいっちんぐ♪」

「「ネタが古いんだよ！」」

　古い、という言葉とともにアーデルハイトが職員室内を睨ねめつければ、皆がひぃと退たい避ひする。どう考えてもパワーバランスがおかしいだろう。

　やはりこういう校風なのは一いち概がいに生徒に問題があるわけではないだろう。

　あはは、と乾かわいた笑みを浮うかべ、アイリスはそのまま廊下を突つっ切ろうと一歩を踏み出そうとして、アーデルハイトに呼び止められた。

「アイリス、いい？　集団戦のコツは、いくら相手が動じなくても、最初から一点に集中するんじゃなく面打だ撃げきの後に単一を狙ねらうのよ？　連れん携けい乱れりゃ烏う合ごうの衆しゆうよ」

「あー……なんというか、ありがとうございますね、先生」

　お礼を言うと、アーデルハイトは満足したらしい、いつもの彼女の満面の笑みでうん、と言う。

「ああ大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。先生たちも自分の身は自分で護まもるわよ。私たちは元軍人とかザラにいるけど、D.S.T.所属じゃないから有事の戦せん闘とうに参加する権けん限げんは持たないしね。まあ自分の身は自分で護るのよ？　私達も専守防衛、ええ正当防衛、そうよ正当防衛するから」

「「お前絶対過か剰じよう防衛するだろうが！」」

　職員室からのツッコミを後ろに聞きながら、アイリスは足を研けん究きゆう棟とうに向ける。




　──此処に来ての毎日は楽しく、騒がしかった──




　ゼナイドとヱーファ、この間も訪れた二人の名前が入った研究室に到とう着ちやくしたのは、さらに半刻すぎた十二時半だった。

「あーアイちゃんきたきた♪」

　研究室に入れば、ヱーファが笑顔で迎むかえてくれた。

「ええ遅おくれてごめんなさい」

　アイリスの武装をヱーファに頼たのんでいたのだ。暴発しがちなアイリスの力を制せい御ぎよするための力。

　制御、その言葉にダンタリオンを打ち倒たおした時の姫也との感覚を思い出す。無制限に無む尽じん蔵ぞうに自分を介かいして放出される、暴発しそうなほどの量の術素を姫也が制御してくれたあの感覚。あれがあれば、というアイリスたっての希望をヱーファは叶かなえてくれたのだ。

　その最終調整だ。

「急ピッチ作業──」

「ごめんなさいゼナイドも……この忙いそがしい時に……」

　いい、と短く返すのは。研究室奥側で、グラン・ギニョールの整備を行っているゼナイドだった。彼女は小さい背をアイリスに向け、今も周囲に構うことなく作業を続けていた。

「力は必要。使いこなすのも必要」

「……ありがとう」

　アイリスの言葉にまた、いい、とだけ短く返し彼女は手を止めない。

「よーしアイちゃんこれがアイちゃんの新装備だ！」

　かなりギリギリになってしまったが、と彼女はまずそのことについて謝罪した。

「いいえいい、いいわ、いいけど……ねえ、ヱーファ」

　が、アイリスにとってはそれ以上に気になる点が満まん載さいだった。

「んー？　どったのーアイちゃん??」

「これは、なに？」

「何って──」

　アイリスの視線の行く先を、きょとんとした顔のヱーファが追う。

「アイちゃんの専用装備だよ、それー」

「いや、装備ってコレ──……」

　アイリスの表情にあったのは不平不満というよりも、取り扱あつかいが解らないといった、戸と惑まどいの色の方が強いようだ。

　二人の間、作業台の上にあるそれ。

　見た目は巨きよ大だいな長方形の鉄の箱だった。しかし箱は途と中ゆうからぱっくりと〝コ〟の字状に、砲ほう口こうを開けていた。

「アイちゃん専用にデチューンした新装備、名付けて《ドラーヴェ》。元は対たい艦かん用の戦術兵器で、術素を収束集積して放つ光撃術式砲なんだけど、アイちゃん用に改造して持ち運べるようにしといたから」

　と笑顔付きでヱーファは卓たく上じように乗ったそれの説明を流りゆう暢ちように続けた。

「まあ、見た目重そうに見えるけどぶっちゃけヨユーだよ。基本出力大きめに設定してあるから、精密射しや撃げきには向かないね。アイちゃんくらいのキャパがあれば大だい丈じよう夫ぶだろうし、逆にアイちゃん精密術式苦手だからね。うん──……まあぶっちゃけこれくらいしかアイちゃんの入力受け止めきれる装備がなかったんだよ」

「最後に聞き捨てならない本ほん音ねが来たわね！」

　はは、と乾いた笑みとともに最後の最後に痛い技術者の本音が入り込んだ。

「どーせ大おお雑ざつ把ぱですよ……もっとこう、杖つえとか剣けんとか期待してたのになあ」

　その手の技能があるわけではないし、不ふ謹きん慎しんなのかもしれないが、こう、その鉄の箱はそこはかとなく女の子っぽくないと、アイリスなりに思ってしまうのだった。

　目の前の無骨な鉄てつ塊かいに見入っているとヱーファが言った。

「そう？　私はスキだよ。誤作動を極々切り詰つめて安定した性能を発揮させる、それこそ兵器だよ。人が夢見たビーム攻こう撃げき。それを可能にした術式と術素。そういう意味では、私は姫ちゃんの能力は信用おけないと思うね。あ、これ開発者としての観点だかんね。姫ちゃんは好きだからココ重要」

「そうね……」

　そんな彼は今は寮りよう室のベッドの上だ。

「ま、チェックって言ってもこの子は所しよ詮せんはアイリスの力に指向性を与あたえて、均一化することが仕事だからね。やっぱり最後に頑がん張ばるのはアイちゃんだよ」

　ヱーファの笑みにええ、と頷うなずき、アイリスは自分が手にすることになる新たな武器を見る。

「ま、もうちょい時間あるし、姫也の顔でも見て来たら？」

　そして最後の最後にヱーファはニヤリと笑って言うのだった。だがそれに反応したのは何もアイリスだけではない。

「そう……じゃあ私も少し行って──」

「ゼーちゃん、自分の装備だけじゃなくて直前だし全員の統一装備のチェック行くよー。さあ行こうそれ行こう戦闘前の技術者に暇ひまはないよ！」

「ヱーファ……覚えておくといい……ッ」

　恨うらみ言ごとを言うゼナイドを引っ張りヱーファは部屋を出て技術者らしく皆の装備のチェックに向かうようだった。その手にゼナイドを引き連れ──、さらにゼナイドに手を掴つかまれたままグラン・ギニョールが付いて行く。

　いつも通りな自分を取り巻く世界に笑いかけながら、アイリスは同じく部屋をあとにする。そして、




　──そんな騒がしさに、きっと欠かせないものがある──




「……行き着くところはやはり此こ処こなのね」

　今、アイリスがいるのは男子寮の一室の前だ。

　二年、八や劍つるぎ姫也とネームプレートの差し込まれた部屋のドア。先ほどまで部屋の前には、いちおうということだろう、二人ほど扉とびらを守る屈くつ強きようそうなD.S.T.の隊員がいたのだが、こちらが入りにくそうにしていると彼らはいつの間にか部屋の前から姿を消していた。

　うむ、と何を恐おそれる必要があるとばかりに彼女はドアノブに手を掛かける。

　回して入る狭せまい部屋。

　クローゼットや勉強机、テレビなど極々僅わずかな、学生寮ということを考えれば十二分な備えだが、同じ広さのはずだが女子寮の自分の部屋とは空間の広さが違ちがう。

　あまり物がないというのもそうだろうが、こういったところで男女の差が出るのだろう。

　そして、

「まだ眠ってるのね……」

　部屋奥、窓際に備え付けられたベッドに横たわる少年、八劍姫也の元に、アイリスは歩み寄る。




　　　　◆




　アイリスは勉強机からデスクチェアを引きずって、ベッド脇わきにちょこんと座る。

　見る先、ベッドに横になった少年は今も浅く寝ね息いきを立てている。

「こうして二人っきりでこの部屋にいるのも……あのとき以来なのね……」

　二人の再会のとき、あの時を思い出せばここでこうして話して泣きかけてと情けない過去の自分のことばかりが思い返される。

　答えを返さない少年に、されどアイリスは続けて答えを放った。

「……あのとき力になるって言ってくれたくせに……」

　今では力になるどころか、自分が、しかもアイリスにだけでなく、D.S.T.自体に護られる側になっているではないか。

　思わず、手を伸のばした。

　目に掛かる黒くろ髪かみを撫なで、目にかからないようにしてやる。その感かん触しよくがどこか心地ここちよくて、ついつい手は髪を触さわり続けていた。

　外傷はあまりない。いつも通りの姫也の表情には、先ほどまであった険の色はすでになく意識が落ちきっているのだと知れる。アイリスが触ふれても一向に反応を返す様子がない。

　トーラーとの戦闘後も、ずっと寝ね入いったままらしい。どうも救護の隊員いわく体に治ち癒ゆの術式が効かないから、こうしておく他ないということだ。そして寝入って活動に消費する術素の量を最低限に切り詰めてすべて体の再生に回すらしい。

　八岐の力──か……。

「きっと許せなかったのよね」

　自分の場所を穢けがすことを、自分が原因でそうしてしまうことを。

　言い出せないのもわかる。例えばあの世界統合を経へて家族を失った人間だって大勢いる。そのすべての怒いかりを、わかりやすい対象として向けられたらと思うと、

「怖こわいよね」

　それが自分の近しい、今自分が笑っていられる場所で起きたとしたら、

「怖くて、なんとか隠かくそうとするでしょうね」

　バカだバカだと、姫也を罵ば倒とうしているのは常つね日ひ頃ごろのことだ。

「バーカ……」

　あらためてアイリスはそう呟つぶやく。

　それでも、そんなバカであっても、アイリスにとってすれば姫也は恩人だ。

　いつか彼が救ってくれた場所がある。

　それが今の自分の居場所になった。

　だいぶ空気にも馴な染じんできた。

　空の色が綺き麗れいだと感じるようになった。

　そんなときに──、

　今度は姫也が連れて行かれようとしている。

　逃にげて、再会し、救われ、突つき放はなされ、それでも並び、そして今度は連れて行かれようとしている。

　ふと、心の箍たがが外れた。

「────ヤダ」

　感情はひどくわかりやすく出てきた。

　彼の前髪に手をかける。乱れた髪をすこしだけ整えてやる。

　──そうだ。嫌いやだ。

　目め端はしに触れる。今は開かないが、こちらの方が普段よりもいくらか優しげだ、とからかうように笑む。

　彼を、悪あく魔まに無条件に差し出すなんて。

　たとえ他の何かを交こう換かん条件に出されたって──、

「イヤ」

　これが正直な答えだ。

　他のナニモノにも代えがたい。

　大切だから。

　だからこそ共にいたいと思う。

　感情を言葉で説明するのは難しい。

　でも嫌だ。

　彼が悪と断ぜられることも、

　連れて行かれること──また離はなれ離ばなれになることも。

　だったら、

「やることは、一つよね」

　決める。そして笑みを少年に向ける。未だ目を一向に覚まさず、皆みんなが外で忙せわしなく動いているというのにまったく反応がないとは。

「まったく──」

　こんな奴やつが一神話の敵かたき役の子孫だというのだから笑ってしまう。

　神を食らう悪あく竜りゆう？　日本を滅ほろぼしかけた八岐大蛇？

　だからどうした。

　姫也は姫也だ。

　他の誰だれでもない。

　やがて、触れていた手は、唇くちびるの端に達する。

「────」

　今なら何をやっても起きないのではなかろうか。

「ナッ──何を考えてるの私はッッ!!」

　一人焦あせって近づけようとしていた顔を逸そらした。

　触れた時間はわずかに数秒だったろう。だがしかしそれはアイリスにとってすれば数分にも数時間にも匹ひつ敵てきする時間だった。

　早く起きなさいよね、と小さく呟き、アイリスは姫也に背を向ける。

「行ってきます」

　そしてアイリスも護るために行く。




　　　　◆




　校舎の前面に掛けられた時計の針は、今まさに一三時を指さそうとしていた。

　空に巨きよ大だいなウィンドウが展開され、そこに銀ぎん髪ぱつの青年が冷笑していた。

『──諸君に、もはや答えは聞くまいよ。僕もそこまで往おう生じよう際ぎわは悪くない』

「渡わたさねえって言ってるのにまだ来ようとする奴は往生際が悪いって言わねえのかな？」

　トマスの言葉に皆が、苦笑いを浮うかべる。

『──ならば始めよう。我々の戦争を始めようか！』

　声と同時、鐘かねが鳴る。

　午後の授業開始の鐘と共に、学園は戦場と化す。




　　　　◆




　京学園のキャンパスを、囲む市街地を、在あるべくして在る彼らの日常のあらゆる場所を、戦場と化し、二勢力が激げき突とつを始めていた。

「「ォオッ──!!」」

　中世魔ま術じゆつ師しをそのまま現代に呼び寄せたかのような６６６教団は黒の色深いローブを纏まとい、表情を露あらわにすることなく、戦場を走る。

　装そう甲こう服に身を包んだD.S.T.の隊員たちが、それを迎げい撃げきする。

　６６６教団の装備は満足なものとは言えない。〝破は壊かい〟〝衝しよう撃げき〟〝斬ざん撃げき〟といったものだけを許可した魔ま剣けん。中世のものをそのまま再現したかのような、術式発動媒ばい体たいとしての長ちよう杖じよう。それは現代戦において言えば、倉庫の奥から引っ張り出して来た、骨こつ董とう品と言っていい代しろ物ものであった。

　対してD.S.T.の方は、装備は潤じゆん沢たく、仮にも一国の本部だ。人員は学生を含ふくめても、まだまだ万全を期しているとは言えずとも十二分に日々の訓練の成果が出ている。

　彼ひ我がの戦力の優ゆう劣れつは語るに愚おろか。

　しかし──。

　戦局は６６６教団側に傾かたむいていた。

　姫也が眠ねむる京学園高等部を最終目的地として、京学園全体の敷しき地ちをまっすぐ南北に二分する中央道路をそれぞれ主戦場に、枝分かれする路地や、建物の上で、戦せん闘とうは繰くり広げられていた。

　中央道路北側の戦場、先に大きく動きがあったのはそちらであった。

「向こうは殺す気ッ、コッチはダメッ！　割りに合わねえこの戦場ォ──!!」

　一人の隊員は自分の銃じゆうの弾だん倉そうを交換しながら、そんな愚ぐ痴ちめいた叫さけびを上げた。

　それもそのはず、銃じゆう器きをメインに扱あつかう者に供給されているのは、捕ほ縛ばく用の束そく縛ばく術式を内蔵した銀ぎん弾だん頭とう弾だ。術式をメインに扱うものも衝撃系は許可が降りても、破壊系の術式は許可されていない。

　敵がいくら魔ま神じん信しん仰こうのシンパであろうと、間ま違ちがっていると思われていたとしても、人間なのだ。殺さずに済めば一番良い。殺害、という手段を安易として手が出せないのは、日本という国において言えば、仕方のないことだ。

　今も、バリケードに対し、身体強化を駆く使しした魔剣の軍勢が攻こう撃げきを仕し掛かける。

　束縛の術式を込められた銃じゆう撃げきを受けてなお、彼らは止まらない。

　肩かたに受け、戦列から引き剥はがされる同どう胞ほうを見ても、陣じん形けいが崩くずれた、としか思っていないように、すぐに誰かが補う。

　身体強化で痺しびれる部分を無理やり動かして、走る。

　そんなことをすれば、身体にどんな異常が出るか、わからないわけはないのに。

「全ては──」

　教団員の一人が唱えれば、応こたえが返る。

「「すべては我らの悲願のためっ──!!」」

　個の意思はすべて置いてきた。

　そう言うかの如ごとく、彼らの攻撃には迷いがない。無理、無茶、そういった理念はないのだ。己の褒ほう賞しようなど必要ないと剣けんを振ふり──、己の武ぶ勲くんなど無む駄だだと術式を放つ──、ただ目的のため、滅私あるのみ。

　特とつ攻こうともとれる無む謀ぼうはD.S.T.の部隊にとってすれば、脅きよう威い以外の何物でもなかった。

　走行車両などを盾たてに、バリケードとし、隊員たちはその陰かげからの射しや撃げきによって迫せまり来る脅威を迎撃していた。

　迎撃に、泣き言の声が織り込まれる。

「ああ──ったくわらわらワラワラと。面砲ほう撃げきからの兵士突とつ撃げきとか、中世欧おう州しゆうかよ！」

　相手が用いているのはまさに、古めかしい戦法だった。

　中世においてメジャーな戦術のひとつであった、砲ほう打だ撃げき戦、からの騎き兵へい隊による突撃。

　それをこの現代で見せられているようだ。

　D.S.T.にとってコレほど厄やつ介かいなことはない。殺そうとしていない相手が、死ぬことも厭いとわぬと無茶をして来るのだから。それを加味した上で、作戦行動しているのではなく、それが当たり前だと言うように彼らには逡しゆん巡じゆんがない。

「砲撃から突撃っ。あいつら身体強化で、無理にでも道を通そうとして！」

「大規模術式砲撃メインの無駄打ち無しピンポイント砲撃だ。守備結界組っ、拡散から集中防ぼう御ぎよに切り替かえろ！　面ではなく点で守れ！」

「やっぱ割りに合わねえなオイ！」

　はっ、とした顔で一人のD.S.T.隊員が辺りの同胞を見み渡わたした。

「待てッ──脳内変へん換かんしてみろ！」

　彼は何か重要なことに気づいたといった様子で辺りを見回して、

「あれがすべて……幼女だったら……!!」

　ごくり、と周囲の皆が唾つばを飲み込んだ。

　が、そんな隊員全員を隊長格の男の声が叩たたいた。

「って、なあに揃そろいも揃って〝画期的だ〟みたいな顔してやがる！　あれ見ろあれ！　全身から殺気駄だ々だ漏もれだろうが！　現実見て物言えコラア！」

　隊長格の男が叫びにさらなる怒ど号ごうを乗せる。

「誰かなんとかしてくれよっ！」

『了りよう解かい、援えん護ご射しや撃げきするわ。長ちよう距きよ離り砲打撃戦、望むところね。ちょっと頑がん張ばってみましょうか!!　前線射線勧かん告こく見み逃のがさないでね！』

「「───────え？」」

　聞こえてきたのが誰の声なのか理解した前線の学生D.S.T.隊員は皆が恐きよう慌こう状態に陥おちいった。




　　　　◆




　砲を腰こしに添そえるように構え、アイリスは前線を見た。

「砲撃封ふう印いんⅡ式まで解除。ドラーヴェ、対地制圧用砲撃準備。さて、ドラーヴェ。初の実戦、盛大な一いち撃げきとともに罷まかり越こしましょう──姿勢制せい御ぎよユニット、確定」

　肩かた幅はばほどに開いた足を左足を前に、右足を後ろに対ショックアブソーバとする。

　アイリスの身を地面に固定し、確立する。

　同時、砲が小さくも展開した。後方辺りに備わった、パーツが展開する。中から広がるのは、熱を帯びて輝かがやく放熱板だ。

『Charge!』

　電子音声と同時、アイリスは砲に意識を集中する。高い機械の駆動音とともに、砲に光が溜たまり始める。

　竜が火か炎えんを吐く如く、砲ほう身しんの喉のど奥に溜まった光が塊かたまりと化して行く。

　そのまま、アイリスはギチリとあらためて砲身から生えたグリップを握にぎり返した。

　トリガーを引く。

「──発射ッ!!」

『Shooting──!!』

　電子音が発生を告げると同時、瀑ばく布ふというよりも流星のような光条が、一直線に飛ぶ。前線の僅わずか上をかすめて越え、砲撃はそのまま敵の前線にぶち当たる。

「ふ──ぅ……けっこういい感じね」

『『どこがだぁ！　頭の上かすめていったぞ！』』

　前線からの通信を無視し、アイリスは手元を見る。

『Cooling!!』

　言葉通り砲ほう身しん冷れい却きやくのため、その身が音を立て横に割れ、大きく口を開く。大量の蒸気とともに、青白い術式の残光がはらはらと宙に舞まい散った。
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『──Wait a minute!!』

　カウントダウンされる秒数の文字を見つつ、いちいち丁てい寧ねいに〝!!〟が付いているのを見て、

「テンション高めなのかしら……。人工精せい霊れいでも入れれば、かわいい声で言ってくれるのかなあ」

　少し自分の武器に愛着を持つアイリスだった。

　砲撃に勢いを増した戦場は学園側が押し返そうとするものの、その勢いを断つ者が現れた。




　　　　◆




　戦場と化した車道を悠ゆう々ゆうと歩く騎き士しがいた。

　隻せき腕わんの騎士、トーラー・ブランシェットはバリケードごと彼の影かげの戦車チヤリオツトで吹ふき飛ばしたD.S.T.の隊員たちを見た。

　無残に転がったバリケードのなかに混じって、まさにゴミのように、しかしまだ生きている者たちがいる。身体強化で防御ぐらいは出来たのだろう。

「…………」

　しかし、沈ちん黙もくの一いち瞥べつをもって、彼はそれ以上の行こう為いを止やめた。

　淡たん然ぜんと、行く。

　隻腕の狂騎士は、失した右みぎ腕うでに自分の影を纏まとわせることもせず、左に携たずさえた剣による体術主体での立ち回りのみ。時折、気が向いた、と言うように自分の足元から影の戦車チヤリオツトを噴ふん出しゆつさせ、周囲のD.S.T.隊員たちをなぎ払はらっていく。

　そうすることで、自分の内心の声を抑よく制せいする。

「──本当の相手は、まだ先だ。テメエラに構ってられるか」

　吐はき捨てる言葉は自分の刃やいばを向けるべき相手がいないことへ。

　喉のど笛ぶえに牙きばを立てるに値しない相手に、もはや呆あきれ返るように嘆たん息そくしつつ彼、トーラー・ブランシェットは戦場を歩いた。

　そんな彼の横に、教団員の兵が追いつく。

　兵士はやや焦あせった口調で、

「ト、トーラー様、何もこんな最前線にいらっしゃらなくとも──……」

　ァア、と目にも不快を露わに横に来た一人の教団員を睨ねめ付ける。

「ひっ──す、すみません」

　弁明しようとする教団員の胸倉を乱暴に掴つかみ上げ、

「何者にも、俺の楽しみを奪うばう権利なんてねえッ……!!」

　言葉ととも教団員を突つき飛ばし、トーラーは歩みを前に踏ふむ。

　ただ前に。

　これが戦場だ。ここが俺の居場所、生きる場所だ。

　それだけでもトーラーの魂たましいは沸わき立った。

　生物が本来あるべき場所へと帰るように、トーラーにとって帰き巣そうすべき場所は、此こ処こだ。

　戦せん闘とう狂きようにとって俗ぞく世せもなにも知ったことではない。

　だが悪あく魔まという部分に多分に自己のアイデンティティを持つトーラーにとってすれば、自己欲よつ求きゆうの最たる表れである戦闘欲は、自分のもっとも純じゆん粋すいな部分だ。

　ゆえに彼は他を欲ほつしない。他の何が無くても困らない。

　旨うまい料理がなくとも、人は斬きれる。

　娯ご楽らくは戦場に在り、他にない。

　温かい家庭は自分を縛しばる。

　ベリアルと言う銘めいを受けた一本の凶きよう剣けん。

　錆さび付いた鈍なまくらになって終わるなど、己自身が許さない。

　ゆえに日常の他一切は些さ事じどころか、彼にとってすれば、自分の剣けん身しんを曇くもらせる埃ほこりでしかない。

　こうして軍勢を率いることも、彼にとってすれば良いことだ。

　兵士たちの練度なんて関係ない。こうした単一の決けつ闘とうだけですまない、多角的な戦闘というのも、また自分の欲するところだ。

　そうとも、この相対もまた、自分の望むところだ。

「……良いカード切ってくれるじゃねえか」

　舌で自分の上うわ唇くちびるをなぞりながら、敵を見み据すえる。

　見据える先にいる人物には、少なからず覚えがあった。

　D.S.T.隊員たちの中から突とつ出しゆつして、一人自分の前に立つ者がいる。

　巨きよ躯くに合わせて作られたような、赤い色を放つ巨きよ大だいなバスターソード。それを手に正面に構える。細く臥ふせている目のなかには、明らかな抗こう戦せんの意思があった。

　たしか、と記き憶おくをたぐり寄せる。

「一色──、って名前だったか。直接会うのは、まだシドウのオッサンが生きていたあのとき以来か。既すでに懐なつかしく感じるからいけねえ」

「…………」

　こちらの言葉に、少年は何も言わない。

　ただし、剣けんの柄つかを握る手に力が込められたのは分かった。

　そこに込められた意志までは汲くめない。

　だが、トーラーにとっては自分の存在を知ってなお、真ん前に立とうとする相手の度胸を大きく汲んでいた。

　自信があるのか、ただの馬ば鹿かか。

　おそらく前者。それも何か出来る、ということを冷静に確信した上で出て来たのだろう。

「デートのお誘さそいは断らねえ主義なんでなあ──相手してやるぜ剣士」

「……元より断らせはしない」

　静かな言葉とともに、一色は下段に剣を構える。

　切っ先は後方に、身を前に傾かたむける。

　コイツとはすでにノイルが戦闘を行っているので、いくらかの情報は得ている。炎ほのおを操あやつる大剣を駆く使しする剣士。

　相手にとって不足なし。

　トーラーは自分の周囲に、影を浮うかび上がらせる。

　頸くびをもたげる蛇へびのように彼の影から湧わき上がった影は、鋭えい利りな刃と化し、触しよく肢しのように宙を跳はねる。

　それに合わせ、相手の手元の剣にも炎が宿る。剣身の継つぎ目からは既に炎が漏もれ出している。

　熱気に炙あぶられるように、チリチリと二人の間の空気を炎が焼く。

「「────!!」」

　影を繰る騎士と、炎を纏まとう大剣士の戦闘は突とつ撃げきから始まった。




　　　　◆




「トーラー・ブランシェットと一色が戦闘を開始したのね──」

　市街地の建築物の屋根上で、地形的な隙すきを縫ぬって学園への進攻を試みる教団員たちの迎げい撃げきに出ていた夕は、戦せん鎚つい・大おお月げつ判ぱんを握る手に汗あせをかきながら、北の戦局を見守った。

　自分とて思うところはある。

　何よりもあの性しよう悪わる騎士には一度、気絶させられるなんて苦く渋じゆうを味合わされている。

　だから、とここで私し怨えんに動くことも許されない。

　冷静な目で見て、戦局は６６６教団側に押され気味だ。

　なにより、これでまだ敵の盟主であるアスタロトが動いてないのだから、さらに戦局は絶望的だ。

　空に浮かぶ逆さか島じまを見る。

　島の中心部に据すえられた一城を思わせる巨大建築物。

　そこにいるだろう者がまだ出てきていない以上、安易に戦力を分散できない。

　夕も戦鎚を一ひと振ふり、アパートの屋根を踏み割る勢いで、学園の方に接近しようとしていた敵の一部隊へと奇き襲しゆうを駆かける。

　数は三人。南北の部隊を囮おとりに、少数での潜せん入にゆうを試みた部隊だろう。

　すでに先ほどから、いくつかの部隊と交戦し、これを退しりぞけている。建物への被ひ害がいを鑑かんがみれば、ここは身軽な近接戦闘術士たちが前へと出るべきだろう。

　新たな敵へと向かって、跳とぶように夕は距きよ離りを詰つめた。

「行ぎよう儀ぎが悪いわね！　正々堂々前から奪いに来なさい！」

「黙だまれ！　大義もわからぬ売女ばいため！」

　大層な言われようだ。

　しかし夕はそれを鼻で笑って、手近な一人に襲おそいかかった。

　大上段に構えた戦鎚を叩たたき下ろす。

　しなる鎚の先せん端たんは確かに、相手を捉とらえている。

　だが相手は反応した。腰こしに帯びた剣を抜ぬき放はなち、振ふり下ろした戦鎚の柄を確かに受けたのだ。

　金属をぶつけ合う甲かん高だかい音が響ひびく。

「やるわね！」

　声に相手は応じず、しかし動きで応こたえた。

「ッ──!?」

　そのまま一歩を前に踏み込み、開いている片手で柄を掴み、こちらの武器を封ふうじに掛かかったのだ。

　それを好機と見たのか、部隊のほか二人が、左右から夕に襲いかかった。

　抜き放った剣の軌き道どうはしかし、夕にだけではない。こちらの武器を封じている団員すら斬りかねない軌道だ。

「仲間ごと斬るつもりっ!?」

「「大義の前には多少の犠ぎ牲せいは！」」

　左右の二人が叫さけぶ。

「殺やれ！」

　そう叫んだのは、他でもない夕の動うごきを封じている教団員だ。

　大月判を押さえた兵士の背に剣が届くよりも先に、夕は動いた。

　前方の兵士の腹に右足を蹴けりだす、ゼロ距離からの強引な前蹴りで、大月判を押さえ込んでいた兵士を強引に引き剥はがしたのだ。

　教団員の身体からだが、剣を振るう二人の軌道から離はなれ、屋根の上に倒たおれ伏ふす。

　それを目視した上で、夕は動いた。

「こんのッ、馬鹿があ──!!」

　戦鎚の柄の端はし。そこを右手だけで掴むと、ハンマー投げを片手で行うかのように、頭上で一周振り回したのだ。

　戦鎚の軌道上にあった二本の剣は弾はじかれ、兵士たちの手から離れる。

「っ──!!」

　そこで初めて、彼らの動作に人らしい迷いが生まれた。

　一度、彼らは夕に対して距離をとると、ローブの中からさらに短たん剣けんを抜き放ち、ふたたび構えた。

「まったく──……」

　赤の双そう眸ぼうを燃やし、夕は正面の三人を見据える。

　爛らん々らんと、あからさまな敵意の視線だった。

「あんたたちの相手をしていると、本当にイライラするわね……」

　その時だ。

「!?」

　夕の視界の端に、その光景が入ったのは。

　光条の応おう酬しゆう。地から流星が宇宙に上がるかのように、幾いく本もの光が飛ぶ。

　術式砲ほう撃げきによる、連続射しや撃げきだ。

　南側の戦場、いくつもの光条が弾かれることで、周囲の建物を削けずり、または天へと昇のぼる。

　攻こう防ぼうの音の連れん鎖さは距離を詰め、ゆっくりとした微び々びたるものであったが、着実にこちらに近づいて来る。

　それが意味するところは一つだ。

「押されているの!?」

　夕の疑問に答えたのは、正面の兵士の一人だった。

「はっ──当然だ。あちらにはダンタリオン様がいらっしゃるのだから！」

　ダンタリオン？

　言われ、一いつ瞬しゆん繋つながらなかったが、夕もすぐに察しがついた。

「──ノイル・アテンド……」

　そこに少なからずの侮ぶ蔑べつの色が含ふくまれているのは、言うまでもない。

　アイリスはトーラーとノイル二人に裏切られていたのだ。

　彼女を騙だましたような人間、いや悪あく魔まを夕には当然ながら許せるはずもなかった。

　だが同時、夕は口元に微笑を得ていた。

「なら──大だい丈じよう夫ぶね」

　夕の余よ裕ゆうたっぷりの言葉に、眼前の教団員たちが絶句したのは、言うまでもない。

　顔の表情までも見えずとも、彼らの口がなんで、といった風に開かれているのを見て、夕は可お笑かしくて笑ってしまうのだった。

「あんたたちのところに、情報蒐しゆう集しゆうの偏へん屈くつ狂きようがいるように、コッチにだっているのよ。色々とマニアックなのが」

　信しん頼らいという言葉を胸に、夕は眼前の敵のみに視線を送った。

「私達を舐なめるな！」

　駆け出す。己の任を果たすために。




　　　　◆




　北の戦局が、剣士同士の戦せん闘とう開始とともに膠こう着ちやくしたと同時、南側では一方的な状じよう況きように陥おちいろうとしていた。

　道を進む６６６教団の軍勢。最前列には、長盾たてを構えた近接戦闘員が、その後方に術式砲撃の遠えん距きよ離り戦闘要員が構える。

　その様子はひとつの巨きよ大だいな生物のようだった。

「くっそ────」

　D.S.T.の隊員から、思わず声が漏れる。

　６６６教団の強引ともとれるこの攻こう撃げきを支えるのは、軍勢の中心にいる人物。

　侍じ女じよ服のスカートを戦闘の風になびかせ、片手に本を携たずさえた一人の女性だ。

「砲撃部隊、私が機先を制して崩くずします。その穴を狙ねらって下さい」

「「はっ」」

　ダンタリオンという名の悪魔を宿した女性、ノイル・アテンドはすでに自分の周囲に、彼女の固有能力、仮面舞踏会マスカレイドを展開。大規模術式ではなく、連射重視の間かん隙げきを縫うような砲撃で、正面で防ぼう御ぎよの構えを取るD.S.T.の軍勢を蜂はちの巣すにしていた。

　ノイルの前方を掃そう討とうするような術式砲撃をカバーしようとすれば、今度は６６６教団の団員による大規模砲撃に留意している間がなくなる。

　それを支えているのも、悪魔である彼女の能力にほかならない。

「試すまでもないですね」

　古典的な戦法だが、この場合は自分がいるので十分な効力を発揮している。

　相手とて平へい凡ぼんではないが、それでも異常の域にまでは達しない。

　それこそ自分の相手をするならば──。

「Witch craft-arms起動ッ!!」

　──ある程度、異常ですらなくてはならない。

　声に、ノイルがはっとD.S.T.の軍勢のなかを見た。

　バリケードから一歩進んで前に出たのは、魔ま女じよ帽ぼうを頭に載のせた少女だ。

　前を見み据すえる魔女が手にする機械の箒ほうきを振るうと同時、それは来た。

　彼女の周囲の空間が歪ゆがむ。

　魔女の喚かん起きの声に応こたえ、機械の眷けん属ぞくが周囲に展開されていく。

　道の中心に立つヱーファの左右に展開した武装は道みち幅はばをすべて黒鉄色で埋うめ尽つくした。

　機関を喚よべば、そこから砲ほう身しんが伸のびる。数にして数十は下らない、兵器群。キャノン砲ほう、ガトリング砲、リヴォルヴァーカノン、チェーンガン、連装ロケットポッド、榴りゆう弾だん砲、迫はく撃げき砲、ロケットランチャー、術式砲撃用媒ばい体たい各種──。

　この世の兵器という兵器のありったけを詰めこんだ、見本市がそこにあるようだった。

　ずらりと整列した兵器の群れの中央、一人要よう塞さいと化した少女は言う。

「安心してね、術式砲撃・実じつ弾だん、両方非殺生用の捕ほ縛ばく術式にしてあるから！」

　もはやそこまで行くと、命まで捕とられそうだと思ったのは、なにも６６６教団のほうだけではない。

　魔女は笑みの顔でこちらを捉えていた。

「下品なものね……」

「言ってくれますね。これでも本職は航空戦なんですから。あらゆる戦場に対応してこその魔女ですよ」

　ぬけぬけと、思いながらノイルは前へ出た。なにも教団員たちの中から抜けることもないのだろう。だが、あの兵器群を相手にして、軍勢が無む駄だな被害を受けることもない。

　笑みでノイルは告げた。

「では、私がお相手しましょう。無駄な兵器群を薙なぐ程度、私で十分でしょうし」

　侍女服のスカートの端を摘つまみ、敬うや々うやしく腰を折る。

「そうですか。ならば──!!」

　魔女の言葉とともに、砲身群すべての口が正面を向く。

　狙いは当然、こちらの軍勢だ。

　くく、とノイルは自分の喉のどを鳴らす。

　良い。良い相手だ。先の戦闘での、八劍姫也やアイリス・リンドヴルムに相対したときのような、そんな胸中の躍やく動どうを感じる。

　だから、と彼女は声を上げる。

「いいでしょう！　いいですね！　受けて立ちましょう！　この世の兵器が、私にどれだけ通用するのか、私も試したいところです！」

「じゃあ正々堂々──」

「ええ──」

　起動の合図に、唸うなりを上げる機械群に応じ、ノイルも道一杯ぱいに仮面を展開。

「「撃うち合いましょう！」」

　道一帯を埋め尽くす、仮面の軍勢と兵器の軍勢。

　機械の唸りと、仮面たちの口に術式砲撃の光が灯ともるのは同時。
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「「総員退たい避ひ──!!」」

　両軍に出された退避勧かん告こくは、各軍の司令格の人間のものだろう。

　焦あせりを帯びた叫びが、両軍に向けて放たれた、その声を合図に。

「「ハハハハハハハハハハハ!!」」

　二人のトリガーハッピーの声を、砲ほう火かが掻かき消した。




　　　　◆




　北で黒の影剣と炎ほのおが舞まい上がり、南で弾だん丸がんと光条が飛び交う。

　其それを天に置いて仰あおぎ見ながら、アスタロトは自らに与あたえられた王座とも言うべき部屋で一人ただ戦せん況きようを見守っていた。

「ベリアルにしても、ダンタリオンにしても、実力者だというのに自分の興味が最優先というのはいただけないところだ……」

　それをまとめ上げるために、自分がいるのだとすれば、仕方ないとも思うが。

　無ぶ聊りようを託かこつ──、とはこういうときに使うのであろう。

　精せい巧こうな顔に浮うかんでいるのは、呆あきれた様子ではない。

　眉まゆ根ねを詰つめたアスタロトの表情には、言葉以上に心中から溢あふれだした感情が浮かんでいた。

　怪け訝げん、と評するには強すぎる。

　彼の思考は、もはや怒いかりすら覚えていた。

　自分の部下に当たる二柱の悪魔に対してではない。

　無駄だと、無理だとわかっていて、どうしてわざわざ怪け我がをしに行く道理があろうか。

　我々に必要なのは八劍姫也、その身み柄がら唯ゆい一いつ其れのみ。

　だというのに、相手はワガママともとれるアイリス・リンドヴルムの言葉を皮切りに皆みんなが戦場に赴おもむくという選せん択たく肢しをとった。

「……何な故ぜだ」

　傷つくことを厭いとうのは、人間として、否、生物として至極当然なことだ。

　ならば渡わたせばいい。彼を渡せば、一切に危害を加えるつもりがない、というのは本心だ。

　世話をしてやると言い聞かせているのに、駄だ々だをこねる幼おさな子ごを思わせる、そういった類たぐいの苛いら立だちだ。

　悪あく魔ま崇すう拝はい、魔ま神じん信しん仰こうと言えば、真っ先に浮かぶのが〝狂きよう気き〟だろう。

　気持ちは解わかる。下の戦場でまさにデモニッシュとでも言おうテンション高めに遊んでいる二柱の悪魔を見れば、あれを狂気と言わずして何と言おう。

　だが、と自分を見つめなおす。

　自分には責任がある。

　一柱の魔である前に、自分は彼らを率いねばならない。

　それは世界各地に点在する６６６教団の各方面軍を預かるものの責務だ。

　必要なのは力を知らしめるだけに至らない。

〝迫はく害がいされない世界を──〟と望む者がいる以上、啼なく者がいる以上、力持て崇あがめられる者には義務が発生する。

　大義という名の責任。

　ならば果たす。この力が望まれるなら、私の居場所は此こ処こなのだから。

「──だから招かれざる客には早急にお帰り願いたいのだがな」

　アスタロトのつぶやきは、独り言ではない。

　彼の言葉の先、いつの間にか広間に立つ者の姿があった。

　闖ちんに入ゆう者は微笑を浮かべ、応こたえる。

「まあやることがないのでね。教員はD.S.T.の隊員ではないし。僕だってやることと言えば、君たちの戦闘後の処理だから」

　広間にいつの間にか姿を現したのは、切れ長の双そう眸ぼうを戴いただく青年、そう見えた。

「オリエンス──否、今は東あずまと名乗っているそうだな」

　アスタロトは怒りを伏ふせた視線のまま、何故此処に、といったことは一切聞かない。突とつ然ぜんの闖入者に驚おどろくこともせず、彼はむしろ既き知ちの旧友を迎むかえいれるような態度だった。

　広間に現れた者、京学園学園長、東はいつも通りのスーツ姿で、やはり懐なつかしむように　万魔殿パンデモニウムの大広間を眺ながめていた。

「相も変わらず、殺風景な部屋だ。よくここで我が慢まんできるねアスタロト」

「何を言うかと思えば。お前が名に従い、この場を支配してくれていれば、私とてこのような場所に出向かずに済んだというに」

　声には多少の怒りを含ふくんでいた。

「──────」

　わずかな沈ちん黙もくの後、二人は向かい合う。

　対極に立つ者のように、東は余よ裕ゆうの笑みで正面の盟主を見つめ、玉座に腰こし掛かけるアスタロトは侮ぶ蔑べつするかのような視線で東を穿うがつ。

「何故だ──」

　自問するかのような小さい声で、アスタロトは疑問を放った。

「なぜ貴様は彼奴きやつの存在を隠かくしていた」

　その言葉に、やはり余裕を崩さず東は頸くびを振ふって答えた。

「答えは簡単、君たちに教える義理がないからさ。悪いが僕は君ほど世界をどうにかしようなんて考えてないから」

　その答えに、アスタロトは言葉で返さなかった。

　かわりに、不可視の力が走る。

　叩たたきつけるように床ゆかを破は砕さいする力は、トーラーに対して放ったものと同じ。

　蛇だ行こうして放った力は、しかし東のすぐ足元で止まる。

　見れば、東のすぐ眼前、そこで不可視の力は止められていた。

　東の眼前、わずかに一〇センチという距きよ離りのそこに、透とう明めいに見える何かがあり、またそこに忽こつ然ぜんと発生した炎との鬩せめぎ合いに、力は止められていた。

「やめてくれ、と言おうか。僕と君が争えば、それこそこの辺り一帯を焦しよう土どにしなければならないからね」

「赤い蛇オリエンス……悪あく魔まのお前が、何故人間などの肩かたをもつ」

　腕うでの振るいを以もつて、東は力を軽く薙ぐよう払はらうと、笑みを浮かべ告げた。

「ダンタリオンから聞いてない？　それは僕の意思に従った結果だ」

「──意思？」

　オウム返しに、アスタロトは東に問いを放つ。

　詰められた眉根、彼の表情に常の余裕はなく、今は怒りに震ふるえるように東を見ていた。

「アスタロト。意思とは、なんだ？」

「……事を成そうとするとき、その根幹に据すえられるもの。言わば欲よくだ」

　その答えに、東は頸を横へと振る。

　違ちがう、と。

　いいか、と彼は先置くと、

「意思は存在の根源を支えるもの。それが心中で確かに、窮きゆう地ちだろうと翻ひるがえらぬものとなり、心の中で塊かたまりとして凝か固たまってしまったもの──」

　静かに、東は言い放った。

「──それが魂たましいとなる」

　そのまま彼は、アスタロトに言葉を挟はさませることなく、言葉を続けた。

「下の──、いや、上にいる彼らにとって、魂が許さなかったんだよ。八劍姫也を、自分たちの仲間を渡すことは」

　そう言う彼の視線は、こちらにはなかった。

　天てん上じよう、天地が逆になっていることで、空にある大地では未だ戦せん闘とうが繰くり広げられている。

　そうとも、無む謀ぼうだ。

　二柱もの悪魔を投入し、此処にはまだ自分が残っているのだから。

「だからどうしたという……お前が私の邪じや魔までもしないかぎり、彼らに勝利はない」

　こちらの言葉に、そうだな、と納得した上で東は空にある戦場を見ることを止やめない。

「そうだなあ。確かに、僕は君を倒たおそうなんて思わない。それこそ一苦労だし。だけど、何故かな……ひとつ大きな確信があるんだよ」

　東は視線をアスタロトに戻もどす。

「アスタロト──君は八劍姫也に敗れる」

「ハッ──傷心に腑ふ抜ぬけ、更さらには私に為なす術すべもなく打ち伏せられた少年に？　私が負けるだと？　贔ひ屓いきもほどほどにしないと、冗じよう談だんにもならないぞ！」

　こみ上げてきた嘲ちよう笑しようをそのままに、アスタロトは正面の男に声を放つ。

「来るさ。ヤマタノオロチでなく、D.S.T.日本本部の兵士でもなく──彼が来る。八劍姫也として、己の魂にしたがって」

　意思。魂。またそれか。

　内心に沸わくものに、ひどい苛立ちを覚えアスタロトは怒りの表情に露あらわにする。

「お前の言う意志は、しかしそれは彼らの意志であってお前の意志ではない」

　もはや言うべきことは言った。そう言うかのように、アスタロトは背を返していた。

「彼らの意志に依い存ぞんしているだけだ。お前の意志はどこにある？」

　背を翻し、東は広間を後にする。

「意志なき力は存外脆もろいぞ？」

　一人残された間で、アスタロトは拳こぶしを握にぎりしめていた。
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　─────。

　姫也がいるのはひょっとすれば、ただの夢かもしれない。

　そういった場所だった。

　白く白い。どこまでも白に染め上げられた世界。

　だが今、自分の目の前には、そんな世界においてただひとつ、黒い染みのようにこびりついて離はなれない者がいた。

「────八劍姫也」

　紛まぎれもなく、前に立つのは姫也じぶんだった。否、正確にはそうじゃない。

　自分の中から悪や罪などを抽ちゆう出しゆつした存在。

　自分が悪だとしている部分が這はい出して来たかのような──。

　揺ゆら々ゆらと乱れた髪かみは揺ゆれ、しかし敵意に満ちた赤の目が確かに姫也を見ていた。ダンタリオンのコピーとは違う。これは──。

「俺自身だよな……」

　まるで、八岐ヤマタの力を解放したときのようだ。

　黒の姫也はこちらの自覚に満足したのか、犬歯を剥むき、獰どう猛もうな笑みを見せた。

『オマエは────』

　声は自分のもの。

『──やはり大罪人だ』

　ぞくりと、背筋を撫でるような感かん触しよくが過よぎる。まるで鋸のこぎりでぞりぞりと心臓を撫でられているかのような不気味さ。自分の罪。それを認めさせようと、姫お也れは言うのだった。

　自分の顔で、アイリスの顔で、夕の顔で、ゼナイドの、ヱーファの、一色の、トマスの、アーデルハイトの、東の、トーラーの、ノイルの、アスタロトの顔で言うのだ。

　心を蝕むしばもうと、言葉は剣けんを胸に突つき立てようとする。

　確かに。

　トーラーと戦い、俺はアイリスの過去を認めた──。

　イオンと戦い、俺は自らを自らだと認めた。他の何もかもを──。

　そして今、彼は知らされることとなる。

　自分とはかけ離れた場所で、自分が貶おとしめられるという事実を。

「自分が犯したわけでもない罪にっ、何な故ぜ俺が怯おびえねばならない！」

　歯は噛がみして、姫也は自分自身に言葉を投げた。

　黒い自分はしかし、一向に動じない。

　むしろ、乗ってきやがったと言わんばかりの嘲笑を放った。

『それは詭き弁べんだろう。逃にげるつもりか！　過去の大罪人があってこそ今の貴様がいる！　過去なくして現在なくして、何故未来があるか！』

　自分自身の声がさらに叫さけんだ。

『お前は自分の過去に責任を負わねばならない！』

　それが今のこの世に生きるということだろう。

『おお前れは人殺しの血を引くものだ！　お前とともにあるものだ！　そうだろう!?　今いま更さら見捨ててくれるなよなあ！　力は常にテメエと共にあったんだから！』

　心に牙きばを立てるように、黒い姫也は続けた。

『テメエが目を逸そらそうと！　お前はお前以外の何者でもない！　これもテメエの言葉だ！　詭弁だな！　だったら何もかも背負え！　罪も感謝も一いつ緒しよくたに飲み込んで見せろよ！』

　アイリスを傷つけ、母を追放し、しかし再会を果たし、許され──今はこの場所がある。走馬灯のように駆かける思いに姫也は今こそ自分に対して叫んだ。

「なら俺は過去に感謝しよう！」

『!?』

　言葉に、初めて驚くように黒い姫也は眉まゆを寄せた。

「過去なくして、現在はない！　ならば今自分がいるというこの事実にどうして、恨うらみを覚えようか！」

　はっと自分が笑う。

『無理すんなよっ、出来るのかよテメエに!!』

　ああ、出来るさ。出来るとも。

「後こう悔かいなんて、いつでもどこでも出来る。そんなもん皆みんなに備わっている機能だろうが！」

　心は常にある。力の方向を決めるのは、いつだって心なのだから。

『後悔しながら？　出来っこねえよ！　それが出来ないからお前はアイリスとの過去を一度捨てたんだろうが！』

　流石さすがは俺、痛いところを突いてくれる。

「だが今は一人じゃあない！」

　我ながら臭くさいセリフだと自じ嘲ちようを覚える。

「俺は進む！　後悔なくして、過去を無いものとして一時は失いかけた！　今の自分を力のせいにしておいて！　お前のせいにして逃げた！　だから俺は──」

　そう、だが俺が、八劍姫也という存在が今此こ処こに居るということも、力あってこそだ。

「八岐の力に感謝しよう！」

　声に震えはない。むしろ笑みすら漏もれだしていた。

「今の自分が好きなところで、好きなことをするために！」

　過去なんていくらでも払ふつ拭しよくしてやる。

『積年の恨みが一日やそこらで払拭できると思ってやがるのか!?』

「いつの時代だ二千年前!?　紀元前？　知るか！　百年前だって明確に把は握あくしていないんだ！」

　姫也は諦あきらめない。其それは今があるから。

　変えがたい自分。何物にも代えがたい何もかもを。

　それでも守るために。どう言われようと厭いとわれようと。

　傷つけられることになっても姫也にとっては大切なのだから。

　だから、

「来いよ」

　姫也は黒い自分自身、否、自ら悪だと断じて来た自分の力に向かって歩みを進めた。

　認めるのではない。立ち向かうのでもない。

　横でも前でもない。力は己とともにしか有り得ない。

　力それは己自身なのだと。力を認めるのではない。

　受け入れろ、力それはお前だ。

　姫也は自身と向き合う。

「だから俺は力を振ふるおう！　俺のこの場所を守るために！　俺はッ──俺の暴力を振るう！」

『────バカが』

　黒の自分は、獰猛な笑みを浮うかべ、しかし霧む散さんする。

　何を言うでもない。わかっている。

　今こそ姫也はわかったのかもしれない。

　自分の意志はいつも一つだったことに。

　護りたい、ただそれだけだということに。




　　　　◆




　確かな手応えに、自らの手を握り返しながら、姫也は上半身を起こした。

　自分の寮りよう室。

　だが、いつもと、違ちがう。

「起きたなら行きなさい。皆が待っているわよ」

　覚かく醒せいした姫也を待っていたのは、ベッドの傍かたわらに腰こし掛かけて、こちらを見下ろすアーデルハイトの姿だった。

「先生……」

　そして、姫也は彼女越ごしに空を見る。

　窓から見える空に聳そびえる、天地逆転した島。

　その意味を新たに噛かみ締しめ、そこにいるであろう者を思い、

「往いく」

　自分の場所は誰だれかに与あたえられるものではない。

「戦局は傾かたむいているし、今まさに校門前まで教団の方の軍勢が来ているわ」

　大切ならば、守らねば。

「急ぎなさい。そこにアイリスもいる」

　頷うなずき、姫也は部屋を後にする。

　大切な何かを、心の底から愛する何かを護まもろうとする気持ちを以もつて振るわれるならば──振るわれる暴力は、きっと暴力ではなくなる。




　　　　◆




「っ──くぅ」

　学園前で防衛に出ていたアイリスは、他の戦場同様に苦戦を強しいられていた。

　砲ほう撃げき舞まうなか、敵は一切を無視して走る。

　ここは最終防衛ラインだ。そう簡単にやられるわけにはいかない。

　南北の戦場の勝敗は確定こそしていないが、陣じん形けいは今や総そう崩くずれだ。

　すでに南北の防衛戦から溢あふれだした敵の軍勢は、学園前にまで押おし迫せまっていた。

「アイリス！　コレ以上は！」

　脇わきに構え、弾だん倉そう交こう換かんをするクラスメイトの声はひどく切せつ迫ぱくしていた。

　たしかに、誰かを守るために戦場に来たとは言え、それが死んでいいと同義なはずがない。やるべきことは、やろうと誘さそったものがやるべきだ。

　そうでしょう。誰にともなく心中で問いかけ、アイリスは前へと出る。

「アイリス──!?」

「私が前に出るから！　皆は今のうちに補給を！」

　後ろの級友たちに声を放ち、アイリスは言葉通りに実行した。

　手のなかに収束させる光。ドラーヴェの砲ほう身しんだってすでに限界だ。クーリング要よう請せいのアラームがさっきから鳴り止やまない。もう何発撃うったのかも覚えていない。

　術素の変へん換かん時に副次的に生じる熱に、手はすでに焼けつくようだ。

「だけど──まだまだあ！」

　見み据すえる敵に、術素の収束砲ほう撃げきを連射する。

　剣を携たずさえ、身を低く走る黒衣の軍勢。その様子に、しかしアイリスは内心で笑みを得た。

　いつかの公園での出来事のようだったからだ。

　あの時は自分が守られる側だった。

　だが、今は違う。自分にだって出来ることがある。

　思い、強く足を踏ふむ。

　さらなる威い力りよくを以て砲撃しようとしたそのとき、いつの間にか横合いから接近していた兵士が視界にようやく入る。

　まずい──。

　正面に集中しすぎた。

　術式砲の反動で、自分は簡単に動ける体勢じゃない。

　────。

　刹せつ那なという時間で、相手が来る。手をかけた剣けんの柄つかは抜ぬき放はなちざまにこちらの首元を狙ねらったものだ。このまま薙なげば、剣は確かにこちらの喉のど笛ぶえを掻かき切るだろう。

　それこそ、死だ。

　いやだ。だが、そんなアイリスの思いに反して、剣は止まらない。

　いやだ。死が、迫る。

「────ッ!?」

　だが、アイリスに剣は届いていなかった。

　自分に襲おそいかかって来た兵士は今、なぜか宙に浮いている。

　そのまま、教団員は二転三転。まるでサッカーボールか何かのように、無様に転がっていく。まさに蹴け飛とばされたかのように。

　誰が、とアイリスが疑問を宿したときだ。

　声は風を伴ともなって来た。

「──待たせた」

　着地した彼は、どこか明るい声で短く告げる。

　拳こぶしを握にぎりこみ、自分の存在を確かめるかのように、黒くろ髪かみ琥こ珀はく眼がんの少年は、力の宿った目で、確かにこちらを見返していた。

　嗚あ呼あ──来てくれた。

　胸中に湧わいた熱い感情が、不意に解ほどけた緊きん張ちようとともに、目め端はしから溢れようとする。

　アイリスはそれを必死で抑おさえこみ、きっといつもの目で目の前に立った少年に告げた。

「遅おそいのよ──姫也ッ!!」

　声に、八劍姫也は笑む。




　　　　◆




「そうか──」

　起きてしまった、とアスタロトは玉座から立ち上がる。

　今一度行こう。行って叩たたきのめして、それで終わりだ。

　そうすれば晴れるだろうか。

　無む性しように彼のことを疎うとましく思う、この胸の感情も──。




　　　　◆




　北の戦場は、周囲一帯の地形を変えてなお、とどまることを知らなかった。

　黒の剣けん閃せんが駆かけ巡めぐれども、それを炎ほのおの燃える大剣が叩き斬きる。その繰くり返しによって、周囲一帯はもはや原形を留とどめず、切り刻まれた角ばった廃はい材ざいの山と化していた。

「けっこうやるじゃねえか！」

　黒の影かげ剣けんを自身の周囲にぬらぬらと、触しよく肢しのごとく幾いく本も掲かかげ、トーラー・ブランシェットが敵を見る。彼が見るのは、瓦が礫れきの山のなか、片かた膝ひざを突き大剣を立てて身を支える一人の少年だ。

　一色は息荒あらく、正面の悪あく魔まを見る。

「ど──したどうしたあ、その程度でネをあげんのか？」

「……だれがっ」

　息を深く吐はき出し、一色は立ち上がる。

「……姫也のやつにやられるような悪魔に、俺が負けるわけにはいかん」

　ぎちり、と歯を噛み締め、一色は立ち上がる。

　正直、分ぶが悪い。なんだか最近は剣けん士しの相手をするとロクなことがない。

　アーデルハイトの相手をしたときもそうだ。実際、あの戦せん闘とうは一か八かに賭かけ、分の悪い賭けに辛かろうじて勝った、いや勝ったかも怪あやしい勝利だった。

　一息吐いて、一色は緋ヒ々ヒ色イロ金カネ之ノ剣ツルギを掲げる。

「まだやんのか？　俺としちゃ大だい歓かん迎げいだがよ」

　こちらを笑うトーラーの言葉とともに、やはり満まん身しん創そう痍いのこちらを嘲あざけるように触肢たちが騎き士しの周囲で踊おどる。

　まだだ。まだ使っていいわけではない。

　緋々色金之剣とて万能ではない。すべてを蹂じゆう躙りんする炎の力は燃焼するという特性上、当然ながら常に大気中の酸素や自身の術素を糧かてに燃え上がる。

　強力な分、燃費が悪い。

　それもまた一色の日々の生活に大きく影えい響きようを及およぼしている。

　一帯をなぎ払はらうような、強力な一いち撃げきはタイミングを見誤ることは許されない。この先、トーラーを倒たおしても戦闘がまだ継けい続ぞくするであろうことを考こう慮りよすれば、なおのこと。

「そうかい。だが、俺としちゃ防戦一方の相手を嬲なぶるのも飽あきてきたところだ」

　来る。トーラーの言葉に、殺気が、狂きよう気きが乗る。

　獣けものじみた笑み、その視線がこちらを捉とらえた。

　身をわずかに屈かがめ、敵が来る。

　そのときだ。

『────一色、あとは任せてくれ』

　通信機から告げられたのは短い、ただそれだけの声だ。

「────」

　一いつ瞬しゆんそれが、誰なのかを思い、そして来たか、と思い、故にもはや手加減の必要もなくなったと一色はほくそ笑んだ。

「ああ？」

　その一色の様子を余よ裕ゆうととったのか、トーラーが顎あごをしゃくってこちらを睨にらみつける。

「悪かったなトーラー・ブランシェット……」

　騎士に一色は一歩を踏んだ、だらりと剣は提げられたまま。

　はたから見れば、戦闘をする気もなさそうにすら見えた。

「……戦う気がねえなら、俺の前から退どけ、そして失うせろ」

「そうもいかない。アイツが自由に戦うためには、お前は邪じや魔まだ」

　静かに淡たん々たんと言った一色の言葉の意味するところ、それを悟さとったのか、ベリアルが身を落とす。

「そうか──ならさっさと決着をつけて、俺は行かないとなあ」

　笑みに浸ひたる騎士は、ついに剣を閉じた。

　無む作さく為いに自分の周りに展開していた剣を、折りたたむように自分の足元に納刀した上で、自分の右みぎ腕うでに新たに剣を生み出した。

　黒剣。一色の緋々色金之剣に勝まさるとも劣おとらない、そんな巨きよ大だいな一ひと振ふりだ。

　トーラーの身の丈たけほどはありそうな影の巨剣は表面をざわつくように波立たせていた。

「これはアイツ用に使うために取って置きたかったんだがな」

　影で形成した腕から直接剣が生えているわけではなく、たしかに右腕が影によって象かたどられ、さらにはしっかりと剣からは柄が生え、影の腕が握っていた。

　刃やいばのようなもの、ではもはやない。

　まごうことなき剣を影は成していた。

「──奇き遇ぐうだな」

　一色は言葉とともに、自分の眼前、足元に切っ先を向け、緋々色金之剣の切っ先を地面に突つき刺さした。

「俺も手数ではアイツに敵かなわないからな。それに手数では以前、うちの担任にも敗まけたばかりでな」

　言いつつ、一色の手元の赤の剣に炎が宿る。もはや刀身が燃えているようだった。

「展開──」

　言葉に、緋々色金之剣が割れた。

　巨大なバスターソードを形成していた刃じん片ぺんが、幾重も散り──しかし地面に落ちはしなかった。弾はじけ散った刃の欠片かけらは、回る。

　主である一色の周囲を飛び、舞まう。

「緋々色金之剣、一いつ刀とう多た刃じんノ型かた──」

　知っているか、とこちらを窺うかがうように身構えた黒の騎士に問いかける。

「うちの担任曰いわく、大剣の一番嫌きらうものは手数だそうだぞ」

「なら制してみろよ！　戦場を制して初めて剣士の正しさは証明される！」

　互たがいに武装の趣おもむきを先ほどとは逆転し、黒の大剣士に赤の刃片を纏まとった一色が襲いかかった。
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　妙みような感覚だった。

　京学園のグラウンドで、姫也は相対していた。

「…………」

「…………」

　一対一。遠鳴りに聞こえる戦闘の鬨ときの声も何もかも、ただ今は耳をかすめて行くだけだ。

　一人は詰つめた赤い瞳ひとみで。

　一人はもはや嘲るような真ま似ねもしない、彼の清せい廉れんな銀ぎん髪ぱつを風が撫なで付けたときだった。

　赤の瞳に、アスタロトの姿だけを映して、姫也は立つ。

　土の地面に、足をしっかり立たせ。

　数時間前に自分が倒れ伏ふしていた場所に。

「ひとつ聞いていいか？　なぜお前は神を討とうとするんだ？」

「決まっている同どう胞ほうがそれを臨んだからだ」

　他に何があろうかと、アスタロトは言った。

「我々は皆みんな何かしらの理由を以て迫はく害がいされた者だ。異能のなかの異能」

　言いたいことも言っていることも、姫也にはわかる。

「獣けものは食う。そして子を生なし、育て、眠ねむり、その繰り返しを以て一生を終える」

　必然だ。それが彼らの性しよう分ぶん、本能なのだから。

　本能。意思の顕けん在ざいだとかそういったものではない。

　それは人の在あり方。

　生来持って生まれた性格。

　生き物として、すでに違ちがう、と言いたいことは理解できる。

「だがなあ──」

　なにをするにもそこには意思がある。

　俺にも、お前にも。

　家か畜ちくでも獣でもない。人じゃあなかったとしても、俺達には意思があり、心がある。

「だからこそこうして誰だれかを愛しもする、なにかを護ろうと誰かと戦いもする」

　だが、と姫也は正面に立つ悪魔に聞いた。

「だが、お前はなんだ？」

「──なんだ？　とは？」

「確かにお前には力が有る。過去に迫害を受けてきた、そして結果的に今の地位にある。今の地位に就ついたからこそ、今のお前には人がついてくる」

「なにを──」

「そして彼らに請こわれたからこそ、お前は今の場所が大事なんだ」

　そうとも。アスタロト。いかに悪魔だろうとコイツはある意味、姫也となんら変わらない。変わらないとも。だが、

「お前はあいつらに自分の意志を依い存ぞんしているんだよ。お前はどこにある？」

「────ッ」

　アスタロトの顔に、苦痛の色が滲にじんだ。

「彼らを導くのが、僕の意志だ！」

「裸はだかになったお前の意志があるように俺には見えない」

　なるほど、と姫也は思う。

「ああ──そうかアスタロト。お前は、空っぽなんだよ」

「黙だまれ──!!」

　声とともに、姫也に不可視の重圧が来る。




　　　　◆




『うわぁー姫也常道っちゃあ常道だけどさ……』

『外げ道どうすぎっだろ精神攻こう撃げき』

「まああいつもだったらのしつけてやり返すハンムラビ法典やからな」

「ゼーちゃんここで一言」

「鬼き畜ちくな姫也も……ステキ」

「「………」」

「キュンキュンするの」

「「さーて戦せん闘とう戦闘！」」




　　　　◆




　グラウンドで始まった戦闘。しかし姫也は冷静だった。

　アスタロトの用いる不可視の圧力。それだけならば、種はわからずともその対処法だけは先の一戦から学んでいた。

「ッ──!!」

　それはアスタロトにとっても意外なことだったのかもしれない。

　しかし姫也にとってすれば、それはとても簡単な真似だった。

　赤の色が滾たぎる姫也の瞳。すでに八岐の力は使用されている。

　足早にアスタロトの方へと駆かける。

　が、姫也にはもはや不可視の重力は、不可視ではなくなっていた。

「お前の用いているものは圧力ではない」

　眼前、攻撃を避よけている姫也に対し、驚おどろくようにアスタロトが目を見開く。

　姫也にとってアスタロトの攻撃を避けている、という実感が確かにあった。

　答えは直すぐ側にあった。風だ。

「風圧。圧力に押されれば、風が生まれる。自然神たる俺にとってすれば、避けるのは造作も無いよな！」

　先の一戦時には、意識を削そがれ気付かなかったことだ。

　だが、確かに感覚は捉えていた。

　受けてみて初めてわかる物もある。

　風が起これば耳が大気の鳴る音を聞くし、肌はだには風の撫でる感かん触しよくがある。それで十分だった。

「ッ──いや、むしろ先の一戦が簡単に行きすぎていたからね」

　そんな姫也にアスタロトは苦々しく呟つぶやく。

　悉ことごとくを回かい避ひするのは、さほど難しくない。

　何があるのかはわからないが、感覚を統合すれば、不可視の力は巨大な鞭むち状のものだ。

　高速で叩たたきつけようとすれば風を切る音もする。

　それを頼たよりに、姫也は回避し、そして──。

「クシナダ──」

　一本目のクシナダを頭に展開させた。

　風が唸うなりを上げる。

　エンジンのギアを変える。

　勢いを増した風を、しかし姫也はただ攻撃に使うことはなかった。

　今度こそ、と姫也は一歩を踏ふむ。

　走破すべき距きよ離りは数十メートル、だが先のような愚ぐは犯さない。

　回避を交まじえるために歩ほ幅はばは小さく、焦あせらずと自分に言い聞かせるように、感覚は鋭えい敏びんに尖とがらせ周囲に張る。

　何のことはないといえるほどの余よ裕ゆうはない。

　だがそれでもその速度についてこれるほど、攻撃の連打は出来ないようだった。

　だから、と速度を欲ほつして身を前に。

　踏み込む。

　風は跳ちよう躍やくと回避に。

　しかしそれは単純な回避行動に終わらない。

　速度を以もつて跳躍したところを狙ねらって、打だ撃げきが来る。

　それを風で、盾たてとして層を作るように自分と打撃の間にクッションを作る。

　力の向きを変へん換かんさせ、受ける向きを前に。

　姫也の意思通り、風は不可視の圧力を利用して、尚なおも身を前に飛ばした。

「アスタロトォオ──!!」

　声に、アスタロトが右みぎ腕うでを振ふりかぶった。

　来る。

　風が告げる。不可視の打撃は正面だ。

「いかに解っていても、こればかりは受け止められんッさあっどうする!?」

　アスタロトの言うとおりだ。

　バカ正直に真正面から受け止めれば、体は耐たえ切れず後ろに逸それるだろう。そうすれば追つい撃げきの間をアスタロトに与あたえてしまう。

　いかに感知できようと、それは回避までだ。

　防ぼう御ぎよは先に打ち伏せられたように、どうあっても姫也には対たい抗こうしきれないだろう。

　だからと言って、このまま下がるわけにもいかない。加速した体を後ろに飛ばしなおすには速度が速すぎる。

　だから、と姫也は行動に移した。




　　　　◆




　アスタロトは自分の打ち出した直線の攻撃に、姫也が打ぶつかるのを見た。

　あとはただ落ちたところをまた叩きつけ、ひれ伏せさせればそれで終しゆう了りようだ。今度は容よう赦しやもしなければ情けもかけはしない。

　終わりだ。

　打撃が抜ぬけるのを、アスタロトは確かに見ていた。

　──抜ける。

　そう、姫也は打撃を受けた。が、違う。

　その体はアスタロトから見て前方。

　突とつ撃げきを行う彼にとってすれば後方へと身を飛ばすはずだ。

　しかし、姫也は確かに回避していた。

　二転三転、と彼は回る。

　自分の体を直線の打撃に沿わせるように、だ。

「先程までと同じ方法でッ──」

　打撃の直前に、姫也はおそらく身に纏まとわせた風で、自分の体を回したのだ。

　あとは不可視の圧に対し、今まで通り風をクッションにして一度受け、体は側面に。

　そして、受け取った力に背そむくことなく、姫也は飛んだ。

　上。跳躍した姫也が拳こぶしを振りかぶる。

「っ──」

　ガードは間に合わない。アスタロトはそこで初めて、動く。

　もはや不可視の打撃が見切られているというのなら、不可視である必要もない。




　　　　◆




　打撃を加えようとした姫也は、アスタロトの体へと突つき出した拳が、おかしなものに止められていることに気づく。

　──翼つばさっ!?

　それは白い羽だった。

　だが、異変はそこで終わらない。

　姫也の左側、宙にぽっかりと黒い穴があった。

　いつの間に、という疑問とそれが大顎あごを開けた蛇へびのような生物であることに気づくのにはやや時間を要した。

「ちぃッ──」

　姫也は空中で強引に身を回した。

　下半身を無理矢理に回すように、体を空中で捻ひねる。

　そうすれば、体の構造上、下半身が回り、腹が、肩かたが、と体はしたがって動く。

　無理矢理にその生物の横っ面つらに打撃を加え、進行方向を逸らす。

　着地と同時、姫也は惜おしいと思いつつ、距離をとる。

　何かがおかしい。

　それは分かっていた。

　そして、見る。今のアスタロトの姿を。

　同時、思い出したのは神話上のアスタロトの姿だった。

〝ドラゴンに跨またがり、蛇を手にした天使──〟

「ようやく本気か──」

　まさにその姿通りの存在がそこにいた。

「────天使……」

　姫也は絶句していた。

　恐きよう怖ふからではない、否いな、ある意味怖いほどに美しい。

　今、姫也を見つめる眼が六つあった。

　曰いわく座天使の御ご位いにあった大天使。

　それが堕だ落らくした姿だという。美しく勁つよい。

　天使なんてものがいるのかは知らない。だが自分のような竜りゆうの血筋の現あら人ひと神がみもいれば、こいつらみたいな悪あく魔まというような存在もいる。

　ならば天使がいてもおかしくない、いや何がいてもおかしくないのがこの世界だ。

　腕うでにベールかなにかのように巻き付く白しろ蛇へびは、ぬらぬらとした蛇らしさというものがない。石せつ膏こうが生物となって動き出したような。だが細い縦線を添そえた赤の瞳ひとみはこちらを確かに見み据すえていた。

　背中から左右に後光のように生え揃そろった双の大翼。

　そんな彼を巻くように、竜がいた。

　比ひ喩ゆ表現ではない。雄お々おしい双そう角を揃わせた白はく鱗りんの竜が、蛇同様、鋭するどい視線で姫也を射い貫ぬいていた。

「先ほどまでは失礼したね悪あく竜りゆう。目には目を。竜には竜を」

　彼の眼は、今まさに爛らん々らんと姫也を見ていた。

　その手で自分の周囲でとぐろまく一頭の竜に手を添わせ、

「不可視の力の正体はコイツだ。済まないね。これも術式生物なんだが、生物というより術素によって生成した僕の四し肢しの延長線上、といった方が正しいものでね。だがここまで高密度にするには中々体力を消しよう耗もうするんだよ。要はトーラーの戦車チヤリオツト、みたいなものだと思ってくれ」








[image: ]








　竜の鱗に触ふれるアスタロトの腕を、蛇が這はう。

「その蛇が毒吐はく蛇かよ」

「僕はわりと旧代の血を色いろ濃こく残している血けつ縁えんでね。安心してくれ。致ち死しに至るものもあるが、殺さないよ」

「…………」

「君は皆みんなが求める世界を成すためには必要な力だ。世界中探せばいるのだろう、だがこうして君という人物が現れてくれたことに、僕は大いに感謝する」

「誰だれにだよ」

「神に、なんて言ったら悪魔失格だろうから、僕と君の運命に、かな」

　くすり、と笑みを漏もらすが、音に反して、その表情は残ざん忍にんだった。

　おそらく、と言わずともそこにあるのは十二分に敵意たりえるものだ。

「始めよう。悪あ竜くと悪あ魔くが戦い合うなんて神代でも中々ないシチュエーションだろう」

「俺はこの短い期間にすでに二回ぐらい経験して、今まさに三度目の真っ最中なんだがな」

「致いたし方ないだろう。そういう運命なのだと諦あきらめたまえよ」

　未来を見る告発者と──。

　大罪を隠かくし、静かに生きようとする悪竜の血族。

　二人のピースはピタリと合がつ致ちするようだった。

「仕切り直しだな……」

　だがしかし、姫也は後こう悔かいすることになる。

　ああいう手合いは動かないのが常だ、と思ってしまった自分を。

　奴やつは言った。竜は自分の身の一部、四肢の延長だと。

　気づけば、すでに自分の右側に、アスタロトの身があった。

　姫也は視界の端はしで確かに見た。

　彼は自分で言ったように、その四肢の延長で──、

「竜の尻尾しつぽで地面を蹴けりやがったっ……!!」

　強きよう靭じんな竜の身をバネにするかのようにしならせ、そして跳はねるように地面を蹴りだしたのだ。

　半々なのだ。物理的にも、術式的にも。

　術素はそれだけではただのエネルギー体にすぎない。それを術式で収束させて初めて利用することが出来るものだ。あの竜も空気中の塵じん芥かいなどに術素アトモスフイアを媒ばい介かいさせて成っているかもしれない。

　術素を供給することで物理的な防御に。

　転じて、術式で攻こう撃げきしても、術素の塊かたまり＝エネルギー体として十二分な防御として働くだろう。まさに攻こう防ぼう一体。

　来る、と思った時には遅おそい。

　右腕の蛇に意識を集中し、姫也は飛び来るアスタロトを見る。

　どうする、と姫也は選せん択たく肢しを迫せまられる。

　クシナダの使用は限度がある。トーラーの時は大使館の崩ほう落らくに一回。逃とう走そうを図はかったアイツを捉とらえるのに一回。決め手に一回。

　イオンのときは、状じよう況きよう打破のための突撃に一回。アイリスを救うための防ぼう御ぎよに一回。そして決め手に一回。

「あと二回。どうするかい？」

　こちらを見み透すかしたように、アスタロトが右手の貫ぬき手てを突きこむ。

　だが、怖いのはそれ自体ではない。

　右腕にまとわりついた蛇だ。

　どこまでが武装として成り立っていて、一体どこまでアスタロトの体から離はなれることが出来るのか。先ほどまでのように、不可視の攻撃に甘んじてくれていればよかったというのに、今はそうはいかない。

　そう、二度目の仕様こそが肝かん心じんになる。

　今までの戦せん闘とうも、結果として三撃必殺に成っているだけ。

　三発目には絶対に決めなければならない。

　それ以上の戦闘は、無茶を徹とおすなんてものじゃない。

　自殺行こう為いだ。八劍の力を三発撃うっても倒たおれない相手に、一体どうして立ち打ちできる。そこが姫也の限界値。

　かといって、出し惜しみしたところで下の戦闘を無む駄だに引き延のばすことになる。使いどころを誤るな！

　自分に言い聞かせ、姫也は構えを取る。

　追いすがる敵に対し、姫也は攻撃を選せん択たくする。

　二本目のクシナダを展開。

　後方へと跳とび、距きよ離りを開ける。

　着地と同時、姫也は叫さけぶ。

「泰たい山ざんよ穿うがて！」

　それは、先の戦闘時、アスタロトではなく、トーラーに対し用いた一撃。

　足止めのための先せん鋭えいな巌がん山ざんが、地面から生えそろう。

　カウンター。

　速度任せに突っ込こんでくる相手を、石いし槍やりが正面から受け止める。

「──イイ攻撃だ。だが、十二分とは言えないな」

　声に姫也は見た。

　自分の正面、横よこ薙なぎの一閃によって容易に叩たたき壊こわされる。

「ッ──!?」

　こんなにも簡単に破られるなんてっ。

　対し、破片の向こうで悪魔が笑う。

「君の力は抑おさえて抑えて、おっかなびっくり発動させているにすぎないのだから！」

　蛇だ。右腕に備わった蛇が鞭むちのように、身をしならせ、しかしまるで鋼鉄か何かで出来ているかのように伸ばした身で蛇が巌山を破は壊かいした。

「水の勢いが強すぎると知ってなお使わねばならない蛇じや口ぐちを、ゆっくりゆっくりと栓せんを緩めている、そんな感じだな」

　鋭い六つの眼が見る。いずれも姫也を逃のがしはしない。

　二度目のクシナダが不発に終わる。

　その焦しよう燥そうが生んだ、一いつ瞬しゆんのウチに隙すきを生む。

　姫也の体の正面、そこに身を伸ばして、竜がいた。

「何ッッ!?」

「どうして身がこれ以上伸びないなんてことがある？」

　竜を駆かる天使にして悪魔、アスタロトはその光景を面白がるように睥へい睨げいする。

　クシナダ三本目を展開するも、間に合わない。

「有り得ないことなど絶対ないこの世界で固定観念はノイズでしかない」

　回かい避ひのしようがない。

「その程度か、唾だ棄きすべき弱さだ」

　繰り返すようにアスタロトは叫ぶ。

「弱さだ！」

　姫也の体の中央に竜の突とつ進しんが突つき刺ささった。

　力を尽くせぬまま、三本目、最後の金の散さん華げが希望と散る。




　　　　◆




　土つち埃ぼこりを上げ、グラウンドの土を削そぎとり、自分の背を芝しばに預けた。

　そこでようやく姫也の体は止まる。

「ッウ─────」

　胃の中に吐はき出すようなものがない。

　昼の回復のときに胃の中の食物は消化し切って、カロリーに回されたのだろう、綺き麗れいさっぱり空になった胃から逆流してくるものはない。

　だが、かわりに口から赤い液体がぼたぼたと零こぼれた。無様にも赤い風船が腹の中で割れたかのように。

「────カハァ」

　耐たえ切れず吐き出す。喉のどにイガつくように血が残り、鼻血が出ているわけでもないのに、鼻び孔こうの中に鉄てつ錆さびの臭においが充じゆう満まんする。

　姫也はなんとか生きていた。普ふ通つうの人間であれば内臓破は裂れつは免まぬかれないだろう。そうすれば一発で死亡コースだ。

　自分の体の頑がん丈じようさ加減に感謝しつつも、

「痛っ────」

　同時、簡単に死なせてはくれない体をまた恨うらんでいた。

　腹は痛い。内臓の位置だってめちゃくちゃになっているかもしれない。手を伸ばして触さわった腹には未だ肌はだの感かん触しよくがある。どうやら腹が裂さけて腸が、といったグロテスクなことにはなってなさそうだ。

　はっ、と重く息を切らして、姫也は見る。

　悠ゆう然ぜんと竜りゆうの蛇身を自分に巻きつけているアスタロトを。その顔はまさに今までの気分が晴れたというようにフラストレーションから解放されて、涼すずし気なものだった。

　野や郎ろうゥ……。

　思えど、しかし体が付いて来ない。

　がくがくと顫せん動どうする右足は踏ふん張ばっても力が正しく入らなかった。ずるり、と無様にも足はそのまま土のグラウンドの表面を蹴りそのままへたりと伸びきって止まる。

　ああ、と両りよう腕うでで強引に持ちあげようと試みるが、そのまま身は意思に反して前に倒れ込む。どうやら体を回復するには、周囲に術素が足りないらしい。

　八岐ヤマタの力を爆ばく発はつ的てきに行使するには、環かん境きようは整っているとは言いがたい。

　だからこそ、昼に叩きのめされたときも、為なす術すべもなく自分は気絶し、なお一時的な休きゆう眠みん状態に入らざるを得なかったのだから。

　ああ──チクショウ……。

　霞かすむ意識のなか、向こうでは滑こつ稽けいな自分を笑ってか、アスタロトがあいも変わらずの幽ゆう微びな冷笑を浮うかべている。

　ああ……。

　音が聞こえる。

　遠くからの戦闘の音も、何もかもが、自分が引き起こしたものだ。

　ありがとう、という感謝の気持ちと、申し訳ないという謝罪の気持ちが同時に胸の中に溢あふれる。

　踏ん張っていた四し肢しがなおも折れそうになる。

　目線を伏ふせてしまいそうになる。

　このまま力任せに意地を張ることをやめてしまえば、どれだけ楽だろうか。

　きっと落ち着くだろう。きっと楽になるだろう。きっときっときっと──……。

　希望的観測が生まれる。意志を潰つぶして、脳を満たそうとする。

　ああそうとも──。

　どうして俺だけがこんな目に遭あわなきゃいけない。

　どうして俺がこんな連中に目をつけなけりゃならない。

　どうしてこんなにも痛い目を見なければならない。

　どうして今こうして抗あらがい続けなきゃならない。

　どうして──？

　どうしてってそりゃ──。

「立ちなさい！　姫也ッ!!」

　疑問に答えるかのように、姫也は見る。

　全身の力が今まさに尽つきようとしているときだというのに、驚おどろきは容易に体を動かした。

「アイ、リス──……」

　眼前、倒れ伏した姫也の前に、アイリス・リンドヴルムは確かに立っていた。




　　　　◆




「おまっ──どうし……」

　姫也は驚きよう愕がくし、しかしそれ以上を言えずにいた。

「どうしたもこうしたもないでしょう！　皆みんなアンタのために頑がん張ばっているってのに！　アンタがこんな所で寝ねっ転ころがっているからでしょうが！」

　声に見る。

　アイリスの顔がある。涙なみだぐんで、こちらを見ている。

「姫也が立たないで、どうするの!?」

　どうするったって──……立てないものはしょうが無いだろう。

「姫也ができないで、誰だれがするのよ！」

　誰かがやってくれるさ。

「まだ、私許したわけじゃないんだからね！」

　まさかまたいつかの話をするつもりじゃないだろうな。

「図書館で姫也がゼナイドと抱だき合ってたこと！」

　それか……あれは俺の中の紳しん士しが真しん摯しに状じよう況きようを受け止めようとして──。

「だからっまだ終わらせたくないんだから！」

　ああ……そうだな……。

「立ちなさいよバカ！」

　無理矢理に右みぎ腕うでを杭くい打うち機のように地面に打ち立てる。

　意志が戻もどる。火を点つけ直せ。

　どこが動く？　いや、どこが動かなくても、関係ない。

　這はってでも行く。泥どろ水みずすすって、手足全部千切ってでも、最後の最後は喉のど笛ぶえに噛かみ付いたほうの勝ちだ。

「カッ……アァアアアアア!!」

　無理矢理に身を起こす。上半身だけで、足を引きずるようにして。

「姫也──あんたの体の回復って……術素があれば出来るのよね？」

「？」

　もはや言葉で返すのも億おつ劫くうだった。

　コクリと重力に任せるように頭を縦に振ふる。

　だが、そのまま落ちかけた姫也の頸くびを、差し込まれたアイリスの手が支えた。

「いい？」

　持ち上げられた視線の正面にはアイリスの顔がすぐ近くにあった。瞳ひとみはうっすらと涙に揺ゆれ、しかし何な故ぜだろう頬ほおには赤みが差している。

　髪かみは乱れ、どこか消しよう炎えん臭くさい戦場の匂においと、彼女の清せい涼りよう感かん漂ただよう柑かん橘きつ系の匂いが脳を満たす。現実と夢と、虚きよ実じつの狭はざ間まにいるような感触に、脳がゆるく覚かく醒せいする。

「これは、そういうんじゃないんだからね──!!」

　耳みみ朶たぶを打つ、音量を考えていないようなアイリスの声に、ただ姫也は傾かしげるように頸を横に倒たおそうとして、

「だ・か・ら・ね!!」

　顔を真っ赤にして念を押すように言って──。

　言って。姫也の思考がそこで止まった。

　姫也の世界が止まった。

「──────────」

　アイリスの顔が、何故か近く、いや、もはや赤く染まった頬が触ふれ合っておかしくない距きよ離りにあり──。力任せに堪こらえるように結ばれた目がある。

　そしてなにより唇くちびるを柔やわらかく甘く包む感触に──感触に……。

「──ハ」

　アイリスが離はなした唇から、甘く吐と息いきが漏もれる。

　だが、体には充じゆう足そく感がある。

　ああ、と姫也は納得する。術素の供給だ。

　術素の収束能力に、アイリスは特化している。それも無む駄だなほどに。そして彼女の今までの術式砲ほう撃げきといったものは彼女が制御出来るほど、が出力の限界だ。

　だが、それを制御する、出力する方向の蛇じや口ぐちに限りが無ければ──。

　それは例えば、貪どん欲よくなまでに術素を食らいつくす、八岐ヤマタの力のように。

　力の仕様は、自分の心内と術素量に比例する。

「…………なによ」

　眼前、顔を真っ赤にしたアイリスがいる。彼女はそのまま目を白黒させたかと思えば今さらながら自分の行動が恥はずかしくなったのか、右に左にと視線をはずして姫也の方を見ない。

　そんなになるなら、やらなければいいのに。

「クク……」

　体に調子が戻ってくる。術素が体の各所に行き渡わたり、姫也の再生を始める。

　身は重い、けっして全快はしていない。

　だがそれでも、先ほどまでよりも力強く姫也は立ち上がる。

　眼前、膝ひざをつくアイリスに、

「ありがとう──アイリス」

　礼とともに、姫也は見る。

　立ち上がったこちらに視線を向ける悪あく魔まを。




　　　　◆




　アスタロトはずっと見ていたのか、その光景を楽しむようにして言った。

「いやあ驚いたよ、白昼堂々接せつ吻ぷんとは──君は愛されているんだね」

　姫也は一歩を踏む。

　確かに、その足取りはまだ心もとない。

「さて──愛されている意思も持つ。そんな君はしかし満まん身しん創そう痍い」

　耳に聞こえる声がまだうっとおしく感じる。

　だがまだ先ほどまでの諦あきらめかけていた精神状態よりもマシだと思う。

「何を見せてくれるんだい？」

　期待ではない。それはきっと余よ裕ゆうの表れ。

　だからこそ、姫也も純じゆん粋すいに思う。

　トーラーのことをどうこう言えはしない。

　認めよう。自分は戦せん闘とうが好きなのだ。

　認めよう。きっといつまでもそれが俺の性しよう分ぶん、本能の求めるところだろう。

　だから笑う。だから声を上げる。だからこうして相対する。

　認め、認めた上で──、

「俺は強く力を求める！」

　手た繰ぐる感覚は自身の中。

　奥技なんてものはない。手繰る。手段を、方法を手繰る。ただ力を抑おさえこむのではない。今までのすべてが無駄ではない。欲しいのはレギュレータではない。

　コンバータ、莫ばく大だいな力を抑えこむからウチに残る。

　ならば──残らず出力して吐はき出せばいい！

「ああ──!!」

　竜りゆうは吠ほえる。際限なく抑え込んでいたものが溢れ出そうとする。

　痛い熱い軋きしむ刺さす。自分で何とかするしかない。抑えこむからいけない。

　何もかもを、受け入れろ！

　姫也が思い浮うかべるのは、一体の巨きよ躯く、その巨きよ像ぞう。

　視線を天に向け、空を仰あおぎ見る。

　赤い眼で、曇どん天てんと晴天とを。




「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ──ッッ[image: !!!]」




　叫きよう声せいは人のものとも、獣けもののものともとれる。

　魂たましいの慟どう哭こく。

　竜は鳴く。亡きを思い、無きを愁うれい、泣き、啼なき、哭なく。

　世界に己の存在を示すかのように。

　天を貫つらぬく聲こえ──。




　　　　◆




　息荒あらく。こちらを見み据すえる眼は満身創痍を表したかのように必死。

　身を重く持ち上げ、なんとか拳こぶしを握にぎりしめている。一度握りこみを解けば、二度とは握れまいというように、しっかと握られた拳。

　その頭横に、アスタロトは確かに見て取った。

「聞いていた話と違ちがうな──」

　たしかにそこには、金の色があった。

　そう、姫也の頭には四本目のクシナダが展開されていた。

　第一段階、第二段階、第三段階、そのどれとも違う形状をしたクシナダ。未知神秘といったものが削けずられ、より機械的になったかのような四本目は、構造が分ぶん裂れつしそうなほどにめちゃくちゃで、だが確かに彼の力を発現させているようであった。

「──なんとか、出来たみたいだな」

　息を大きく吸って吐く。

　そんな八劍姫也の手には、ひとつの成果が握られていた。

「不完全だが、出来たか……？」

　声に、彼は自分の手の中に生まれた力のカタチを見る。

「水の剣けん、か。ウォーターカッターとはまた別か……術素を空気中の水分に混ぜ込んで無理矢理に力の塊かたまりとして顕けん現げんさせた」

　なるほど。竜こいつと同じというわけか。

　今、少年の手には一ひと振ふりの長ちよう刀とうが握られていた。

　それも金属ではない。

　揺らぎ、それでも術素の発光と同じ青の色を孕はらんだその刀身。

「いや解かい釈しやくは間ま違ちがっていないな。水ってのは四大元素にして五ご芒ぼうの一角を担になう、力を大別しうる大きな要素の一つ。そしてヤマタノオロチは天候神にして自然神の蛇神、水は風を起こし大地を駆かけ、雲を呼び、雨を降らす。循じゆん環かんする世界を創つくる上で君と拘かかわりの深いものだろう。また剣というのは草くさ薙なぎ、天の叢むら雲くもと君にとっても拘わりあいの深い伝承だ」

　この土ど壇たん場ば、この敗勢濃のう厚こうなこの状況で？　一か八かの賭かけをしてみようと？

　よくもやってくれる。

　アスタロトのなかに湧わいた言葉は、相手を、見下しすらしていた少年を初めて称たたえる言葉だった。

　そんなとき、水刀を構えた少年が言う。

「オマエ──」

　心底疑問、あるいは心外だという表情で姫也は告げた。

「──なにがそんなに可お笑かしいんだ？」

　敵が紡つむいだ言葉に、こちらもついつい呆ほうけてしまっていた。

　右指を口元に沿わせてみれば、確かに口こう端たんは上を向いている。

　は、と息を漏らすようにその事実を確認して、

「ベリアルのことばかりは言っていられないな」

　あらためて、自然と湧いてきた笑みがアスタロトの心の中に溢あふれ出した。

「名乗ろうか。悪竜、いや八劍の子、姫也よ」

　右みぎ腕うでの蛇を変性する。厳いかめしいその肉体を伸のばし、鋭するどく、端はたから見ればレイピアのように鋭く。

「──君の意思がどうあっても僕は連れて行く」

　対し、少年は水で象かたどられた剣を左手に。フリーになった右手は、浅く握りこみ、腰こし元もとに据すえる。斬打一体の構え、とそういうことだろうか。

「御ご免めん被こうむる。俺は此こ処こにいる。此処に居続けることこそが、俺の意思だ」

　相対するは、超ちよう常じようの者。

「６６６教団アジア方面盟主、アスタロト──」

「日本D.S.T.本部所属、実働部、八岐の血を受け継つぎし者、八劍姫也」

　竜と悪魔は互たがいに名を反はん芻すうし、飛び込んだ。

　竜りゆう蛇じやを纏まとう双そう翼よくの悪魔。人の身にして竜の力を繰あやつる現あら人ひと神がみ。

　常ならざる戦いは、疾しつ走そうを以もつて始まる。




　　　　◆




「うへー彼処あそこ行きたくねえ──……」

　上を見上げて、口を大きくヘの字に曲げたトマスは校庭で巻き上がる砂さ塵じんを見つつ、姫也の様子に苦笑する。いつもならば周囲にツッコまれてばかりのトマスの言葉もこのときばかりは同意だと一帯の隊員たちが口々に言う。

　戦せん況きようが明確に見えるわけではない。

　だが、それでも十二分に分かる。

　激戦だ。

　砂塵に剣けん戟げきと衝しよう撃げき音が遅おくれて響ひびく。

　巻き上がった土が戻もどる前に、攻こう防ぼうが繰り返されている証しよう拠こだ。

「なんだって俺等があんな奴やつのために──」

　もう大学生ほどであろう、大人びた顔つきのD.S.T.隊員はうんざり気に愚ぐ痴ちをこぼす。

「まあああ見えてあいつもけっこういいところあるんですよ？」

　擁よう護ごの声は、高等部の生徒のものだ。

「あ──なんだかんだで付き合いがいい」

「まあなんだかんだと人となりもいい」

「だが──なんだかんだ嫁よめがいるのは許せんな」

　同じく同意だ、と男たち全員が初めて同様の頷うなずきを見せる。

　そんな高等部の彼らを見て、年配の隊員やほかの若い隊員たちが、笑う。

「だが──ホモ野や郎ろうにアイツ攫さらわれて、嫁泣かすような真ま似ねはもっと許せねえよ」

　彼らは己自身の矜きよう持じを確かめるように、その手に武器を握り直す。

「良い奴なのはわかった。そしてウチの生徒である良い奴を敵においそれとやる者もいないだろう！」

「応！」

「ならば戦線一つ押し上げて見せろよ！」

「応──!!」

　戦局が、変わる。




　　　　◆




　グラウンドでは、巻き上げた土が舞まい落ちるよりも先に、攻こう撃げき音が交こう錯さくしていた。

　悪あく竜りゆうと悪あく魔まの戦闘。

　その最終ラウンドは、能力での化かし合いなどではなかった。

　純粋に言えば、意地と意地の殴なぐり合いだ。

　悪あく竜りゆうが左の刀を振ふり込こめば、悪魔がそれを受けきる。

　だが、悪あく竜りゆうの動きはそこで止まらない。

　今まで使わなかった蹴けりを繰り出す。

「どうした？　どうして剣以外を使わないと思う？　固定観念は邪じや魔まになるぞ？」

　いうものの、それは今まで出さなかったのではなく、出せなかったものだ。

　それは互いにわかっている。

　いや、意識から言えばもはや当初の目的すらも互いの立ち位置すらも二人には関係がない。ただ倒たおすべき相手は正面にいる。

「存外に、いやらしい男だね君は……蛇神の直系だというのが納得できるね。陰いん湿しつそうなところとかね！」

「その言葉そのまま返すぜ？　天使様みたいな羽はやしやがって。高こう慢まんちきの支配者階級気取りが……」

　互いに笑みに、力が乗る。

　やはり俺はこういう泥どろ臭くさいクロスゲームが好きらしい。

　自分が死ぬとは思っていない。傲ごう慢まんだとか油断ではない。

　生命は死に瀕ひんして初めて死を悟さとる。

　ならば今すべきことは死を恐おそれることではない。

　死を恐れぬことでもない。

　生きる術すべを探すことだ──!!

　そして姫也はおのが勝利を、生存の道を見つける。




　　　　◆




　悪魔が従獣しもべたる竜りゆうを打ち出せば、それを避よけ、悪あく竜りゆうが追いすがり、左の剣を基点に攻撃に移る。

　両手での打ち込みよりも、右腕が本命だろう。

　風を纏わせた右の打だ撃げきが、レイピアと化したアスタロトの蛇を打ち砕くだく。

　だがそれでも、アスタロトは攻撃を止めはしなかった。

　むしろ、と此処に来て、彼は冷静だった。

　距きよ離りをとる。

　打撃戦。まさにそういった攻撃だ。

　竜の打ち出し、先に少年をうがった攻撃を連打する。

　竜を引き戻すことはしない。

　一度、その塵じん芥かいと術素アトモスフイアの塊である竜の身を打撃、そして解く。

　打撃、解く、打撃、解く。その繰り返しを連射という。

　連撃連打はもはや止まらない。

　悪魔が声を上げる。

　これで終わりと言わんばかりに。

　同時、悪竜が前に出る。

　アスタロトの放った最後を宣告する一いち撃げきを、姫也は左の水刀で受けた。

　その瞬しゆん間かん、姫也は動く。

　力を解いたのだ。

「──！」

　アスタロトの表情が驚おどろきに満ちる。

　剣がそのまま解かれることにより、左手はフリーに。

　拳こぶしに纏うようにした水が、一いつ瞬しゆんで盾たてのように広がったかと思えば──。

　それは周囲に霧きり霞かすみとして霧む散さんした。

　視界が覆おおわれる。

「決着だ。アスタロト」

　天に姫也が腕うでを掲かかげ挙げる。

「殺さない程度に、なんて器用なことができるように生まれてたら、こんなふうにお前なんかと戦うこともなかっただろう」

　擡もたげた腕の先にある拳は、ゆるくしかし力籠こもって開かれる。

「だが、俺には力しかないから」

　天へと顎あごを開き向け、叫きよう聲せいを上げるかのように。

　かくして動きに対し、天も反応を寄よ越こした。

　鳴動。天てん蓋がいが、呻うなる──唸うなる──震う動なる──。

　強く弱く大きく小さく、空は得た力に武む者しや震ぶるいを覚えるかのように、震ふるえる。

　空塞ふさぐは、雨雲などと言う可愛いものではない。

　溜たまっていた外の雲の壁かべを、強引に引き摺ずり回し、自分の頭の上に集める。

　青空を塗ぬりつぶすほどに厚く、何をも染めるほどに濃こい。

　黒々と天頂を占しめるは日の光すらも分厚く遮さえぎった黒雲。

　掲げた姫也の腕に応こたえを返すように、雲が啼なく。

　空を揺ゆらし、腸の底を蹴り上げるような重低の連打音が響き渡わたる。

　竜が唸りに喉のどを鳴らすかのような轟とどろきを自らの腹中で上げながら。

　遅ればせ迸ほとばしるは、其それが抱かかえ込んだ力の発はつ露ろ。

　電光。

　一切の余情を許さず、無む慈じ悲ひ以上に無感情に一切を焼きつくす。放たれたが最後、ただ自らの往いくべき方へのみ、駆かり立てる無常にして、無情の力。

　幾いく千の古ふる強つわ者ものもが恐きよう怖ふし、神代においてすら最強を誇ほこるものにのみ与あたえられる比類なき力、──否、暴力。

「稲いな妻ずま──」

　迸りを受けて、姫也の腕から解き放たれるがごとく、天から一直線に、決着の光が解き放たれた。




　　　　◆




　土の焦こげる匂においが、濃く鼻をくすぐる。

　土までも分子結合を破は壊かいされ、プラズマ化する。

　それほどまでの大電力。

　アイリスはあまりの閃せん光こうに、目を焼かれぬように離はなれた場所から見ることしか出来なかった。

　その結果に、もはや戦場の誰だれもが傾けい注ちゆうしていた。

　戦場の局面の収束はそこにあると。

　一色を今まさに斬きり伏ふせようとしていたトーラーも。

　もはや互いに弾だん丸がんも術式の一切合財まで吐はき出し尽つくしたノイルですらも。

　誰もが、目を見張る結果に、答えが出る。

　天上に展開されたウィンドウが、すべての結果を戦場に知らせていた。

　晴れる土つち煙けむり。

　溶よう解かいして、焦げ付き、または溶よう岩がんのように赤熱化して、散った土煙の中を火か山ざん雷らいのように紫し電でんが迸るなかで、

「────」

　ただ無言に、勝利を告げるように、右みぎ腕うでを掲げる少年がいることを。

　そして、倒れ伏した汚よごれまみれで焦げ付いた盟主の姿を。

「「～～ヨッシャァアア──!!」」

　歓かん喜きの声とともに、戦局が終結する。

　八劍姫也をめぐる戦局の終結に、ノイルは諦あきらめるように膝ひざをつき、トーラーはその場に背を向ける。

　闘とう争そうは、D.S.T.の勝利の元、終結する──。








　終章．悪竜の欲ほつするところ




　暗雲立ち込めた空はすでになく、逆に雲など欠片かけらすらない蒼そう天てんが空には広がっていた。

「アイリスを知らないか？」

　そんな言葉を発する姫ひめ也やの姿は、京みやこ学園の校舎内にあった。

　夕ゆうに出会えば、

「なにあんた、まだこの間のこと謝ってないの？」

「いやっあれは俺がやったわけじゃなくてな！」

「早く探して謝っちゃいなさいな」

「いやまあ──なんだその……あの後慌あわただしくて、なんというか……ちゃんと話をする暇ひまもなくてな……」

　ため息混じりに夕が言うものの、ヱーファやゼナイドはまだ街の方だ。

　アスタロトの率いる６６６教団との戦せん闘とうにおいて、文字通り京学園は半はん壊かいした。

　技術部に限らず、実働部だってあっちこっちに引っ張りだこだ。

　その原因たる者たちはと言えば、今度こそ地下に封ふうじられたダンタリオンとアスタロトは、大多数がその場に残った６６６教団の団員共々大人しくしているらしい。

　どこかに消えたトーラー・ブランシェットことベリアルや一部の団員などの消息はつかめない。上空に停てい滞たいしていた万魔殿パンデモニウムという名のあの浮ふ遊ゆう島ともども見事に消えてしまった。

　なにか夢ゆめ心地ごこちに、ただ復旧だけは急がれていた。

　グラウンドに出ても、復興作業に行く生徒たちのなかにアイリスの姿は見えない。

　この間の一件から、姫也はよくも悪くも顔が知れ渡ってしまい、外に出れば悪あく魔まに狙ねらわれた男だの、破壊神だの──キスの事などひっきりなしに邪じや推すいが飛び交う。

　日常が崩くずれなかっただけよしとするか、と姫也は見返す。

　晴天に満ちる学園。いつもの自分の在あるべき場所だ。

　ここにいられることを、と思いつつ、姫也はこれからの自分の時間の割り振ふりをどうしようか、とふと校舎前面に掛かけられた時計を見上げた。

　そして、

「ああ──」

　彼はふと笑みを得る。

「──見つけた」

　いつかと同じ色を、屋上に見た。

　脳裏に焼き付いた陽光にはためくその色は──。

　決めるが早い。姫也は走って校舎内に行く。

　駆け上がるルートは、いつか来た少女を見つけたときに、走った道と同じだ。

　たどり着くのは、屋上の扉とびら。

「────」

　キ──、と軋きしみの音と共に、扉が開く。

　室内とは違ちがう。熱が籠こもるのではなく陽光に暖められた空気が充じゆう満まんしている感かん触しよく。

　肌はだが焼け付くのが分かるチリチリとした感触──。

　なるほど。単に夏などよりもこの季節の方が紫し外がい線せんが強いと言うのも納得する。

　青と蒼が交わり合うような水すい彩さいの空。

「────」

　相対する二人は、声を発さぬままに向かい合った。

　びっと居住まいを正した制服姿。

　いつも通り、浅く立てた眉まゆには強い意志が隠かくれているようだった。

「アイリス、俺は────」







　天高く伸のびる蒼。

　世界はまだ、回り続ける──。
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　　あとがき




　お久しぶり、なんて挨あい拶さつがまかり通る聖人君子のような方にはお久しぶり、はじめましての地じ雷らい原に飛び込む雄ゆう壮そうなる方がいらっしゃいましたら、はじめまして。

　筆者の筧かけいミツルです。

　このあとがきを書いている時点で、もうすぐ一年も終わろうか、というところ。作家一年生も同時半分以上が過ぎましたが、自分自身が筆者と名乗るにはまだまだに、もう一つまだを付けても足りないほどに未熟ですが、書くことの楽しさというものが一向に廃すたれないことだけは、自分にとって喜ばしいことなのかと思います。

　何はともあれ、人生初となる第三巻を出すことが叶かないましたことを関係各所と、拙せつ作さくと言われればぐうの音も出ないこの本を、手にとっていただいた読者の皆みな様さまに、深く御お礼れい申し上げます。深々ー。

「ハ？　え、なにまだ出すの？」

「だ、出させていただくよ！」

　友人とそんなやりとりをしつつ、なんとか出させていただけました。




『双界のアトモスフィア』の物語としては、ひとつ過去への清算、また彼らの置かれた今の世界を広く見るため、ここでひとつ改めてスタートを切らせる、というのが今回の目的のひとつでした。ボーイミーツガールな現代ファンタジーですが、ひと区切りまで運べたのかと思います。

　まあ、反省点も多く残りました（汗）。

　自覚症しよう状じようはあるのですが、自分はどうも世界観など「設定する」ことが大好きですが、逆に風ふ呂ろ敷しきを広げすぎて、物語に関わるもっと重要な部分が見切り発車状態になってしまう、といったことがあるようです。

　なかなか絵に起こす、というのが出来ないので頭の中に広げた空想世界で「あれがああで、ああだこうだ……フフフ……」とアニメーションを創るように脳内組立作業が進んでいくんですが、それを文章に出力して百パーセント読者の皆様に伝わるか、と言えば当然そんなことはありません。

　作品を創つくる者として、ただ思い起こしたことをその時のテンションで書くのではなく、ひとつ〝作品〟を創り上げる、という意識の欠落、また読者という受け取る側への配はい慮りよといったものが足りていないな、と反省点が多分に残る結果となってしまいました。

　自分の書きたいものを書くためにも、もっと楽しく読んでいただける、自分にとっても胸を張れるものを作り上げられるよう精進してまいります。




　そして今回もスペシャルサンクスといった感じで各方面に感謝を。

　お付き合い頂いた読者の皆様を初め、今回、私事と身勝手なわがままで大変ご迷めい惑わくをお掛かけしました担当編集様、イラストを提供して下さっているrefeiaさん、今回もこの馬ば鹿か者ものにお付き合いいただき、ありがとうございます。またすみませんでした。

　一年が過ぎようとしているというのに、環かん境きようの大きな変化に際さいしても、いまだ何ら変わらぬやり取りの友人や、その他関わって下さっている皆様今回もありがとうございました。




　年を経て趣しゆ味み嗜し好こうが変化していくなか、自分の創ったものを愛し抜ぬき、またそれに触ふれた方々に愛されるものにしていく、という意識で自分の中の世界を描えがければ、と思いながら、『双界のアトモスフィア』第三巻のあとがきを締しめさせていただきます。


──散歩に出かけたくなる十一月。













双そう界かいのアトモスフィア３
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